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序

史跡上之国勝山館跡環境整備事業は、昭和54年の開始以来今年で15年を経過

することになり、この間の調査で百数十年に亘る館の存続と各種の遺構・遺物

を知り得るところとなりました。

今年度は第二平坦面北東中央部を中心に遺構確認調査を実施しました。その

結果、館中央部を走る旧道跡、門跡と思われる大型柱穴跡など当時の館内の様

子が窺われる発見がありました。

本年度の事業の推進にあたり、文化庁記念物課をはじめとする関係各機関の

諸先生、勝山館跡調査研究専門員としてご指導をお願いしている朝尾直弘、網

野善彦、石井進、榎森進、仲野浩の諸先生には、ご多忙中のところ、多大など

指導を賜りました。厚く御礼申し上げます。

本事業は史跡整備事業としてスタートしたところですが、ここ 3年間は館主

体部の遺構確認調査を行ってきました。しかし、なお館内の様子は明らかとな

し得ません。そのため文化庁から、更に今後数年は遺構確認調査に重点を置く

ようにとの方針が示されました。この方針をうけて、近い将来私どもが希望し

ている本格的な史跡の整備を確かなものにするためにさらなる努力を重ねる所

存であります。

史跡上之国勝山館跡は、昨年11月に文化財保護審議会から既に史跡に指定さ

れている花沢館跡と未指定でありました洲崎館跡をあわせて史跡上之国館跡と

して一括指定の答申がなされました。

今後もこの事業を継続・推進するとともに、三館の一括指定や文化庁の方針

を踏まえた新しい視点にたった計画を検討することが必要と思うところであり

ます。関係各機関・諸先生方には、なお一層のご指導、御鞭撞を賜りますよう

お願い申し上げます。

平成 6年 3月

北海道桧山郡上ノ国町教育委員会

教育長 和泉定夫
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1 本書は史跡上之国勝山館跡の平成 5年度発掘

調査及び環境整備事業について概要をまとめ

たものである。

2 本年度の発掘調査は次の体制でのぞんだ。

調査主体者上ノ園町教育委員会

教育長和泉定夫

指導上ノ園町文化財保護審議会特別委員

北海道大学教授 足達冨士夫、文化学院講

師鈴木E

同勝山館跡調査研究専門員 山形大学

教授仲野浩、東北学院大学教授榎森進、

国立歴史民族博物館館長 石井進、神奈川

大学短期大学部教授 網野善彦、京都大学

教授朝尾直弘

主管上ノ国町教育委員会文化課課長金

子祐一、主事笹浪甲衛

勝山館跡修景技術員(上ノ国町建設課課長〉

山崎重任

発掘担当者学芸員松崎水穂

調査員 学芸員斉藤邦典佐藤一志

調査補助員 山崎洋子笠谷奈智子竹内江

美子松本清、角田隆志柳沼弥生榊原

滋高(富山大学〉、渡辺真弓(トキワ松短期

大学〉

作業員浅原すみ大谷弓子奥寺京子川

合冴子笹浪竹志佐藤聡子杉村八重子

薄田百合子住吉春子竹内正章出村喜

作南部谷緑沼沢国枝松本津枝子八

回揚子若山正喜

保存処理作業員木村洋子

3 本書の編集は松崎、斉藤、佐藤が協議の上松

崎が行った。

本書の作成は I、IIの土嬢 3・23を佐藤、

IVを斉藤、他を松崎の分担で行い、文末に

分担者を記した。

また、鉄器・鉄塊の金属学的解析を岩手

県立博物館赤沼英男、銅製品等の分析を京

都芸術短期大学内田俊秀の各氏にお願い申

し上げ、玉稿を頂戴することができたので、

V、VIとL.tこ。

尚、遺物観察表、集計表は山崎、土層の観

察表は竹内、山崎、笠谷、掘立柱建物跡の

"" 

想定は笠谷の各調査補助員が作成したもの

に基づいている。なお、表17、20、21、24(鉄

製品〉は、佐藤の作成したものである。

4 挿図の作成は担当者の指示により、補助員、

作業員が行った。挿図中の方位は真北を示す。

5 土層の土色は「新版標準土色帖J(農林水産技

術会議事務局〉を、遺物の色調名は「標準色

彩図表AJ(日本色研事業株式会社)を用い、

目測で比定した。

6 本書の遺物写真は佐藤が撮影した。又、調査

時の写真は松崎、佐藤の撮影したものであり、

保存処理状況の写真は斉藤が撮影したもので

ある。

7 調査にあたっては次の関係機関と各位に多大

な御指導と御援助を賜った。

文化庁記念物課加藤允彦服部英雄岡村

道雄松村恵司坂井秀弥、北海道教育庁文

化 課 木 村 尚 俊 畑 宏 明 種 市 幸 生 大 沼 忠

春、槍山教育局伊賀治康、東京大学字国

川洋、北海道大学日本史学研究室、福島大学

工藤雅樹、中央学院大学市村高男、富山大

学宇野隆夫前川要、京都大学埋蔵文化財

研究センタ一 五十川伸矢、京都大学園史学

研究室、京都芸術短期大学 内田俊秀、奈良

国立文化財研究所 千田剛道、北海道開拓記

念 館 山 田 健 山 田 悟 郎 、 八 戸 市 博 物 館

佐々木浩一、岩手県立博物館赤沼英男、東

京国立博物館佐々木利和、東洋文庫渡辺

兼庸、江戸東京博物館 斉藤慎一、国立歴史

民俗博物館千田嘉博小島道裕、京都国立

博物館久保智康、国立民族学博物館大塚

和義、北海道埋蔵文化財センタ一 越田賢一

郎、秋田県埋蔵文化財センター 冨樫泰時、

秩田県教育庁払回柵跡調査事務所 小玉準、

制福島県文化センター 飯村均、石川県立埋

蔵文化財センター 垣内光次郎、制富山県文

化振興財団 宮田進一、安土城郭調査研究所

小竹森直子、京都府埋蔵文化財調査研究セン

ター 伊野近富、制大阪文化財センター 坪

井清足赤木克視鋤柄俊夫、兵庫県教育委

員会埋蔵文化財調査事務所 池田三男、余市

町教育委員会宮宏明青木誠、森町教育委



員会藤田登、南茅部町教育委員会阿部千

春福田裕二小林貢、上磯町教育委員会

山本政俊森靖裕、木古内町教育委員会菅

野文二三上英則木元豊、松前町教育委員

会久保泰、乙部町教育委員会、森広樹仙

庭晋一、浪岡町企画課工藤清泰、秋田市教

育委員会菅原俊行、秩田城跡調査事務所

小松正夫 日野久、仙北町教育委員会小西

秀典、中条町教育委員会 水津幸一、小田原

市教育委員会諏訪問]1際、近江八幡市教育委

員会岩崎直也、米原町教育委員会中井均、

制京都市埋蔵文化財研究所永田信一堀内

明博 山本雅和、川俣町教育委員会高橋圭

次、堺市教育委員会嶋谷和彦、制ハドソン

東洋鋳造貨幣研究所増尾富房、妙見山麓遺

跡調査会 神崎勝、地方史研究協議会、中世

城郭研究会三島正之、日本環境技術協会

松前鼎一、兵庫紙幣史編纂所永井久美男、

制コロイドリサーチ 佐々木稔、片山清、大

西英生
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化12-5 

モヨロ貝塚出土の骨角器 1955年大場
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上ノ国村史 1956年上ノ国村

北海道奥尻島遺跡調査概報 1956年千

代墜考古学雑誌第41巻第2号

考古学ノート 2 先史時代(II) 1957 

年江坂輝弥

北海道奥尻島青苗貝塚について (第一次

調査概報) 1958年桜井清彦古代

第27号

扶入離頭鉱 1966年大塚和義物質文

化考古民族学研究 7 
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I 調査の概要

1 調査

勝山館の主体部は、両面を自然の谷に挟まれた

台地で、大きく三段の平坦面から形成されている。

第一平坦面は、主体部の内最も低い場所にあり、

面積約5，000m'o第二平坦面は、面積約7，000m'と

最も広く、内部はさらにいくつかの小さな段に区

切られる。また、第一平坦面との聞には空壕が掘

られている。第三平坦面は、面積約3，500m'で台地

が挟まる緩斜面の高い方を削って盛土整形をし、

後方には空振が掘られている。第二平坦面と第三

平坦面は、柵列によって囲まれ、その中に建物が

建てられていた。

本年度の調査は、平成 2年度から継続している

第二平坦面北東中央部および北西端部で計約

1，100m'を実施した。

調査は、 5月24日-12月25日まで行った。調査

方法は、従来通り 20mX20mの大グリッドを分割

した 4mX4mの小グリッド方式を採用した。ま

た、建物の概要を知るために柱穴配置略図 0/
40)を作成し、柱穴聞の重複、覆土の状態を観察

しながら柱穴を掘り下け.た。尚、焼土・土嬢等は

半裁し、セクション図作成後掘り下げ、土壌のサ

ンプリングを行った。遺物の取り上げは、 1 • II 

層は 4mX4mの小グリッドを 4分割し、 2mX

2m毎の一括取り上げ方式とした。遺構面である

III層は、実測図を作成後、レベノレを附して取り上

げた。遺物の取り上げには、主に縮尺 1/40の平

板実測、 1/10・1/20その他による平板および

遺り方測量を採用した。

5月24日 発掘調査事業開始。作業員に作業内

容 ・就業規則・関連出土品等を説明。

5月27日 表土除去作業を開始。

6月 調査区内で現在勝山館跡を縦断する散策

道より北西側の表土除去作業を終え、続けて遺構

確認作業にはいる。散策道の北西側で道に並行し

た溝が確認され勝山館当時の旧道の側溝であるこ

とが判明。旧道の南東側の調査開始。

7月 旧道の南東側でも旧道の側溝が確認され

る。旧道北西側の柱穴がほぼ確認されたので、掘立

柱建物の想定作業にはいる。

7月13日 前日の南西沖地震のため作業中止。

8月 旧道の側溝を掘り始める。溝 5と10-2 

の覆土中に多量の石が埋められていることが判

明。実測の後取り上げる。 18K13区で旧道の側溝の

上から土墳と恩われる遺構を確認。

9月 旧道北西側の最終精査を行う。調査区東

端 (第二平坦面南側先端部〉の調査開始。

10月 第二平坦面北西端部の19M地区にて柵列

跡 (昨年度調査部分の続き〉を検出。 18K14区で旧

道の側溝の上から土墳と思われる遺構を確認。

10月15日 18K13・18K14区の土壌と思われてい

た遺構は、大型の柱穴であったことが判明。

10月28日 旧道の北西側の遺構検出を終え、実測

tこt主し、る。

11月 17J 2区の土墳から金属製品・陶磁器と一

緒に回転式銘頭等が出土。

12月3日 写真撮影、実測、レペリング作業終了。

12月4日 埋め戻し作業開始。

12月25日 用具の点検 ・埋め戻しを終え、今年度

の調査を終了した。

2 基本層序

I層表土層。 10YR3 / 3暗褐-10YR4 / 4褐

シノレト。草根多量。やや密。

IIJ書 館廃絶後の自然、堆積層。 10YR3/3暗褐

-10YR4 / 4褐シルト。やや密。炭化物・Os-a

混入。細分される。 Os-a純!習も含まれる。

III層館機能時の整地盛土層。 10YR4/4褐

-10YR 5 / 8黄褐。密。ソフトローム粒・炭化物

等多量に含有する。細分される。

IVa層 縄文期以後より館が形成される直前まで

の自然堆積層。黒シルト -7.5YR3/3暗褐シノレ

ト。

IVb層 10YR6/6明黄褐色火山灰。やや密。

IVc層 縄文期包含層。 10YR4 / 6褐シノレト。や

や密。

V層 10YR 5/4にぶい黄褐-10YR5/6黄

褐。ソフトローム。

VII冒 ノ、ードローム。

3 保存処理

本年度は、鉄製品2，000点、銅製品80点、木製品

1，700点、漆器10点の処理を行った。(佐藤〉

1 
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II 遺構確認調査
1 調査目的 存在も推された。他に竪穴建物跡 l基、土旗など

平成 3、 4年、 2カ年の調査結果、館主体部、

第二平坦面の北東部には段と柱列で画された

l，OOOm'程の空間があり、"客殿H に比定され得る

大型の掘立柱建物、井戸、鍛冶・銅鋳造作業場跡、

礎石 ・集石遺構、小石配石遺構、土療などで構成

されていることが判った。又、段・柱列の外{日ij(南

西部〉には溝で画された地割内に掘立柱と竪穴の

建物跡が見つかった。

平成 2年度の調査では第二平坦面を含めた館主

体部の中央、現在自然研究路として整備されてい

る遊歩道の北西隣りに一部重複しながら併行する

館の時代の道跡が部分的に見つかっていた。

こうしたことから、館を縦断する道が中央を通

り、その左右に建物跡の建つ区画が配されている

ことが想定されるところとなった。

今年度はこの中央通路の確認とそこから、"客殿

空間11 への出入りの方法(方向〉を探ることを主

眼とし、調査区の中心を通路と前年度調査区との

聞に設定した。

2 検出遺構と出土遺物

(1) 位置 ・概要

平成 5年度の調査位置は、第二平坦面のほぼ中

央で、平成2・4年度調査区に隣接し、一部昭和

55年度と平成 2-4年度調査区に重複している部

分と、第二平坦面北西端部で約l，100m'を調査し

守 p

~。
調査区中央南西寄りに北東~南西に走る幅 3m 

(10尺〉程の!日道跡が検出された。道の左右に側

溝が併行し、これらに直行した区画・地割の溝が

つくられ、建物の建てられていたことが明らかと

なった。

旧道跡北西部では、長方形に溝で閉まれた地割

が、 5区画余(一部不明のものがある〉、その内部

及びそれに跨がって12棟の掘立柱の建物跡、 5基

の竪穴建物跡、土壌などが検出された。又、れ客殿

空間"を画する柱列の延長部等が確認された。

旧道跡南東部では、道 ・側溝に直交する溝が16

条程検出されているが、いずれも調査区外へ延v:

ており全容は明らかでない。この溝に沿い、或い

は跨った軸線や矩をつくる柱穴があり、建物跡の

4 

が調査されている。

中央の旧道跡は平成 2年度検出のそれに続くも

のである。調査区南西部で四個の大型柱穴が道に

跨がるように検出されている。

第二平坦面西端部にトレンチを設定し、柵列の

延長状況の確認を行った。

(2) 層序

遺構の形成等を把えるべく調査区を縦横する土

層断面を設定し、観察の状況を第 3図に示した。

調査区南東半に北東から南西に 9m間隔で併行

する溝6.7は第II層を掘り込み面とし、その覆土中

から近世末の陶磁器が出土することから平成 2年

度調査時の観察に符合することとなった。又この

溝の左右に見られる土塁上の盛り土はこの掘り上

げ土と推される。なお現在この左右の盛り土の聞

が一段低くなっているが、このうちすくなくとも

今回の調査で検出した旧道跡両側の溝(側溝、溝

1-4)とこの盛り土との聞はこの時に削平され

ているかと推される。

館形成時の建物跡は旧道跡の左右両側に、浅い

溝で長方形乃至はコの字状に閉まれた敷地内に設

けられているが、これらの溝と建物跡その他の遺

構、或いは溝相互の重複の前後関係等については

層序の観察等も含め必ずしも充分に把握するには

いたらなかった。全体に観察結果等の検討が不充

分なままにあるとしなければならない。

(3) 溝跡と掘立柱建物跡

館形成時の溝跡と掘立柱の建物跡は旧道跡の北

東側で各14条 (5区画〉と12棟を想定した。旧道

跡の南東部では溝跡、掘立柱建物跡の柱穴等はし、

ずれも部分的な検出であり、全容は次年度以降の

調査に待つこととしたい。なお北東部についても

前項で述べたように層位的状況を含めた柱穴その

他の重複・前後関係の検討、帰属不明の多数の柱

穴の存在等々、調査、整理作業が大幅に不足して

いることを記しておきたし、。

第 1号建物跡 (第 5図):調査区西隅、 18L7・

8、12-14区周辺に位置する。溝11、'92年溝 5(概

報測一溝5、以下溝XlV-5と記す)で画された地

割内に 3x 4聞の建物として想定した。東隅の柱
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表 18K11、12、13、14、15南北セクション東壁土層く A-A'>
J -1  10Yl3/4 .... ロ 4備を~ 砂利 C 

2 110Ylt4/-4 • -・敏 鋳土包 c.. 
n-1  10YII4/431' 蝿暗褐 .位 ロム鋭 結土質 o ・-.少量 ソフト 鈍土佐 C 

2 110YII:J/4 時褐 ." ローム位

3 110YI3/4. 時掲 .敏 砂利 銭土位

4110YRJ/4 

'“ 
.t望 ローム位 C 

5 IIOYl3/4. .晦敏 ローム院 働制 C 

6110YII4/4. .位 ()IS) よりややハード 鍵土佐 C 

7 110Y1I:3/4 時禍 礎控 口ーム位 砂利 鍵土敏 C 

8110YU/4. .喰敏 砂利 ねばりあり

四 1 lOYII:"' .. -・君主 ヤヤハド恒 焼土位 C少量

2 IIOYR3/4. 時掛 .位少量 ソフト サラサラ 銀土位 C多 .

3 IIOYII:4/4 .位 火山灰雌量 ソフト 鍵土包 C微量量

.. 110111:4/4. .敏 大山民憧量 ゾフト "J目立 C 微量量

5 110Yl3/3 時 .. .位 ローム粒 ヤヤソフト曹 鍵土位 C 微量量

6 110Y1I4/4 .位憧量 提 土 位 置 量 C極量

7 
8 110Y1I:4/4 .慶位 ヤヤソフト密 C微量

9110YII4/4. ." ヤヤソフト 鍵ゴ目立 C ・盆

10110YII4/44/6 .廃盤 ローム位 砂利 ヤヤハード

11110T1I4/43/' 崎割. ローム温り

12110YII4/44/6 ." 砂利 ザラザラしている

曙 6 あ lOYlt4/4 ." ソフト 続ゴヒ勉 c・世.
』、 IOYII4/4 ." ソフト 民 土 佐 信 量 c 骨量

う IOTII4"4 .位 ゾフト 焼 上 位 憧 量 c量量【あ)より暗い

え IOTII4/4 .位 ソフト 組 蝿 土 位 置 量 c.量 fう】よりヤヤ暗い

1.iI IOYR4!4 ." ヤ ヤ ハ ー ド 民 土 目 置 量 c.量
泊‘ 101，，"，/4 .，え ヤヤ .. 蝿 土 佐 極 量 c ・t量【お〉よりヤヤ暗い

9 イ 101114/6 a位 玉 砂 利 少 量 ヤヤソフト 皿住 観土粒

構 II イ 10TII:5/-4 に』戸い賞禍 .位 ヤヤハド 民 上 位 ・ 量 c 置量

ロ 101114/45/4 に"'"、買褐 .位 火山灰 ヤヤ包 民 上 位 億 量 C少量

J、 10111:4/4 .位 ヤヤソフト 蝉 土 位 置 量 C少量

ニ二 IOTII4/4 .喰位 ロームプ白?タ 火山灰 ヤヤソフト 焼 土 技 量 量 【ハ}よりヤヤ附い

埼"';IIOYII4/4. .脚立 ヤヤハード ヤヤ租 蝿土粒骨量量 C ・量

t¥IOYII4/4 

'‘ 
.倣 ローム位 ヤヤソフト 蝿 土 位 置 量 C少量{ニ}より暗い

ト 10111:4/45/4 禍 に 』λ、賀補 .勉 玉砂利少量 火山政多量 ハード '時 民 上 位 置 量 C 置量

テー 10111:4/4 

'‘ 
.飽 ローム位 c.量(.})より明るい

1) II0YII4/4. .. ." ローム位 組 "Jヒ位 c少量 Eへ}より明るい

ヌ 101114/45/4 縄にぶい賀縄 .位 ローム位 玉 砂利少量 ハード .. 蝿土位置量

Jレ IOYII4/65/6 禍質構 .包 全 面 ロ ー ム ，、ード c.陵盆

ピット a 1101114/45/4.褐に』品、買褐 .蝕 ロム" 健土粒働量 C 量量{ヌ}より暗い

鴻 1 あ 10YlJ/4 .... 砂調。

』、 10111:3/4 崎縄 .耐主 砂少量

う 1011314 暗褐 ." ローム枝

珊亘 あ 10111:3/4 時調. .栓

』、 10TII3/4 崎 .. -・"
う 10YII3/4 崎 .. .包

え tOVItl/4 晴樹 ローム位 砂利少量 健上位

$.11101113/4 .... 口一ム位 砂利少量 鏡土銃

fJ'ltOYU/4 鴫 .. ローム位 ソフト

き 10YII4/44/6 褐 .耐え ローム位

< 110Yl3/4 .... ローム位 ."， (1s) より ヤヤハード

PIOO イ 101114/4 調. ロ 4‘" 砂利

ロ 101114/44/6 11・
J、 101114/4 褐 ローム

ー 101114/4 .. ローム位

PIQl イ 10YIl4{6 .. ロ ム 多 量 C 
ロ 10YII:4{4 .. ローム位 C 

J、 10111:3/4 附褐 ローム

ニ 10111:4/44/6 憎 ローム多量

オ， 1101114/4

ー-

ローム粒 c 
r、、 10111:3/4 時掲 ローム肱〈ハ}より結七貿 C 

P87 イ 10111:3/4 町野裕 -位少量ロム位

ロ 101113/3 略事. ..土抱 c 
J、 10YR3/4 附 .. ローム位 ..土位 c 
:::'110113/4 岡野褐 ローム院 使上位少量

PI08 イ 10YII:5/4 にぶい賀蝿 ." 
P74 イ IOYII4/43/' 褐崎褐 ロム量り

ロ 101113/4 同借. C 
J、 10.，13/4 時褐 ローム位 C 
::.110.，113/4 時割. ローム C 

P1l1 イ 1白"114/6 割. ロ ム 多 量

ロ

J、 10YU/f， .. ローム枝 C 

V-1 10YII4/65/6 禍賀禍 .勉 金薗ロム ，、ド c・ .

2 110Ylt4'6 .. .U 全面ローム ハード c..監
3 110Ylt5/4 にぶい賀禍 結土 ハード

.. 110YU!6 "褐 .U  ローム位 使土位

5 110YIt4/6 51菌剤買褐 .包 ローム争い ハード

表2 18L 14、15南北セクション東壁土層く8-8'> 
1-1 10YIt4/4 .敏 ロム粧少量 C少 t
"- 1 lOVlt4/4 .鈍 ロ AU 相官 C少量

m-1  10.，114/4 ... ロJ.、.. 錐土粒 c.. 
2 110YIt4/4 .t立 ロ A" 焼土位

V - 1  10.，114/6 ."立 金而ロム 火山灰 組

2 Ilon4/6 ." 金 蘭 ロ ー ム ハード {構の上場}

n・ 2 イ 10.，1¥0&/4 ロム多量 焼 上 甑 量 C 

ロ 10YR5!6 "褐 全国ローム ねばねばしたローム 租

構 2 あ 10Yl4/4 .飽 ロム飽 砂少量温り

』、 10.，114/4 .敏 ローム位 ヤヤソフト '尾上位 c..量
う 10.，114/4 ... ローム位 ヤヤソフト 使土位 C ・..

え lOYlt4/4 ." ローム枚 ヤヤ密 C少量
事.5110.，114/4 ." ローム位 火山灰 ヤヤソフト 鍵土位 c少量【え〉よりヤヤ明るい

カー 10YIt4!4 .位 ローム位 ヤヤソフト 焼土佐 (.fJ) よ りヤヤ明るい

き 10Yl4/4 慎舘 全置ローム ヤヤソフト 温性 C 微量

< IIOY13/3 時 .. .廃位 ローム多量 ソフト .盤 C多盆

4ナ 10.，114/4 -酎主 ローム位 火山氏 C少量量

き』
10.，114/4 .. .位 ローム位 火山灰 ヤヤソフト 温性 c・R量
10YIt4!4 禍 .総 ヤヤソ7 ト畢性 C司量量臼，)よりヤヤ明るい

P78 イ 10Yl5/6 " .. 慎鐙 ロムロ

ロ 10.，114/6 .. .位 全国ローム ヤヤ湿性

ピザト a イ IOYU!4 .. ... ローム位 C少量陛

ロ 10.，114/6 .. .栓 ローム位 ヤヤ皿住

IOYIt4!44/6 禍 ." ローム位 ヤヤソフト

tOYIt4!44!6 輔ー .位 ローム位 ヤヤソフト

10"11.4/4 補 .，主 ローム位 ヤヤソフト C少量監

lOYU./4 

'‘ 
.位 ローム位 ヤヤソフト C少量監

、18J1南北セクション東壁土居く c-c'>
.，主 坦l 寸fロポロ c 

"‘ 
.位 ロ iゐ家主 密 C 

'‘ 
."主 ローム位 健土位 C 

'‘ 
.位 ローム位 ハード C 

割. .位 ローム位 ヤ ヤ ハ ー ド c..量
時 .. ." ローム位 ヤヤソフト C ・畳

7 



皿 1 10YR4/4 織 慎重量 ロ ーム多量

2 1 10YR4/4 調路 .位 ローム控

3 110YR4/6 .. -ー位 全 薗 ロ ー ム

4 110YR4/4 .. .喰位 ローム

5 110YR4/4 
'‘ 

.唄位 ローム粒 火山灰少量

6 110YR4/6 禍 ... 
7 110YR4/6 縄 .往 ロ ーム多量

8 110YR4/4 

‘ 
-刷主 ローム粒

9 110YR4/6 補 全面ローム

10 1 10YR4/6 術 .t.t ローム粒砂、玉砂利梶り

Y-1 10YR4/6 補 金 置 ロ ム

2 IIOYR4/6 禍 .'" 全 面ローム

3 IIOYR4/6 褐 .制立 企画ローム

4 110YII:4/6 術 全 面 ロ ー ム

5 
6 110YR6/6 禍 全 面 ロ ー ム

膚 9 あ 10YR2/3 鳳縄 -・.. ヤヤロム多し

L、 10YII:3!3 時掲 -・鐙 ローム位

う IOYII:3/3 鵬縄 ." ローム位

え 10YR3/4 鴫禍 ローふ位 結土質

お 10YII:2/3 鳳 .. . .. ローム位

構 35 イ IOYII:3!2 周眠術 .敏 ロム触

ロ 10'同日 時刻 ."立 ローム位

ノ、 10YR2/3 周... 礎控 ローム粒

ニ叩YR4/4 .. . .. ローム位 全面ローム

司， IIOYR2/3 局禍 ローム位 砂誕り

J¥1白Ylt4/4
'‘ 

... ローム粒

ト 10YR4/4
'‘ 

.位 ローム位

ヲ:..II0YR3/3 附鋤 ... ローム粧

リ 10YR4/44/6 禍 全I画ローム位

ヌ 10YR3!3 時縄 .肘主 砂混り

ル 10YR4/44!6 縄 全 面ローム

ヲ IOYlt4/4 褐 企 画 ロ ー ム

ワ 10YII:3/J 時術 .位 砂極り

カ 10Ylt4/44/6 蝿 .，宝 ローム粒

ピット a 110YII:J/3 時事. .勉 ロム位

b 110YII:4/3 に」ドい宵褐 全日Eローム桂

C IIOYII:3/4 時禍 ローム位

d 110YII:3/4 時縄 ローム位 ロームプロ vク 火山灰

e IIOYII:3/4 時褐 ローム栓 火山灰

溝 3 あ 2.5Y5/6 賞縄 ... ロム粒少量

L、 7.5YR4/6 禍 概粒圃量量 ローム嵐入

う 10YII:5/6 賀補 .位 ローム位少量

え IOYII:4/6 禍 槙粒少量ローム位

扇面 イ IOYR4/4 .. .位ヤヤ多い

ロ IOYIl4/4 10 .蝕少量

r、 IOYII:5/4 に』五い賀補 .粒少量監

ニニ 10'輯5/3 に」戸い費削 .軒主微量

オ， 12.5Y5/6 賀補 ローム位ヤヤ多い

f¥5Y7/6 賀

ト 2.5Y5/6 質調 贋位少量

ヲ:"II0YR4/4 制 嶋肱園陸量

リ IOYII:5/6 賀補 礎控多量 ローム位争量

ヌ IOYR4/3 にぶい買掛 ローム位ヤヤ多い

Jレ IOYR4/4
'‘ 

ロムプロザク少量

構 5 あ 10YR4/4 .. .粒 ロム抱

b 、 IOYII:4/4 .. .農槌 ローム粒

う IOYR4/4 .. 模倣 ローム位

え IOYR4/4 術 .軒主 ローム位

お 10YR4/4 調. .位 ローム位 玉砂利

bep -
IOYR4/44/6 禍品 .孝之 ローム粒 砂温り

10YII:4/6 掛 全 薗 ロ ー ム Z園大概

帽 8 イ 10YRJ/4 附'‘ .位 ロム従

ロ 10Ylt4/4 .. .位 ローム粒 砂泊り

/、 10YR4/4
'‘ 

礎控 ロム位 砂..り

構 7 あ 10YR4/4 .. .枝 ロム"
L、 10YII:4/4 .. .醍包 ローム粒

P' 10YII:3/4 時禍 .位 ローム位

P1 IOYII:4/6 備 .位 ローム位

P2 10YR4/4 
'‘ 

.位 ローム位

P3 イ 10YII:3/4 附褐 -鐙 ローム位 火山灰

ロ IOYII:3/4 時働 ... ローム位 火 山 灰 多 量

P4 10YR4/4 .. .肘立 ローム多量

P5 IOYR4/44/6 禍 ."立 ローム多量

P6 イ 10YR4/4 禍 .位 ローム住

ロ 10Y1I:4/4 .. ." ローム位

表 4 17K17、旬、 19、20南北セクション東壁土層<D-D' > 
J - 1  10YIt4/4 縄 礎控 ロムプロザグ混入

2 IIOYII:4/4 .. .位 ロ}ム胞

置 1 10YIt4/4 綱 -・位
2 110YR4/4 .. .位

m-1 IOYII:4/4 縄 .位

2 17.5YII:4/4 禍 .，主 砂混り

3 17.5YR4/4 縄 -眠" 砂と砂利協り

4 IIOYR4/4 縄 .敏

5 110YR4/4 機 .喰位 ローム粒

6 110Y1I:6/6 明"縄 -晦位 ローム粒 砂利温り

7 110YR4/4 4/6 輔品 ." 8 110Y1I:5/6 "禍 .絵 ローム粒 砂利揖り

9 IIOYII:4/4 禍 .唄"
Y-1  10YR4/6 禍 ー 肝 主 権 量 全 面 ロ ム

2 IIOYlt4/6 禍 ."立 金I薗ローム

3 110YII:4/6 .. 企画ローム

構 6 あ 10YII:4/4 禍 .，主

L 、 10YII:4/4 鋤 ."喧
う 10YR4/4 禍 ." え 10Y1I:4/4

'‘ ." ローム位

構 4 あ 10YR4/4
'‘ .，主 ロム位

L、 IOYII:4/4 補 ." う 10YII4/4 補 .，ま 火山氏少量

え 10YIt4/4 備 ." ローム位 砂利昌り

1.3 1 IOYR4/4 補 .位 ローム担 砂利協り

，きo‘ 10YII:4/4 術 ... 鯵温り

IOYR5/6 賀補 .晦位

構 3 イ 10YR4/4 縄 .位

ロ 10YR4/4 褐 .位 火山灰

J、 IOYR4/4 術 .晦位 砂利

ニニ 10YR4/4 楢 .位 火山灰

ホ E白YII:4/44/6 禍 -醍位 火山灰

へ 10YR4/44/6 輔 .位 ローム位 砂利火山灰

卜 10YR4/4 割凶 .陵絵 砂利

ヲ:..IIOYR4/4 .. ローム位多量

リ IOYR4/4 補 ." 砂棋り

溝 7 イ IOYR4/4 縄 .晦枝

ロ 10Y1I:4/4 補 .粒

ノ、 10YR4/44/6 縄 .包 ..盤繍

ニニ 10Y1I:4/4 
'‘ 

.耐え

寸， II0YR4/4 術 .位 砂櫨η

J¥10YII:4/4 
'‘ 

.耐え

8 

ソフト

ヤヤソフト

ヤヤハード

ヤヤソフト

ヤヤボロポロ

ヤヤボロボロ

ヤヤソフト

ハード

，、ド

J、ード

J、ード

ハード

J、ード

ヤヤ観

経i

'" 盆l

" ヤヤ曹

坦1 lf:ロポ

様性

粗 ;f~ロポ

坦l オt口"'

慢性

垣l オt口;f:

慢性

温性

組ポロ::1:

組

漫性

ソフト ポロポロ

寸fロ司tロ

ポロポロ

結土

官

官

'" 
経i
ヤヤハード

ヤヤソフト

ハード

ヤヤソフト

ヤヤザラザ

ヤ ヤ ボ ロ ポ 口 組

ソフト

ヤヤソフト

ソフト坦i

ヤヤハード【禍)よりヤヤ明るい

，、ド

ハード温性

ヤ ヤザラザラ

ソフト サラサラ

ヤヤハード

ザラザラ

ハ ード

ザラザラ

サ号サヲ ソフト

， 、ド

ハ ード

ハ ード

ヤヤ ハド

ヤヤボロポ口 組

ぃ、}より曹

， 、ド

ヤヤハード

ヤヤソフト

ザラザラ

ザラザラ

ザラザラ

酒量性

ソフト

ザラザラ

ヤ ヤハ ド

ヤヤソフト

ヤヤハード

J、ード

ザヲザラ

C ・..
鋳土位 C.. 
機土鐙

金商給土

C 微量C.. 
c・盆C.. 
C.鑑

..3ニ舷 C少量

燐土位

鍵土佐多畳 C少傘

"土栓少量 C少.

豊主盟主呈--.s.主主
鱒 土 多 量 C ・..炭化物多量k

.. 土粒 C少盆

焼土佐 C少量t

C ・..
.. 土粒 鋭化物多量

鍵土位 C 徴盆

健土敏 C 微量

焼土佐 C少鐙

焼土粒・.. 量

続土位 C少盤
金薗鈍土位(ヲ】より明るも

金蘭鍵土位

鍵土佐 C少盆〈ヌ}よりヤヤ明るい

盟主旦一一三之呈
線土些少.

骨拠り

C少量

三重量
C少.
C 微量k 粘性ヤヤ毒り

C少盆結佐なし

c ・.. 量《う》よりヤヤ暗い

焼 土 勉 少 量 C少量給性なし

機 土 佐 微 量 c少.，イ}よりヤヤ附い

C少量量〈ロ}よりヤヤ明るい

機土微量 C少.結栓なし

(ニ、ヌ. ，レ》より切るい

結性ない

C 司監盆{ハ〉よりヤヤ明るい

鱒土敏徹負 C少量，>.へJ より暗い

鈍 土 粒 骸 量 C ・.

鱒 土 絃 少 量 C'険金〈ニ〉よりャヤ耐い

機土佐 C ・..【ヌ ヲ】よりヤヤ鮎性あり

焼土佐 C 微量量

機土佐 c・R盤
鱒土佐 C少.

..土敏 C・R・t

./‘よりヤヤ明るい

c・量

C ・..
..土佐 C ・..
健土勉 CI度.
健土佐 C 徹鍾

鍵土敏 c・a量
C少.

C分'.
C少盆

C少量

C微量

C微量量

C少盆

C少量

C.. 
鱒土役微量. C・.

E主旦量生~
..土粒徹盆 C ・.

鍵土位 称変倫土拠(l園前後》

称変粕土塊(l園前後》

C徴畳称変結土塊(l園前後〉

c.陵盤

鈍土"

c・a量
鋭 土 位 殿 盆 c.. 

C徴金

C ・畳赤査結土峰【 l~前後】

健 土 位 微 量 c・険金

".ょηヤヤ明るい

焼土佐 C少盆

燐土佐 C少食
【う〕よりヤヤ明るい

C少量

鏡土粒 C少量E

..土粒 C少量

C少量量

鋭土栓

鍵土位 C少貧

笠主主一一一一一一
線土位 C少盈c.陵畳c.盆

C少盆

憐土粒 c.. 
鍵土位 C微量量

焼土佐 C ・..

盟主笠
鍵 土 佐 微 量

焼土U・K・t
鍵土佐微量t
'亀土位徹傘

機 土 位 徹 盆 C微量



ト'"刷 4 褐

チ '"悶 4 ζ'"い質調.

リ '"凹 4 こぶい貨裕

ヌ '"刷 4 ・
Jv IIOYR4!E 価

ヲ lOYR5/4 こA、、1・E褐
F -1寸1百両瓦

.2 イ 1101刷 /“... 

ロ 110Y刷 /.“得

ピット 110Y削 /. ・・

1101R4/4 • 
ピ ット c あ 110Y刷 H 禍

い 110VU!44/6 .. 

里民52 イ lOYU‘". ・
ロ tOYR4/44ff. 禍

ハ 10'('-4・・

ニニ lOYI!，“ ・6 循‘
ホ'"削 44/fi 縄

，、 !OYR渇 6 循‘
卜 10YI!4/6 調.
チ lOYU!ti ・
リ lOYR4・".縄

ヌ 10YU ・ ".  ・・
Jレ IOYR4・褐

ヲ 1肝刷 4 褐

ワ lOYU・・

カ lOYR4/4 禍

ヨ lOYR4J4 禍

タ 10YR，・・".舗‘
'3 あ lOYR"'4 縄、lOYR4‘循‘

.，喧多量

・H曳ローム位 全面火山灰

・・家主 ローム位

... 砂 少量量

・H曳ロム粒 算盤破

火山灰多量

亘亙一一
様位

-H也 騎 士賀.位
.，喰 砂利火山灰

." 
里主ヱニと主量
破事主

.，也ロム位

・・2喧 ローム位

・...1: ローム位

・R粒 ロム位

.位 ローム多量量

破敏

襖位 ロム位

・.. 也 ロムm
.位 ローム位

・R位 ローム位

・... ロム皐.

・... ローム位

・R粒 ローム粒

模倣 ロム位

.喰勉 ローム'"量

. ..ヨローム位 火山灰

.位 ローム位

表 5 17K17南北セクション東壁土層く E ~ E ' > 
I 1 110YRS刈 にぷい賞楢

町 - 1 110YII:5/4 にぷ い質事.

2 110YR6μ にぶい貿橿

3 110'(問 μ にぷい積極

.. ItOYlt3!4 時 禍

5 110YR4/<' 5/4 褐 に-"い賀鋤

6 IIOYR3!・剛警繍‘

7 110VII3/4 時禍

P イ 10'(11416 ・
ロ lOYR4/4 禍

，'IIOYR4“ 8 尚

ニ lOYR4!6 褐

ピ ット a 110'(11.5‘ 巳ぶい貨縄

b IIOYR5‘ ロぷい賞禍

c IIOYR3‘ 暗 褐

Eこと旦一一堂型
ロム位 砂利

ローム位 砂利

襖敏 ローム

. .宣ロム粒

.位ローム 砂利少量

ロ ーム位少盆

・R絃ロム位

. .喧 ロ ー ム "盤

ローム 砂利

・R位ロム

ロムロ 砂利

ローム校 砂利

表 6 17K16、 21東西セクション南壁土層く F~F ' > 
r -1 IOYR5/3 にぷい賀褐 ロム位 砂刷 石

2 IIQYR5/4 に-"い賀補 慎粒ローム位 砂刊

3 IIOYR4/4 備 嶋位 ローム粒

皿 - 1 lon4/4 側 小 概 ロム位

2 110YR4/4 術 .粒 ローム阻 砂利少量

3 110YR4!4 
'‘ 

聴桂 ローム位 砂利少量

.. I 10'(114/3 に品川 慎館ローム位

5 IIOYR4/6 
'‘ 

小鴨 ローム位

6 IIOYR4!4 側 慎位 ローム位

7 IIOYR5/4 に品川、?間縄 小嶋 ローム 砂利少量

8 ItOYIt4!4 働 小・ ローム

9 110YR5!4 に-'"、官制 小鴨 ロー ム ""藍・R
10 I 10VU/4 網. 小・R 枯 土拠り

11110YR4/6 
'‘ 

小鴨 枯 土酷り

12110YR3!4 附 網" 小槙 ローム粒

13110YRJ/ .. 間借鋤 小冊 ロームプロザタ

14 叩'(11:4/43/4 楢 崎 褐 小唄 ローム 砂利少量

15110Y1I3/4 晴 樹 小槙 ローム

Y- 1 tOYR5!6 質 調. 小硯 少量 結土.

2 IIOY商'/6 .. "、破 少 量 倫 土質

3 IIOYR4!6 禍 小横 少 量 粕 土質

.. IIOYII5/6 質 調. 全 閣ローム

5 IIOYR5!6 ，電禍

'73イ IOYR3!4 時 働 小園 ロム位

ロ 10Yll4/4 褐 小槙 ローム粒

J、 10YR4'4 .. 小碩 ローム位

ニニ lOYlt3!3 附 鋤 小硯 ローム位

寸， 110'(13/4 時鋤 小嶋 ローム位

r、、 lOYR4!6 制. 全I画ローム

ト lOYR4/4
'‘ 

小硯粘土 ..り ヤヤ園陸性

ザー lOYR4/4 補 小 ・

構 1 あ 1抑制/. 褐 小嶋 ロム

，、 10YR3!4 時 禍 -位ローム位

う lOYR3!" 時 鋤 .祖ローム位

え lOYR4/4 褐 -世ローム位

.，0 イ 10YR4/6 .. 小慣 ロム

ロ 10YR4/4 調. ローム位火山灰多量

ハ 10YR4/44/6 禍 ローム位火山灰多量

::.!10YR4/6 .. 小嶋 ローム火山灰

ピット a イ

ロ

ピザト b 10YR3/4 時 掲 小 ・・
ピット c イ 10'且5/' に-'"、賀補 楓位ローム位

ロ 10YR4/4 補 小副 ローム位

表 7 18K1 、 6、 11 、 16東西セクション南壁土層 < F '~ F ' >
T 1 !10YR4!42!3 補 鳳 縄

百 一 1 110'刷‘ ・
2 110YR“ '" 術 職禍
3 " 抑制 4 禍

皿 1 110YR“調.
2 " 抑制 .. 

3 IIOY刷‘鋤

4 ，10YR4‘硝
5 J 10YR・‘ ω

v-1 110'刷 “ 6 縄

2 110YR4!6 禍

3 !10YR“禍

.. !lOY刷 4‘6 術

5 110'刷‘禍

構 23 あ 10YR3/3 附補

¥.'110'悶 3 附褐

う 10'同 3 暗 備

え '"'回‘ 附禍
お 10YR3/3 附 褐

構 19 あ IIOY同日 附褐

い 11町田川 黒

う IIOYR3!3 附縄

え 110YRJμ 附 糊

お IIOY回刈 附 鋤

..位 ローム繍 少 量 玉砂利少個t

ロ ムプロック少量監 修位微量

.家主ロ ムプロッ夕刊%

ロムプロック10"
ロームプロヲク協η

. ..微量 ロームに.t>:'ill.る

・肘ま

襖 位

. ..・，.. 

ロムプロヲク0・..，‘
百亡""雇亘一一一一一
ロームua.火山氏微.. 

ロ ーム位微量止 火山灰 '"

ロム.."
ローム純隊盆

. "微量 ローム粧火山灰 微量

破率直徹最 ローム位 火山灰微量

線 住微量 ロム位 火 山灰 殿畳

.副主微量 ロームロ

...網‘11- './1レトE玄、、

ヤ ヤソフト

ソフト

ソフト 橿性

ソフト 温性

ハード

ソフト

ヤヤハード

ヤ ヤ ハ ド

ヤ ヤハード

ヤヤソフト

ソフト ザヲザラ

ソフト 置佐

ゾフト 橿匙

ハード

ハード

，、ド

ハード

ハード

ハ } ド

，、ド

ハード

ヤヤハ}ド

J、 ド

ヤ ヤソフト

ヤ ヤソフト

ヤ 守ソフト

ソフト

，.-¥'ソフト

ヤヤ.ロポ ロ

ヤヤボロボロ

"ロ柑ロ
(Jl よりヤヤハード

ハード cm-1) よ りローム多い

(m-1) よ ηロム多い

べ'寸...
ソフト

ソフト

〈イ)よりヤヤソフト

{ロ〉よりソフト

ヤヤ給性

ヤ ヤソフト

ポロボロ

ソフト

4・べ.'"

ヤヤハード

ヤヤソフト

ハード

棺

ヤヤソフト

，、ード

ハード

ハード

りりよりソフト

ややねばりあり

ハド

(15) よりソヲト

ハード

ヤヤソフト

ヤヤソフト

ソフト

ソフト

〈あ)よ ηサ ラサラ

{、つよりソフト

ハード

【ロ〕よりソフト

《イ】よりソフト

(v-3) よ りヤヤ附〈歓

ソフト

(v-3) より場jるも、

ヤヤソフト

〈あ】よりヤヤ明るい

1主L!;.旦童生
ソフト

ソフト

ゾフト岨幻 よりヤヤ附い

〈ホ}よりヤヤ明るい

C多盆

C少 量E
..土粒 c.険金

燐土位 C 徹 量

一一一一玉....
焼上位 C微 量止

機土佐 c・2量
ロームでヤヤ明るい

焼土佐 C少 畳

C少置

焼x粒 C少 借

C少 量c.... 
続土絞

焼土位

続 x絞

S健

使土佐

笠よ笠

C ・ 畳

C少 量量

c..，量

三....
C少 量

C少 量

'尾上位少量t
機土佐 C少 畳

C 

C 

焼土校 C 

C 
C 

E主主一-.f.

ヤヤねばηあり

C多 .. 

C 

C 

健上位 C 
健土位

燐土.. c 
健土政

属主観'"量

C微 量

C ・ta
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泊首 10YR4!" .. 
き 10Ylt3!" 略構

P88 イ 10YR3!" 略構

ロ '"同月 同・・
I、10YR4!"

ー-ニ 10YR"!" 褐

ホ 10YR4!" 補

""IIOYR"!" 禍

ト IOYR3!" 暗縄

ヲ与 IOYR3!3 陪縄

リ 10YR"!" 補

ヌ 10YR"/" 補

"〆 IOYR3/" 時縄

ヲ 10YR"/" 褐

P95 イ 10YII:3/3 時制.

ロ IOYII:3/3 附褐

ノ、 IOYII:3/3 時補

ニニ 10Y1I:2/3 鳳

ホ IOYII:4/" 褐

... ローム・a量-'1.. ローム鈍.・(lJ) より多い
ローム敏・室 鯵利・.. 量.0:.. ローム...・t ・4直微量監
ローム勉.陸盆

ローム儀鐘 玉砂利，~，個

ローム位・・止 ま鯵利..

ロームn・..
ローム位徹量

ローム位・..
ローム敏微量

ローム位

ロ ム位徹置

・町立ダンゴ状 ローム位

.位儀盆 ローム位微量止

ローム位・.

ローム位徹酒量

ローム位鑑量

c・量

ソフ ト《ニ》 より明るい

ソフト

ソフト《チ》よ り暗い

ソフト《ニ》より 明るい

ソフ ト
ソフト《チ》 ょη明るい

〈ロ》よりヤヤ費量い

ソフト

ソフト

ソフト

縄
一
褐
褐

一

掃

略
一冊

時

陪
一

費

一

楢

一綱

褐

褐
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η
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p

p

 

ローム叫%

ロームU・K・t ・性 lベトベト

・H主 ローム位 火山灰徹勉 砂u・.. I 
ローム帥M ・a・量 iハード

・・n ローム・.. ， 
..位領小 ・位・.
砂紋

-u I (イ》よりヤヤ附い

三重量
c・険金

C ・.c.畳
穴は精査を重ねたが検出できなかった。柱聞は6.6

尺等間である。北側にP8、21、27、55の l聞を拡

げ、 3x 6聞の建物とすべきかも知れない。この

場合北隅の柱穴も欠失する。又地割の溝は却 5 

が対応することになる。この建物跡は前年度調査

のXlV-8号建物跡とほぼ重なり、その東のXlV-7

号とも一部重なる。 3x 5聞の建物と想定すると

P48がXlV-8号建物跡の柱穴と切り合い、本建物

跡が新しいと想定されることになる。又、第 4号

竪穴建物跡と重複するが、本建物跡の方が新しい。

本建物跡の各柱列毎の柱穴下菌はほぼ同一レベノレ

を示す。又これによれば欠失している東隅は丁度

他の区画溝と重なるところから、溝により消失し

たか、或いは溝覆土中にあったため、把握できな

かったとも推される (第5図EPD-Dつ。

なおXlV-8号建物跡は前年度調査時に南側が未

調査であったため、更に拡がる可能性もあるとし

たが、今年度の調査で新たな柱穴等は検出できな

かったことから 2x 3聞の建物跡としておきた

L 、。

第 2号建物跡(第 6図):調査区南酋端、 18L14・

15周辺に位置する。東は溝23、西は溝18で画す幅

6.4m程の地割が想定される。南北方向は不明であ

る。ここに 3x 4聞の南北棟を想定した。梁聞は

5.9尺、桁行は6.6尺等間であり、その規模は5.37X

8.00m程と推した。西隅のP389が溝口の底面で見

つかったこと、北隅のP444とP443の重複関係から

1号建物跡より古L、かと推察している。又南端の

柱列 1聞は、東西の潜 7を跨いでおり時期差を示

している。

第 3号建物跡 〔第 7図〉調査区西中央、18

Kll・12区周辺に位置する。東西は溝 1・7、南北

は潜19・16に画された、 6.2X10.8m程の地割の中

10 

に3X 4聞の南北棟として想定した。梁聞は5.9尺

等問、桁行は南から6.6・6.6・5.9・5.9尺とやや

不揃いである。その規模は5.37X7.58m程と推し

た。柱穴下面のレベルはほぼ近い。間仕切り等は

不明である。北端柱列は第 2号建物跡の南端柱列

と重複するが、西隅のP630・631と北側のP598・

599、P613・614では前後関係が逆転しており、更

に検討しなければならない。

第 4号建物跡(第 8図):調査区西中央、 18

Kll・12区周辺に位置する。第 3号建物跡と同じ地

割地内に想定した建物跡である。 3X 5聞の南北

棟で柱聞は梁間5.3尺等問、桁行は南から3.5、6.5、

5.9、6.6、5.9と不揃いである。東隅の柱穴は欠失

する。 P982・939・928・で仕切られる、南側 2X 

3聞と北側 3X 3聞の二室を想定した。その規模

は4.83X 8. 58 mとなる。

第 5号建物跡 (第 9図〉 調査区西中央、 18

Kll・12区周辺、第 3、4号建物跡と同じ地割内に

位置する。 3X 5聞の南北棟を想定した。柱聞は

梁聞は東から6.3、5.9、5.9尺、桁行は南から4.6、

6.1、6.2、6.6、5.9尺、その規模は5.48X 8. 79 m 

程である。東側柱列を図ではP681・677・916・…

としたが、 P677はP680とした方が良さそうであ

る。なお、この東柱列の南から 2番目と南柱列の

東から 2番目の柱穴は欠失している。

第 3-5号建物跡は同ーの地割内に想定した建

物跡であるが、その新旧を決める手がかりは得ら

れていなし、。

第 6号建物跡 (第10図):調査区中央18K1・

2・6• 7区周辺に位置する。溝 8、16、23で東

西を、溝 1、 2、17で南を画す地割面内に位置す

る。なお北側の地割界は明らかでないが、 18L10区

P586から東にのびている溝の痕跡を第 3-5号
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建物跡の建つ地割の北を画する溝、溝16が北端で

東折した延長部の一部かと推し、この部分を北の

地割界としておきたい。地割の規模は3.2X5.1m

程となる。その西は第 3-5号建物跡の建つ地割

であり、東は第 8・9号建物跡の建つ地割である。

又南の溝は、旧道跡の北側々溝である。地割内北

半には第 3号竪穴建物跡がある。潜8で画されて

いる東接の地割とは30cm余の比較的大きな段差を

有している。建物跡は 2x 4問、柱聞は梁間 8尺

等問、桁行は6.6尺等問、 4.84X 8. Omの規模の南

北棟を想定した。梁間の 2聞については、若干柱

筋の通りが不規則になるが南側、北側をそれぞれ

P695・692、P1021・1029の柱を用いる 3間とすべ

きかも知れなし、。又、南東隅の柱穴は欠失してい

る。又P877・890・896・905で南北の二室に分けら

れるとすべきかとも推している。

なお、この地割内の第 3号竪穴建物は昭和55年

度に調査したものである。

第 7号建物跡 (第11図):調査区中央18K1・

2・6• 7区周辺に位置し、第 6号建物跡と重複

する。建物跡は 3x 5聞の南北棟を想定した。柱

聞は梁間5.3尺等問、桁行6.6尺等問、その規模は

4.84 x 10.00 m程である。東柱列の北から 2番目の

柱穴が欠失しているが、その東の土城 9の調査時

に破壊してしまったかと思われる。 P873・887・

898・906・で南側 3x 2問、北 3X 3聞の二室に

仕切られると推した。 P881は柱間寸法、柱筋等か

らは本建物跡に帰属する柱穴と推し得たが、

P898・1020聞に対応する柱のないことから図示し

なかった。或いは南側 2X 3聞の一室の東を

P887・881・1025とつないだ仕切りがあるとすべき

かも知れない。

なおこの地割内に焼土があるが分析が不足して

おり、性格、帰属等は決定できていない。

東西の柱列のうち北側のー列(第11図EE')の

P710だけ柱穴下場のレベルが低い。又南北列の東

(AAつP880、1035の掘り込み面が低いのは、層

序の項で触れたように後世の削平のためかと推さ

れる。溝16の南寄り 2m程が欠落しているのもこ

の削平により 、溝が失われた結果かとも推される。

第 B号建物跡 (第12図):調査区中央東、 17

K16・17・21・22区とその周辺に位置する。東は平

成 2年度調査のミゾ19(概報XII、ミゾXII-19)と

段、西は溝 8で画され、北は溝42、南は溝 5で函

された7.2X14m程の広さの地割内に、 3x 5聞の

南北棟を想定した。柱聞は梁間西から7.3・7.3・

7.0尺、桁行は7.3尺の等問、その規模は6.54X

11.05mとした。東西の柱筋GG'、南北の柱筋BB'

のうちP1077が第52号竪穴と重複している為かそ

の柱穴下底が他に比べ一段低くなっている。又東

西柱列cC'の l穴は竪穴49と重複すると考えられ

るが確認できなかった。柱列EE'で 2x 2間・3X 

3聞の南北二室に仕切られ、更にDD¥FF'で分け

られるかと推している。第50・51・53号竪穴建物

跡よりは新しい。 P1077は第52号竪穴建物跡の掘

り下げ時には見い出せなかった。

第 9号建物跡 (第13図):調査区中央北東17L20

区周辺に位置する。第8号建物跡と同一地割面内

の北隅に 2X 2聞の建物跡を想定したが、柱間寸

法も不揃いで、柱穴の対応、も不十分である。柱列

BB'を南にP783・787(786)と延長し、これに直行

する柱列、 P791・792・819・830・850とからなる、

3 -4 x 5間程度の建物跡の一部の検出を示すか

と推している。この場合、第49・50・51・53号竪

穴建物跡よりは新しい建物跡ということにもなる

が、推測の内に止まるものでしかなし、。

第10号建物跡 (第14図):調査区中央西、 18L10

区周辺に位置する。建物敷地を画す地割 ・溝など

は明らかでない。 2x 4聞の東西棟を想定した。

柱間寸法は梁間6.6尺、桁行5.3尺等間で、その規

模は 4X6mとなる。柱列BB'で東西ニ室に区切

られ、西側は総柱となる。南北方向の柱列の内最

も東寄りのAA'の柱穴が全体に浅く、東西方向柱

列FF'ではその深さがまちまちであるなど、全体

にまとまりに欠けるようである。西側 2X 2間総

柱の南北棟とも推される。

第11号建物跡 (第15図〉 調査区北部、 17L18区

周辺に位置する。西から南に逆L字形に溝が周り、

平成 3・4年度調査の大型建物跡の地割りを函し、

これにほぼ併行して区画の柱列が並び立ってい

る。本建物跡はこの地割内の南隅に位置する。 2X 

3聞の総柱の東西棟と想定した。柱間寸法を梁間

7.9尺等問、桁行は西から7.9、7.9、7.0尺とする

4.78 X 6.90 mの規模である。概報YN第 5図に西

2 X 2聞のみ図示したものである。平成 3、 4年

度調査結果との整合が不充分な為P179、180等に

阻婚をきたすところとなっている。今一度検討す

ることとしたL、。

13 
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第12号建物跡(第16図):調査区北部、 17Ll8区

周辺に位置する。第11号建物跡と重複する。 1x 
2聞の南北棟を想定した。柱間寸法は梁間11.2、

桁行6.6尺等問、 3.39x 4.00mの規模となる。 P201

がP202を切っており、第11号建物跡より新しいと

推される。

その他の建物跡第 l号建物跡南を画す溝の南

外側に、より古い溝12-1、2がある。この溝12に囲

まれる建物跡としてP381-417、更にはP452、そし

てP340、66、68などを加えた 3X3-4、5聞を

想定できるのかも知れない。この場合、第 4号竪

穴で北西の l、 2の柱穴は失われていることにな

る。又、 P37、42などは間仕切りになるとも推され

る。

(4) 柱列(第 4図、付図〉

平成 4年度の調査で、 3年度調査で検出した大

型建物跡 (f客殿J)の建つ地区の南西を画する段

と柱列が明らかとなった。この柱列は井戸跡を中

心に南東へ6.6尺等間で6聞を検出していたが、今

年度の調査でその南(東〉へ12.2尺程の聞を持っ

て延び (P304、469)、更にそこから東口ヒ東へ〉

3間程 (P529、489、496)、6.3尺、 5.4尺、 7.6尺

と不規則な柱聞で延びると想定された。この12.2

尺程の広い柱間部分は出入口(門〉の部分かとも

推されるところである。

なお前年度概報(XlV)では井戸跡から北西へ10.5

聞の柱列とし、柱筋も XlVP691-P1232まで 9聞の

み記した(却附図〉。これは却P1230、XlVP1227、却

P693を通すと柱筋が幾分通りずらくなることか

ら、跨錯した為であるが、XlVP693-XlVP1227まで12

聞の柱列で区切られるとして良いかと推している

ところである。

(5) 竪穴建物跡 ・土撲

a 竪穴建物跡

旧道跡北西部の今年度調査区で 5基の竪穴建物

跡が調査された。又、第 1・3号の昭和55年度に

調査された竪穴を再調査した。旧道跡南東部では

東端で 1基の竪穴建物跡を調査した。一辺が

1.60-3.10m程と規模に大小があり、出入口とさ

れる緩く傾斜する張り出しを有するものと、ない

ものがあるなど種々見られた。遺物は陶磁器、釘、

鍋その他が出土し、床面に焼土・炭化物層の見ら

れる例もある。これら遺物の出土位置、覆土中の

成分抽出等が充分でなく、以下に概要を述べたし、。

第49号竪穴建物跡 (第17図): 17L20・25区に位

置する、 3.10X3 mのほぼ正方形、深さは最大で

80cm程である。張り出し部は検出されていない。

床面直上ケ~スの各層上部境目に薄く炭化物等が

含まれている(同図SPA-A')。柱穴は径15-20m

程の大きさのもの 6個である。 Pイ、ロからは杭状

の柱痕が検出された。南西壁際P543、544聞に浅い

溝の痕跡が僅かに見られた。 6個の柱穴とこの溝

の覆土中には白色の火山灰が多く含まれていた。

覆土中の遺物は表16、PL.18に示した。第50号竪穴

建物よりは新しし、。又覆土上部で土嬢 5が検出さ

れている。

第50号竪穴建物跡 (第17図):調査区中央東17

L20区、第49号竪穴建物の北に位置する。 2.4X2.4

mのほほ.正方形で南東方向に張り出す出入口があ

ると推される。深さは最大約40cmと浅い。柱穴は

20X 30cm程の大きさで 6-8個と推される。南東

部P522、535聞に溝状の痕跡がある。又P528に接す

る小さな凹みは、 4年度の調査で存在が明らかと

なった壁を構成する縦板の痕跡であろうか。遺物

は表16とPL.18に示した。

第 8・9号建物跡の地割を示す溝と本竪穴の新

旧は直接把えなかったが、 8、 9号建物跡の柱穴

P52、49・50がL、ずれも49、50号竪穴よりも新しい

ことから溝も同様と推される。又、区画柱列は49

号竪穴より古いかと推される。

第53号竪穴建物跡(第18図):調査区中央北東端

17K17区に位置する。1.7X2.0mの長軸を北東・南

東部にとる小形の竪穴である。東角に浅い張り出

しが30cm程ついている。深さは90cm余。柱穴は長

軸に平行する 6個と思われるが、 P38で 1個が失

われているとすれば8本柱となる。 P38の底面の

レベルは91.524mで本竪穴床面のレベルよりは低

い。 P38・111ともに本竪穴よりは新しく、図では

P111の方が古く示されているがこれは作図の誤

りでP38の方が古い。遺物は表16、PL.18に示した。

第 1号竪穴建物跡(第18図〉 調査区中央北東端

17K16区に位置する。第53号竪穴の北西に隣接し

ている。昭和55年に一度調査され、床面直上から

鉄鍋が出土している。1.8X2.0m長軸を北東方向

にとる小形の竪穴である。北隅に長軸に沿い80cm

程の張り出しが傾斜をもってつく。深さは90cm程

で、柱穴は長軸に直行する方向に併行する 6個で

ある。今年度の調査で床面の一部に浅く短い凹み
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表8 17L25竪穴49南北セクション西壁土層 <SPA~SPA' > 
竪穴'9 イ lOYR5/8 賀褐 火山灰少量 ノ、ド 曹 C少量

口 10YR4!6 禍 火山灰 ヤヤ曹 粘性強

}¥ I lOYR4/6 禍 火山医 粘性調

ニ 10YR5!8 賀補 火山灰 ヤヤハード 置 粘性強 C世量
ホ lOYR5/6 賀褐 火山氏 ヤヤハード 粘性ヤヤ瞳

へ lOYR4!6 褐 ロームプロック 火山灰微量 ソフト 坦 粘性弱 C世量

ト 10YR5/6 黄禍 火山灰 ヤヤソフト 租 粘性弱 直化物

チ lOYR5!8 賀補 ローム ハード 粘性弱 量土並置量

リ 7.5YR4/6 褐 ヤヤハード 粘性弱 炭化骨
ヌ 10YR4/4 禍 ロームブロック ヤヤソフト 粘性弱 C世量

ル 10YR3!4 暗禍 火山灰徴金 ソフト 粘性強 艶土粒種貧 c 
ヲ 7.5YR5/6明褐 ソフト ヤヤ曹 粘性強 C置量

ワ lOYR5!6 賀商 火山灰微量 租粘性強

カ lOYR4/6 禍 ロム ヤヤソフト ヤヤ曹 粘性強

ヨ lOYR5!6 賀補 ローム ヤヤソフト ヤヤ曹 粘性強

タ 10Y'7/8 置橿 ソフト 粘性強

レ lOYR6!8 明賀福 火山医 ヤヤハード 密 粘性弱

ソ 7.5YR5f6明禍 火山灰 ヤヤハード曹

ツ 7.5YR5/8明禍 ヤヤハードヤヤ租 粘性弱 c置量

ネ 7.5YR4!4 褐 火山灰 ソフト 粘性弱 出化物

ナ 7.5YR5!6明禍 火山灰 ヤヤソフト ヤヤ曹 粘性強

ラ 7.5YR4/6 褐 ソフト ヤヤ租 由化物

ム lOYR6!8 明賀禍 ヤヤハード 密 粘性弱 C融量

ウ 7.5YR5!8明禍 ヤヤハードヤヤ坦 粘性調 c憧量

キ 7.5YR5f6明禍 ロム ヤヤソフト ヤヤ曹 粘性強

ノ 7.5Y師 /8明術 ローム 火山灰 ハード 密 韓土並世量 C置量

オ 7.5YR4/4 禍 ソフト 粗 粘性強

ク lOYR4!6 禍 ヤヤソフト 貼性強

ヤ lOYR6/6 明買褐 ソフト 密 粘性強

マ lOYR5!2 巨費禍 火山灰微量 ヤヤソフト 曹 粘性強

ケ 1.5YR4/6 禍 火山灰 ソフト 租 粘性強

フ 2.5YR5/4賀補 火山灰 ソフト ヤヤ岨 粘性副

コ lOYR4/6 禍 粘性強 c置.

エ 7.5YR5!8明禍 火山灰 ソフト ヤヤ岨 粘性強 開化物
テ lOYR4/6 補 火山灰 ヤヤソフト ヤヤ曹 軸性強

7 I lOYR4!6 禍 ソフト ヤヤ曹 粘性強 C少量
サ 7.5YR5/8明禍 ローーム 火山灰 ソフト ヤヤ曹

キ lOYR4/6 禍 火山氏 ヤヤソフト ヤヤ曹 粘性強

ユ lOYR3/4 暗褐 火山灰 ヤヤソフト 曹 貼盤強

メ tOYR4!44/6 禍 火山灰微量 ヤヤソフト 岨 粘性副

ミ lOYR5/6 賀補 火山灰 担 粘性弱

シ 10Y悶 /8 賀補 ヤヤソフト 曹 粘性強

ヱ lOYR5/8 賀補 ヤヤハードヤヤ曹 粘性強

ヒ lOYR4/6 禍 ヤヤソフト ヤヤ曹 粘性強

モ 10YR4!4

'‘ 
火山灰 ソフト ヤヤ曹 C融量

セ 10Y附 /6 賀補 ソフト ヤヤ曹 粘性強 C酷鑑

ス 2.5YR3/2融禍 ソフト ヤヤ密 粘性強 C多量

表 9 17L20、 25竪穴40、 50東西セクション北壁土層 < SPD~SPD' > 
竪穴49 イ 10116/65/611¥貰掴 賀高 保誼 全面ロム ハド

口 10116/65/6明賀補 責禍 疎粒 全面ロム 火山灰微量 ハード C微量

ハ 10116/65/6明賀高 賀高 操粒 全面ローム ハード 密

ニ 10116/6 明貰揖 ローム位 大山灰少量 ハード C徴量

ホ 10115/6 賀補 ローム魁 火山灰20%' ハード C徴量

へ 10IU/II/6 褐 全面ローム 火山灰10%' ハード

ト 10IU/II/6

ー
ローム粒 火山灰40%， ソフト

チ 10115/11/1 にぷい貰膏 掴 ローム位 火山灰少量 ソフト 粗 C少量

リ 10116/6 明貰掴 ローム50%， 火山灰50%， ハード

ヌ 10116/6 明貰褐 全面ローム ハード

Jレ 101Rl/15/1 禍にぷい貰禍 シルト70%' 火山灰30%' ソフト

ピット540あ 1011612 臣賞掴 ローム粒 火山灰多量 サラサラソフト 焼土佐徴量

い 10115/15/3 に1;い貰祖 シルト ローム位 火山灰多量

う 10115/1 にぷい貰蝿 シルト ローム栓 火山灰 ソフト

ピット5397 10115/1 に;;い責掴 棟位 ロム位 ソフト C少量

イ 10116/65/6 問責圃 黄禍 様栓 全面ローム ハード

ウ 10116/6 明貰褐 全面ローム 火山灰置量 ハード

エ 10115/6 貰禍 ローム位微量 C 

オ 10115/6 責掴 全面ローム 火山灰30%' ハード

ピット541 101U/6 禍 疎位 ローム粒 大山灰多量 ソフト C 

竪穴50 い 101U/1 揖 ロム位 ソフト 租 C少量

ろ 10111/1 褐 ローム位多量 火山灰 C少量

11110111/1 

ー

ハード 密 C~置量
ピット535あ 101Rl/1 高 棟栓 火山灰 ヤヤハード C徴量

L、 101Rl/1 蝿 シルト ソフト

う 101Rl/6 掴 ハード (全面粘土質)

え 101U/1 祖 シルト50%' 火山灰50%， サラサラソフト

28 
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を検出したが、前年度調査で明らかとなった壁の

縦材の痕跡と推される。

第51号竪穴建物跡 (第19図〕 調査区中央17K22

区に位置する。 2.3X2.6m、長軸を北西方向にと

る竪穴である。北隅に長軸方向に1.3m程の張り出

しが傾斜をもちながら付く。深さは50cm程。柱穴

は長軸方向に直交する 6個からなり 、床面の一部

に浅い溝や壁縦板の痕跡かと推される凹みがみら

れる。張り出し部分の付根と先端に小柱穴があり

(P842の北西30cm、西75cmとP823の南東直近にあ

った 3個が作図ミスにより図上から欠落)、出入口

の踏み板等を支える杭等の存在を示す と推され

る。床面南西半、張り出し部北半に炭化物を主体

とする黒色土層が堆積している。張り出し部のこ

の黒色土層直上から火箸・鉄鍋片が出土している。

火箸は 2本一対で出土 (PL.18)した。上半は左右

表10 17L旬、 20竪穴50東西セクション北壁土層<SPC~SPC' > 
竪穴50 イ 10YR4fj 4/6 褐 喋粒 ロム粒 ヤヤハ ド湿性粘土質 焼土佐 C徴量

ロ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ヤヤソフト C微量
ハ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ヤヤハード 焼土粒 C微量
ニ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ヤヤソフト 焼土粒 C少量
ホ 10YR4/4 褐 喋粒 火山灰 ヤヤ粗 焼土粒 C少量
へ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ヤヤボロボロ ソフト 焼土数
卜 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 焼土粒
チ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒育礁 焼土粒 (ニ)よりヤヤ暗い
リ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土佐 C少量
ヌ 10間4fj4/6 褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼焼土栓徴量 C徴量
Jレ 10YR4fj 褐 "粒 ローム粒少量 ヤヤソフト 土佐 (ヲ)よりヤヤ暗い
ヲ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒少量 密 焼土位置世量
ワ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム多量 ヤヤソフト 焼土佐 C少量
カ 10YR4/4 褐 礁粒 ヤヤソフト 焼土粒 C少量(ワ)よりヤヤ明るい
ヨ 10YR4/4 褐 際粒 ローム粒少量 ソフト C微量
タ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ヤヤボロボロ (ヲ)よりヤヤ暗い
レ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ヤヤソフト 焼土粒 C徴量
ソ 10YR4/4 褐 礁粒 ロム粒 (:タ)よりヤヤ密 焼土粒 C徴量(:9)よりヤヤ明るい
ツ 10YR4/4 褐 "粒ロム粒 ヤヤソフト 焼土粒 C徴量
ネ 10YR4fj 褐 礁粒 ローム佐多量 ヤヤ密 C徴量
ナ 10m/43/4褐 暗褐 様粒 ローム粒 ボロボロソフト C徴量
ラ 10YR4fj 褐 E聖粒 ヤヤハード 焼土粒 C少量 骨少量混り
ム 10YR4/43/4 褐 暗褐 礁粒 ローム粒多量 焼土粒 C少量
ウ 10YR4/4 褐 際粒 ローム粒 焼土粒 C徴量(ツ)よりヤヤ暗い
ヰ 10YR4/4 褐 軍事粒 ローム粒 ヤヤハード C微量

/1O0YYRR44I146 416 褐 様粒 ローム粒
ヤヤハード 量密性全湿面性粘土粘質土鈍質土誼 焼C土多粒量

オ l 褐
柱穴531 あ 10YR4/2 灰貰褐 礁粒 ロム粒 サラサラ 焼土粒炭化物 C多量

い 10YR4fj 褐 際粒 ローム粒 ヤヤハード 焼土粒 C~量
う 10YR4/4 褐 礁粒 ローム位多量 火山灰 ヤヤハード湿性 焼土粒 C少量
え 10刊4/4 褐 礁粒 ローム栓 ソフト 焼土粒徴量
お 10YR4/4 褐 棟殴粒粒 ローム粒 ヤヤハード 焼土粒 C徴量
か 10m/4 縄 ローム粒 ソフト

ピット a 10YR4/4 褐 際粒 ロム粒 火山灰 ポロボ口粗 焼土粒 C少量
b 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒多量 火山医多量 ソフト (a)より密 焼土粒 C少量
c 10YR4/4 4/6 褐 "粒 ローム栓多量 火山灰 ヤヤハード湿性 焼土粒 C少量

表11 17L旬、 20竪穴50南北セクション東壁土層 < SPB~SPB' > 
竪穴50 イ 10YR4/4 褐 礁粒 火山灰 ヤヤ粗 焼土粒 C少量

口 10YR4/4 褐 "粒 ローム粒 火山灰多量 サラサラソフト 焼土粒 C少量
ノ、 10YR4/4 褐 際粒 火山灰 ヤヤソフト 焼土粒多量 C少量
ニ 10YR4fj 褐 型車粒 ソフト 焼土粒 (ホ)よりヤヤ明るい

ホ 10YR4/4 褐 磯粒 ソフト 焼土粒 (ハ)よりヤヤ暗い

へ 10YR4fj 褐 礎粒 ローム粒少量火山灰 ソフト 焼土粒 C少量

ト 10YR4/44/6 褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼土位徴量 C徴量

チ 10YR4/4 褐 穣粒 ローム粒 火山灰 ソフト C少量 骨

リ 10YR4/4 褐 礁粧 ローム粒 ソフト

ヌ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ポロポロ ソフト 炭化物 (ホ)よりヤヤ暗い

Jレ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒多量 ヤヤソフト 焼土粒 炭化物

ヲ 10YR4/4 褐 棟粒 火山灰 ソフト 焼土粒 C少量

ワ 10YR4/4 褐 礁粒 ロム粒多量 ソフト 焼土粒

カ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ソフト C微量

ヨ 10YR4/4 褐 ローム粒 火山灰 ソフト 焼土粒徴量 C少量

タ 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ソフト C少量
レ 10YR4fj 褐 ローム粒 焼土粒徴量 C世量 (ヨ)よりヤヤ明るい

ソ 10YR4/43/4 褐 暗裕 ローム粒 ヤヤ密 (へ)よりヤヤ暗い

ツ 10m/4 褐 際粒 ローム粒 ボロボロ ソフト C少量

ネ 10YR4/4 褐 ローム ヤヤハード 密

ナ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ソフト C少量 骨
ラ 10YR4/4 褐 礎粒 ロム粒 ヤヤソフト 焼土粒 C徴量

ム 10YR4/4 褐 礎粒 ロム栓 ソフト C少量

ウ 10YR4/4 褐 礁粒 ロム位 (ムlよりローム多い C少量

ヰ 10YR4/4 褐 礁粒 ロム粒 焼土粒 C鍛量 (ラ)よりヤヤ明るい

j 10YR4/4 褐 榛粒 ローム位 火山灰多量 C世量

オ 10YR4/4 褐 疎粒 ローム粒 湿性 C徴量

柱穴520 あ 10YR4/4 褐 "粒ロム粒 CC少微量量
い 10YR4/44/6 褐 全面ローム 湿性 団子状
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逆向き斜めに振じ切られる。頂部は環につくられ、

別に飾状のものが付くと思われる。断面は角であ

る(20図 8、 9)。本竪穴は第 8号建物跡等の柱穴

と重複している。更に南東半には、北東方向の近

世の溝が覆土上半を縦断している。出土遺物は表

16に示した。

第52号竪穴建物跡(第19図):調査区東半、 17

K18区に位置する。立ち木の根方になるため一部

の調査となった。一辺は 2m、今一辺は柱穴の位

置から2.3m程、北東方向に長軸を持つ竪穴と推さ

れる。北が開口し、出入口の張り出し部と思われ

るが、先端は確認できなかった。深さは40cm程で

柱穴は長軸方向に並ぶ 6個で、北東半の柱間の方

が広くなるようである。第 8号建物跡の柱穴

P1077と重合するが土層の堆積(第 3図SP.D.Dつ
から、竪穴が新しいと推された。

第 3号竪穴建物跡 (第 3図・付図):調査区中央

18K 6区に位置する。昭和55年に調査したもので

ある(概報II、12・14頁、附図 2)。今回の調査で

柱穴が 8個と確認された。

第53号竪穴建物跡(第19図):調査区東端、旧道

跡の先端部東に接する16K25区に位置する。北半

部の壁と床が旧道跡や近世の溝によって削られ、

失われている。柱穴の位置等から2.6m前後の方形

であったと推した。南東部に傾斜を持つ1.6m程の

張り出しが付き出入り口となっている。深さは80

cm程で、床面東、出入り口寄りに焼土と炭化物層

が見られた。柱穴は 8個(北東の l個は欠失〉と

推される。出入り口部東半に 4個の小柱穴と床面

に続く溝が認められた。出入り口の踏み板等に関

連するものであろう。出入り口北東壁下から第20

図 2の播鉢が出土した (PL.12-3)。この播鉢は

勝山館から出土する中では古手の越前播鉢であ

り、 15c末-16c初めに属すると思われる。出入口

部からのこの播鉢の出土は、この竪穴が廃されて

埋め戻される過程での流入と考えられるが、この

竪穴を埋め戻し、その北半部の埋め土を肩にして、

旧道跡がつくられていることから、この旧道跡が

つくられた時期は、この越前産揺鉢の(廃された〉

年代に極く近い時間帯と想定されるところであ

る。なお第20図 3の播鉢も本竪穴出土とした同時

期の越前播鉢であるが、出土位置が旧道跡で欠失

した竪穴北半の下部であり、後の流入の可能性も

ある。
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表12 17L17竪穴53南北セクション西壁土層<SPA-A'> 表13 17K17竪穴53東西セクション北壁土層<SPB-B':
1-1 10115/1責措 企画ローム ハード

1-2 10li4/4膏 種目 ローム世 ソ7ト坦 C 

1-3 10m/4揖 豊臣 ヤヤハード

軍R日イ 10115/4 にSい貰幅 Itl ローム自 〈小li2~3 ヨ〉

ロ 10115/4 ，~い賀高 Itl ローーム睦 C 

ハ 10n6/4 にぷい貰置 聖位 ローム世 量土佐

ニ10115/4 ，~い貰嵩 居住 ローム世基盤瞳 ヤヤハード

ホ 10m/6冊 ローム 軸性大

ヘ10耶/6貰圃 居世 ヤヤソ7ト 民土世

ト 101ll!l4/6園 韓世 ローム目

チ 10m/6膏 聖位 ローム ソ7ト CII 

リ 10114/44/6国 Itl ローム

ヌ 10m/6冊 哩世 臨土

ル 10m/6掴 睡世世量ローム世

ヲ 10114/44/6圏 ローム量密量 ソ7ト

ワ 10114/6膏 置且 自土 目性大

カ 10m/6轟 瞳世 品土

ヨ 10114/44/6• ローム目 民土tl!l>量 C 

タ 10m/6膏 ソ7ト 括性大

レ 10114/6園 瞳目 晶土 括性大 C 

ソ 10m/6禍 瞳世 ロームプロヲタ 曹 括性大

1110114/4冊 睡世 ロームプロック C 

ネ 101ll/4l/6冊 Itl!l>量ローム ソ7ト C置量

ナ 10m/!国 瞳世 臨士 17ト

ラ 10115/6貫圃 Itl 臨士

ム 10m/4膏 睡世 ローム世 ソ7ト

ウ 101ll/6膏 聾世 自土質

32 

E先日イ 10115/6責国 種世 ローム世 曹 C 

ロ 10郁/4ιSい責措 瞳世 ローム世 C 

ハ 10115/4 ιSい貰. 聖位 ローム

ニ10115/6 責措 睡世 ローーム

ホ 10115/6 責ー Itl 民士世

ヘ1011l!6轟 聾且 晶土 葺士世

ト10114/6掴 種世 ローム くへ〉より臨性

チ 10114/6帽 韓位 ローム虫山~置量 量士且

リ 10m/!• 種世世量臨土 ヤヤ括性

:l110m/4l/6轟 瞳世世量 品性大

ル 10m/6冊 豊臣告量百土

7110m/4国 ロームプロヲF C!l>量

ワ 10'冗4/6膏 睡睦 置土 〈レ〉よりザラザラ

書 10'百l!l高 E位 置土 〈チ〉より臨性

ヨ 101ll/6轟 ローム世砂割合量 17ト

， 11011l/6揖 聾世 ロームプロヲタ 話准士宮

レ 10114/44/6• 書置 ソ7ト品並大

ソ 101M摘 種目世量ローム

ツ 10m/6園 聖位 ローム C 

p-あ 10115/4 にιい貰膏 障担 ローム7ロヲタ 17卜 C 

い 10m/6冊 瞳睦安置ローム

う 101ll/6膏 111 17ト C 

P い 10m/6掴 量目安量 ヤヤソ7ト

ろ 10応/6置構 ローム且 ソ7ト
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表14 17K22、 23竪穴51南北セクション西壁土層 <SPA~SPA' > 
竪穴51 イ 101R4/4 褐 ロ ム粒火山灰 ソフト 焼土粒 C 

ロ 101R4/4 褐 ローム粒 ハード 焼土粒 C 
ノ、 101R4/4 褐 礁粧少量 ローム粒 C 

101R4/4 褐 ローム粒 C (ハ)よりソフト

ホ 101R4/4 褐 E聖位 ローム粒 ハード
f¥ 101R3/4 暗褐 ローム粒砂利少量 C 
ト 101R3/4 暗褐 ローム粒砂利少量 ソフト

チ 101R4/4 褐 ローム粒 ヤヤハード C 
リ 101R4/4 4/6 ロームプロック火山灰 ソフト C 
ヌ 101R4/4 褐 礁粒少量 ロームプロック C 
Jレ 101R3/3 暗褐 礁粒少量 ソフト

ヲ 10m/4 褐 ロームプロック C 
ワ 10m/4 褐 ロームプロック C (ヌ)よりソフト

カ 101R4/4 褐 瞭粒少量 ロームプロック

ヨ 101R3/3 暗褐 ローム粒 ソフト C 
タ 10IR4/44/6 褐 E聖位 ロームプロック ヤヤハード C少量

レ 101R3/4 4/4嫡褐褐 楳誼 ローム粒 ハード 焼土粒 C 
ソ 101R3/4 暗褐 ローム粒砂利少量 C 
ツ 101R4/4 褐 礁粒 ロームプロック C 
ネ 10YR4/I4 4 褐 E聖位 (ツ)よりロ ム少ない

ナ 10lR4 褐 ロームプロック 火山灰徴量 粗

フ 10IR4/44/6 褐 E聖位 ロームプロック C 
ム 101R4/4 褐 E聖位 ロームプロック 火山灰

ウ 101R4/4 褐 礁粒 ロームプロック 砂利少量

ヰ 10IR5/64/6貰褐褐 礁粒 ロームプロック ハード 焼土粒 C少量

ノ 10IR4/44/6褐 礁栓 ロームプロック 火山灰少量 (レ)よりハード

オ 101R4/4 4/6褐 ロームプロック

ク 101R4/4 褐 ロームプロック ソフト C 
ヤ 101R4/4 裕 ロームプロック 火山灰多量 C 
マ 101R3/4 暗褐 ローム粒火山灰

ケ 101R4/6 褐 礁粒 ロームプロック

7 101R4/6 褐 ロームプロック C多量

溝 7 あ 101R3/4 時褐 ローム粒
し、 101R3/4 暗褐 ソフト
う 101R3/4 暗褐 ローム粒 C 
え 101R3/4 暗褐 砂粒 ローム粒砂 C 
お 101R3/4 暗褐 ローム魁 焼土粒
由h 101R4/4 褐 ローム粒多量 ハード

p- し、 101R4/4 褐 ロム粒 焼土粒 C 
ろ 101R4/3 にぷい賞褐 ローム粒火山灰多量

11 101R4/4 褐 ローム粒火山灰 (ろ)より粘土質

表15 17問、17J1竪穴55南北セクション東壁土層 < SPA~SPA' > 
皿 1 101R4/4 褐 礁粒 焼土位 C少量

2 1101R4/6 褐 礁粒 ハード 焼土粒 C少量 全面粘土
3 1101R4/6 褐 礁粒 ハード 使土粒 C少量 生面粘土
4 110IR4/44/6 褐 礁粒 ローム粒 ヤヤソフト 焼土粒 C少量

5 10YR44/14 4 補 ロームム粒粒 ヤヤソフト CC徴質量量
6 110lR 口 一 ヤヤソフト 焼土佐

1.f-1 101R2/3 黒褐 シルト サラサフ 全面黒
2 IIOIR4/4 褐 ローム粒 ヤヤソフト C少量

3 1 0 Y R 4R 14 414 4 / 6 褐褐 シルト サラサラソフト
焼土位

CC少徴量量
4 17.51 シルト ソフト

V-1 7 5 Y R4 4I I64 4 1 6 褐褐 礁穣粒粒 全令面面ロロームム
ハド CC徴微量量

2 10lR ハード
竪穴50 イ 101R4/6 褐 礁粒 全面白ム ハド 焼土粒 C少量

ロ 101R4/6 褐 礁粒 全面ローム ハード C少量

ハ 101R4/44/6 補 礁粒 ローム多量 ソフト 焼土粒 C世量
ニ 101R3/4 暗褐 焼土佐 C霞量

ホ 7.5IR4/4 褐 礁粒 (ヲ)よりヤヤ暗い
へ 101R4/6 褐 礁粒 全面ローム ハード 密 C多量
ト 101R4/4 褐 礁粒 ローム魁 ヤヤソフト C徴量 (へ)よりヤヤ暗い
チ 101R3/4 暗褐 ローム粒多量 ソフト C多量
1) 1101R3/4 暗褐 ローム粒少量 ソフト C~量
ヌ 101R4/6 褐 ローム多量 C少量
Jレ 101R3/4 暗褐 ローム少量 C~量
ヲ 101R3/4 暗褐 ローム粒少量 C世量
ワ 101R3/4 暗褐 ローム徴量 ソフト 焼土粒徴量 C徴量
カ 101R3/4 時褐 ローム粒 ソフト 焼土粒 C微量
ヨ 101R3/4 暗褐 ローム多量 ソフト C融量
タ 101R3/4 時褐 ローム粒 ソフト C徴量
レ 101R3/4 暗褐 ローム粒 ソフト 焼土粒 C少量

ソ 10YYRR431146 暗褐 ロームム少多量量 ソフト CC多少量量
ツ 10 褐 ロー ソフト
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表16 竪穴建物跡出土遺物一覧

Nn 積別器種 口径 E径 器高 紬 開 飴 土 特 世 備考 図版番号

白 磁 皿 (111). (“). Jo. うすい賞 うすい貰 端反り血確片 E-1 PL18 37 

第 " 貰みの白 白 。 ロ録小磁片 H イ

d 白 自 H ロ

49 
" 賀みの白 黄みの白 反り皿庁 8 E-7 

号染 付 血 緑みの自 黄みの白 胴 部 小 破 片 見 込 量 圃 鍵 有 置 熱 か ' PL18 36 
越前 掴鉢 (148) ベジュ ベジュ 卸目 10条 1単位 E-6 PL18 38 

に品;ぃ黄みのオレγ? にぶい賀みのオレンジ 闘部小破片 E-5 

計 7点

唖 別器 額 幅厚さ 長さ量 量 特 融 図版番号種別器種 幅厚さ長さ重量 特置 図版番号

刀子 13.110. 117圃 17.1.1 1点 柱(19)1 1 (83) 杭状 20図10

霊品 釘 7 I 6 (35) 1 2.0 1 1 (13) 1 1 (46) 

If I 7 I 4 (25) 1 1.1 1 2点 小計 2点

不明鉄 小片 1点 炭 8.7g I 37.x32.大地'J、片8ケ9点

計 4点

種 J lIJ 器種 口径 底径 器高 楢 調 胎 士 特 置 備考 図版番号

白 磁 皿 貰みの自 砂 増反り皿 ロ縁小破片

染 付 皿 うすい録 黄みの白 九皿ロ極小確片量刑

第 " " " 8 碁笥底底部小瞳片植熱

望潰灰軸皿 グレイみの貰 ベジュ 端返り口縁小破片3点 3点同個体
50 

" にぷい責他 底部磁片他4点、

越前 聾 〈らいグレイみのブラウン ブラウンみのグレイ 胴部磁片

グ 摘鉢 グレイみのブラウン ベジュ 11 It 105f::l単位師し目が重合する

砂 グレイみのブラウン H 小破片

E十 13点
種別器種緬厚さ

長さ 重量 一J~差l盤o益o重-重特墾士主徴盈ま主旦でL 図版番号 種別器種 幅 厚さ 長さ 重量 特量

図版番号

鉄製品 釘~ 17_ 1
7・ (611_14.3g 折釘 20図5 銅銭 鏑化烈l-<判読不明

4.8 1 (1t!!11Tl!I.Il， 3) 5点針 2点
鍋 ~_-5 小片 4点 骨 0.3 1 111骨 l点

Z十 9点 不明椿解物 1.5g 1点
銅銭 無文銭

種 別器積 口径 E径 器高 紬 開 胎 土 特 置 備考 図版番号

白 磁 皿 貰みの自 紫みの白 端反りm ロ縁小磁片 17122 P.99と轟音

" N 賀みの白 底部 ， 
聾 付 碗 録みの白 白 1I子腕ロ縁小破片列点文

県 付 血 貰みのグレイ プラウγみの白 調子皿 ロ縁小磁片

第 ロ縁他小破片3点、 E-9 

51 聖司量灰軸皿 (84) (42) 22 うすい賀量 ベジュ 端返り皿印花文 E-8 17K17 

号
. N " 底部値片' E-7 

" (112) グレイみの貰 ， ロ縁破片 E-17 17K18 

要請跡
N 底部他小破片5点

越前 聾 〈らいグレイみのプラウソ あかるいオリ プみのグレイ 胴部小破片

越前 編鉢 ベジュ ベジュ 卸L目8条 1単位

Z十 18点

橿JlIJ 器種幅厚さ 長さ 重量 特 置 図版番号 種別器種 幅 厚さ 畏さ 重量 特 置 図版番号

釘 5圃 5圃 (23)圃 1.3g 胸部小片 1点 鉄棒 80_ 35_ 100. 270. 1点

鉄軍品基
鍋 4-6 +片~拘1~・Iまで11.車 }対2点

銅銭 径33 3 84 祭寧重宝1102 大形銭穴有

火箸 7 7 290 36 uに値有 Ih有 20図8 " 舗により判読不明 2点

N 7 7 295 37.3 " 20図9 砥石 55 50 (80) 四面に世用痕あり 1点

計 20点 骨 0.1 魚骨 量熱 1点

第 種別器樋 口径 11::十器高 軸 調 胎 土 特 世 圃考 図版番号

52 灰 軸 皿 グレイみの賀 ベジュ 端返 ロ極小磁片 l点

種別 器樋 帽 厚さ 長さ 重量 特融 図版番号 種別器種 幅 厚さ長さ重量 特 置 図版番号

実震
釘 11_ 7_ (66)_ 69. 折釘先端部民鋼 20図6 ft (折損品 9) 13点

言
， 9 6 (58) 2.8 • N 不明溶解物 40.117_130.14.6g 1点. 7 7 (54) 3.5 舗のため頭部作り出不明 e炭化物 19 16 32 I 2.9 l点. 11 9 (24) 2.3 折釘頭部のみ

算審 種別器種 口径 底計器 高 紬 同 胎 土 特 世 備考 図版番号
53 
灰 糊碗 | グレイみの賞 ロ縁部剣先車弁 1点

裏書
ベ-9ュ

種別器種 幅厚さ長さ 重量 特 世 図版番号 種別 語種 幅 厚さ長さ 重 量 特置

鉄製品 釘 8圃 8圃 (36)圃 4.2. 岡部 l Z十 2点

" 1 5 1 5 1 (18) 1.0 先端部 l 

第 種別器種 口径 底径 器高 紬 調 胎 土 特 世 個考 図版番号

54 越 前 橿 鉢 (326) (146) 106. ベ ;";;1 グレイみのプラウγ ベジュ 目録下6-8・に凶韓有卸L目9条l単位 調目‘ 21阻と畢音 20悶 3

" グレイみのブラウン グレイみのプラウソ 卸L目9条1単位

費温灰粕皿 にぶい貰 うすい貰 底部磁片

染 付皿 118 I 70 I 28 緑みの白 黄みの白 輝子皿 土境23と接合

ft 4点

種別器種 幅 揮さ 長さ重量 特種 図版番号 種別器種 幅 厚さ長さ重量 特撮 図版番号

釘 18.116. 160_140. 平折釘 1点 20図7 木炭 54圃 20_1 30_ 120.6. 1点

門様 1 144 1 81 45 1 820 1上部に26x30圃の凹
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第20図 竪穴遺構他出土遺物

b 土嫌

旧道跡北西半で11基、南東半で 2基の土擦を調

査した。主なものについて概要を述べる。なお土

嬢 6としたものは昭和55年度の調査で位置が確認

され竪穴と推されていたものである。内部で柱穴

を検出できなかったため土壊としたが、土層の堆

積状況は他の竪穴覆土に近いようである。

土壌 3(第23図):調査区北東端17L19区で検

出。開口部径95cm、底径70cm程の円形で、深さは

60cm程である。側壁中ほどにわずかであるが陵を

持ち、底部はほぼ水平である。周辺には、土療に

関係すると思われる小ピットが 5個確認された。

炭化物を大量に含んだ黒色土層がU字状に堆積

しており(ソ 1・ソー 2・ッ・ネ ・ナ ・ラ)、そ

の上に炭化物 ・焼土 ・ローム粒を少量含む暗褐色

土層が堆積している。

遺物は、ヨから羽口、ネから鉄製鈎 (26図27)、

出土地点は不明だが同じくネから鉄粕碗が出土し

た。羽口は、先端部のみ残存するが、かなり焼け

36 

ていて劣化が激しく、使用した後この土撲に捨て

られたものと思われる。鈎はほぼ完形で出土した。

鈎形部分が全長の 3分の 2までおよび、尖ってい

る。使用されていたか否かは判断できないが、火

熱を受けた形跡はない。鉄勅碗は、』阿部の破片が

2.2X3.2cm残っているだけで種別は特定できな

い。鉄紬碗も火熱を受けていない。このほか、表

には示し得なかったが、覆土中から鍛造剥片とも

スラッグともつかない不明溶解物が出土した。

上記の鉄製鈎や鉄軸碗、土撲中に埋められた石

に火熱を受けた形跡がないこと、炭化物が多量に

出土しているのに比べて焼土が少ないことなどか

らこの場で火を使用したとは考えにくい。出土し

た遺物から、鍛冶で生じた炭の燃え残りなどをこ

の場所に廃棄し、黒色土のすぐ上から羽口が出土

していることから、作業終了後直ちに埋められた

ものと思われる。しかし、土嬢3周辺で鍛冶が行

われていたような遺構が検出できなかったこと、

黒色土層が壁に沿ってU字状に堆積していたこと



等不審な点が残る。この土墳の具体的な使われ方

も含めて今後の課題としたし、。

尚、土墳の形状、周辺に小ピットを伴うこと、

炭化物がu(V)字状に堆積していること、鉄製

品や鍛造剥片など鍛冶に関係した遺物が出土して

いることなど、 17M6区で検出された土嬢22と同

様の遺構と考えられる(本概報凋)0 (佐藤〉

土壌 5(第17図) 調査区中央北、 17L15区に位

置する。第49号竪穴建物跡覆土上部で検出された。

一辺が1.3m前後の方形で、深さは25cmの浅い土旗

EPA 

O 

各う o Cコ石
G:Jl1災化粒

EPA 

('7. 綱

と思われる。竪穴49は昭和55年度の調査で確認さ

れたが、この時SPA.A'ラインから平行に40cm

程の幅でトレンチをいれ反対面で土層の堆積を観

察している。この為、今年度の調査ではAA'面で

土層の観察を行うこととし、 北東半を半分程掘り

下げた。その後南西半の掘り下げを行ったところ、

南側に火山灰を多く含み、軟い土の堆積する部分

が見られ、馬歯が数個出土した。この軟い土の堆

積部分を掘り広げた所、その部分に釘、鉄鍋片等

20点が出土した。第49号竪穴の覆土がローム質で

E
目

白

骨

判

明

、
4aω

92'，40日間

.鉄製品

. . -. 
a 自然遺物

.不明溶解物

.炭化物 ffくん
"，く<4、/

050cm ，. / ¥  

第21図土壌 3平面図他

表17 土壌 3 出土遺物観察表

種 別 器 種 口径 底径 器高 勅 調|胎 土 |特 徴 備 考 図版番号

美濃鉄細碗 ブラウンみの黒 | ベージュ 天自体部 PL.2-3 

種 別 器 種 幅 厚さ 長さ 重量g 特 徴 備 考 図版番号

釣 11 12 235 51 ほぼ完形先端部が全体の2/3まで湾曲し鋭〈尖る 26図27

羽口 184.1 先端部のみ 火熱を受けて劣化が激しい PL.2-4 

鉄棒 23.3 不明溶解物が付着磁着せず羽口の先端か

骨片 0.1 魚骨
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竪く締っている(表18・第17図SPD .D'い~ほ〉

ので、それを基準に掘り広げたが南西部の壁の立

ち上りは明瞭でなく 、北東部は前述の昭和55年の

トレンチで欠失している。又床(底〉面の状態も

凹凸があり、傾斜しているなど全体に安定してい

ないが土層の堆積状況(第17図DDっと遺物の集

中から土壊とした。なお、平面図と土層図の調整

を誤り一部組舗を生じている。

土域23(第22図):調査区南東寄り 1711・171

2区より検出。1.5X2 m程、深さ約10cmの隅丸方

形である。壁ははっきりせず北西側 ・北東側は掘

り過ぎのため確認できなかった。また南側は竪穴

54のために切られている。覆土は:焼土粒と炭化物

が混じった粘性のない黒褐色土で柔らかな層であ

る。周辺には焼土11・18・19・20がある。

遺物は表21の通りである。回転式銘頭(22図12)

が勝山館跡で出土したのは今回が 2例目である。

表18 土壌 5 出土遺物一覧

種別器種 口径 底径 器高 勅純 胎 土

前回(本概報IV)出土した銘頭は索孔が縦に 2個

ついた鎮の装着されないタイプであったが、今回

出土した銘頭は鉱の装着部分や索溝があること、

索孔がないことから宇田川|洋氏が擦文文化期の d

類としたグループ crアイヌ文化成立史J)に近い

特徴を持つ。しかし、回転式銘頭における字国川

氏の時代区分と勝山館の時期が合わないこと、矩

が3つにわかれている点など不明な点が残されて

おり、今後の課題としたい。染付皿は47点中 2点

を除きすべて獅子血で、本概報IVでIII-Aとした

グループに属すると考えられる。

出土した遺物に一貫性がないこと、接合する遺

物同士が集中しておらず土壌全体に散らばってい

ることなどから、この土壌は不要なものを廃棄し

た場所ではないかと思われる。遺物の中には火熱

を受けたものと、全く受けていないものがあり、

両者が接合するものはなかった。覆土中の焼土も

特 徴 備 考 図版番号

灰紬皿 グレイみの賞 グレイ;j.のオリーブ 端反り口縁小破片 1点

越前嬬鉢 グレイみのブラウン ベージュ 口縁小破片 l点

種~IJ 器種 幅 厚さ 長さ 2匝量 特 徴 図版番号 種別|器種 幅|厚さ|長さ lul 特 徴 図版番号

骨 馬歯 9個 PL.18 開品|鍋 12己1 1 1小片-90回大まで 14点

酷聾品 釘 折損品(折釘頭部3点合) 6点 計 20点

表19 17L25土壌5南北セクション西壁土層
土損5 イ 10115/44/4 にぶい賞褐 褐 礎控 ロム粒 火山灰 サフサフ ソフト 焼土佐 C軍量

口 10114/4 褐 礁粒 ローム粒 ヤヤハード 焼土佐 Cタ量
ノ、 10115/6 責褐 草壁粒 ローム粒 ハード 焼土位徴量 C置量

10114/4 褐 礎控 ローム粒 火山灰 ヤヤハード 焼土粧徴量 C世量(へ)よりヤヤ暗い

ホ 10115/44/4 にぶい貰褐 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ヤヤハード

〆¥ 10115/44/4 にぶい黄褐 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 サラサラ ソフト C世量

ト 10115/44/4 にぶい貰褐 褐 際粒 ローム粒 火山灰 ヤヤハード (ホ)よりヤヤ明るい

チ 101防/44/4にぶい賀褐 褐 機粒 ローム粒 火山灰 サラサラ ソフト

リ 10115/6 貰褐 際粒 ローム栓 ハード 焼土粒徴量 C世量

ヌ 10114/4 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ソフト 焼土栓徴量 C融量

jレ 10114/43/4 褐 暗褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ソフト C世量

ヲ 10114/4 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ソフト C置量

ワ 10114/4 褐 疎粒 ローム粒 ハード C置量

カ 10114/4 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ヤヤハード C置量

ヨ 10114/4 褐 礁粒 ローム粒 大山灰 C置量 (:11)よりヤヤ暗い

タ 10114/4 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 焼土註 C置量

レ 10114/4 褐 機粒 ローム粒多量 ヤヤハード C世量 (Jレ)より明るい

ソ 10114/4 褐 礎控 ローム粒 火山灰 ソフト 焼土粒 C融量

ツ IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ソフト 焼土粒徴量 C軍量

ネ 10114/4 褐 礁粒 ローム粒 ソフト C軍量

ナ 10114/4 褐 礁粒 火山灰 ソフト C少量

フ 10114/4 褐 礁粒 火山灰 ソフト C少量

ム 10114/6 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ハード C少量(イ)よりヤヤ暗い

竪穴49 い 10Y14/6 褐 E聖粒 火山灰 ハド C少量

ろ 10Y14/6 褐 礁粒 ローム粒 ハード (い)よりヤヤ暗い

』立 10Y14/6 褐 機粒 ローム粒 ハード (い)よりヤヤ明るい

に 10Y14/6 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ハード C少量

}ま 10Y14/6 褐 礁粒 ローム粒 火山灰 ヤヤソフト C竃量
J¥ 10Y14/6 褐 機粒 ローム粒 ヤヤソフト 湿性
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7 (越前折鉢)

第23国土靖23出土遺物

表20 17 J1・17J2 土壌23南壁土層堆積<SPA~A' > 

ill-l 10YR5/4にぶい黄褐 礁粒焼土粒微量 サラサラ ソフト

2 7.5YR4/4 褐 全面シルト サラサラ ソフト

3 10YR2/3 黒褐 ローム粒 サラサラ ソフト

土演23 イ 10YR3/3 暗褐 火山灰少量焼土粒少量 全体砂っぽくややザラザラ ソフト

ロ 10YR3/4 時褐 ローム粒少量焼土粒少量 サラサラ ソフト

ノ、 10YR2/2 黒褐 ローム粒 サラサラ ソフト

10YR3/4 暗褐 火山灰少量焼土粒少量 全体砂っぽくややザラザラ ソフト

ホ 10YR2/3 黒褐 ローム粒焼土粒 サラサラ ソフト

J¥ 10YR2/2 黒褐 サラサラ ソフト

ト 10YR2/3 黒褐 焼土粒焼土粒 砂っぽくザラザラ ソフト

チ 10YR2/3 黒褐 ローム粒微量焼土粒 サラサラ ソフト

土墳? い 10YR3/3 暗褐 ローム粒焼土粒微量 サラサラ ソフト

ろ 10YR2/2 黒褐 焼土粒 サラサラ ソフト

竪穴ワ 7.5YR4/4 褐 礁粒、基盤礁多量火山灰焼土粒 しまりなし
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土器まじり

C多量

C少量

C少量

2cm 
』ーー~ーー='

5cm 

全面C多量炭化物 E

C少量

全面C多量(皿-3)よりやや暗い

全面C多量炭化物石器

全面C多量炭化物 E

C多量

C多量鉄津

全面C多量

C少量



表21 17J1・17J2土壊23出土遺物観察表(陶磁器・鉄製品他)
(総破片盈)

特 価考~量主胎士

種別量種 底径 IIi高 融 調 己う主す止いニベZー丞ジ2ュ9'1/イ I凹底部由から一貴に外反
lI グレイみのW オ川リ、草ーHブ あか rる 竪穴54-5と接合臼型i
ll L普b及ν目奥白田 白 丸. lI11llllto>Ilf/，-t:VOryあり

書笠亘 “ M l開 請11A1もE幽 姐 郁 剛 12掴
白 黄みの白 |端反り掬子皿外面唐草文

酬皿 l20162124z 酔るもグレイ … 和 四日 :EA珊3aa齢鮒EE措Z的置SEFthE15ME5姐2E之息輔不明】 閏絵付皿 62 26.5 青青みみのの白白 j豊企呈竺Z左壬 端反り一望土旦一企亜皇主茎

一望丘旦 119 I 62 I 28 貰みの白 |端反り 獅子皿外面唐草文
染付血 縁みの白

120 膏みのB B 端反 掴子血外面僻文

染染付付皿皿 120 64 膏みの白 白自 |端蝿反反りり 揚掬子子血皿外外面面唐唐草草文文 火熱を空ける瞳藍
染付血 120 62 28 緑みの自 |嬬反り調子皿 |??日置片時 開不明染付皿 120 I 64 I 27 I a;;"<1)白 47点

小 Z十 之主と三ニ之=------l堕亙旦全面施柏 田 灰 皿 也げ盟3図主5 

扇面 h皿 96 I 50 I 26 グレ1み型1E i 端反り I卜HそのR点点4聖接接盛他形省合合合態出不れ2211図国国明図W鉄鉄銑6 C ; ヨ面 a血 59 I 22.5 グみの貰 9点 撞主碗i2 

自碗 ら'-'7=7'7:1みのグ l天目
いh堕期. tIi!III碗 126 I 47 16里 (，rグ みの 'ラウγ 明るいうオすベリいーーベブジーみュジのュグ 1責天l目 E盟片t熱部融主矢を会塁受掛'f-立けけ主る'" 揃

団j 輔 らいグ fみのプラ ベー l天目

|埜i 也碗 'ら、グ !み<1)7ラ Z点 li8点畢合(うち l点は I.rr圃) 123図

うすいページ |火黙を受け 114点同一個体匝片 越前僻l

32点-越i前~L聾 ，イ グレイ |線刻 あり
ブブララウウソソみみののググ 包るいオ lーイみ吃

越前痩 :らし ノみ<1)9'1/1 I 7ラ のグ ，，-， 輯前賓 ~ 
小計計

種別器種 幅 厚さ 長さ 重量g 特 徴 国臣番号 種別器種 幅 厚さ 長さ 重量g 特 置 国匝番号

小札 30 l (55) 8.1 平札ラ 火打金 84 3 (34) 16.7 頂部民鼠 23図9

小札 20 2 (30) 3.5 平札今 Z十 85.1 19点

小札 27 l (29) 3.7 2ツ目札 銅像企A 3.3 商場欠損 22園*1

鉄 小計 5点(その他小片2片) 鍋
周りに世草をEらした亀盟の上に2覗

釘 4 4 4.7 3.5 角釘完形 製 鋼鏡 97.5 の島(置1)が甚曹界圃(二重圃) 23図10

釘 9 4 (3.8) 3.5 角釘先端部欠鋼 品
のjf圃上置にR出圃 2掴*2

釘 4.5 4 53 2 角釘完形 切羽 0.8 膚企のため1/3'J:損 22田*3

釘 4.5 3 38 1.4 角釘完形 ft 5点

製
釘 10 5 63 4.3 角釘完形

銅銭
銅銭 元豊通宝(初鋳1078)

釘 10 4 (42) 3.6 角釘ほほ完形 鋼銭 洪武通宝(初鱒1367)

釘 9 5 (43) 3 角釘はほ完形 計 13点(不明銭11点)

釘 10 4 57 3.5 角釘完形
骨回転式艦顕

量措置tlのlit:'-::曹乱なL置が317 14 125 23図12
釘 (3.5) 2.5 (25) 0.4 角釘先端部のみ つE量bれる聖書tn圏匝書量骨'

釘' 10 10 (70) 7.5 角釘' 先繍部のみ
角

係顕 9 7 4.5 27 中央E置にi!:孔割れた薗骨を圃量' 23図11
晶 釘ヲ 9 8 (81) 3.7 角釘' 先端部のみ 中柄 7 5.5 (59) 2.2 両端部欠損

小 Z十 11点
器

中柄 9.5 8.5 (35) 1.7 両増盟主掴 止舶を受けて民化

鍋 10 2片括 中柄 6 6 (20.5) 0.5 両端部主掴 '"触を受けて直化

鍋 6.7 小片一括 計 5点
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一様に入っていて集中しては検出されなかった。

おそらく別の場所で火熱を受けて割れてからこの

土擦に投げ捨てられたのであろう。

今回勝山館の中心部で陶磁器や金属製品などと

一緒に回転式銘頭を始めとする骨角器が出土した

ことは注目に値する。しかし、この土墳の性格は、

関係すると思われる周辺の焼土の実態がつかめな

かったため、廃棄場所であること以上にはわから

なかった。切り合い関係にある竪穴54も来年度調

査予定地区にかかって調査をしなかったので、こ

れらを含めて今後の課題としたい。(佐藤)

(6) 旧道跡・大形柱穴 ・柵列跡

a 旧道跡 (第 3図・附図〉 平成 2年度の発掘

調査で第二平坦面の調査区南部に溝に挟まれた旧

道跡を検出した。旧道跡両側の溝は各々新旧 2条

があり、通路のっくりかえを想定した。その道幅

は3.2m程と し、館の主体部中央を縦貫すると予測

したが、道幅は改修に伴う溝の移動を考えると今

少し広く 3.6m余、12尺 2間道路となるようであっ

た(概報xn-14・15図、 24・45頁〉。
本年度調査区南東半で北東から南西に延びる溝

状の遺構が検出され(附図溝 l・1'-5)、それに

北西半では既述の建物跡の建つ地割を画す溝がほ

ぼ.直交し、南東部も同様の溝が未調査区に続いて

おり、この平行する北東方向の溝の両側には、左

右同じ様な溝で閉まれた地割面があり、そこに建

物が建てられていたと推することができょう。

この併行する溝は、平成 2年度の調査で旧道跡

の側溝跡としたものに連続するものであり、この

表22 大型柱穴 (P.1002)他出土遺物一覧

No. 種別器種 口径 底径 器高 柚 開

費量灰紬皿 グレイみの貰

越 前 矯 鉢 グレイみのブラウγ

P.l002 I十

種別審種 幅 車さ 長さ 重量 特融

鍋 ロ縁部小片 l点

種jlj器種 幅 厚さ 長さ 重量 特置
l同l

不明材 (52.5) (40) 12.5 1点

種別器種 口径 底径 器高 勅 調

青磁染付血 ) 1765_ 29_ グレイみの貫録

染 付 碗 うすい賞緑

、、、 染 付 皿 うすい青みの録

ゾ Z十1 
種別 器唖 幅 厚さ 長さ 重量 特 置

釘 折鍋晶 4点

言 鍋
6圃 -5

園
小片 2点
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胎

うすい賞

h 

図版番号

図版番号

胎

貰みの白

白

白

図版番号

聞の部分を旧道跡とすることができるかと推され

る。先年度の調査結果からは、 3.2-3.6mの幅を

持って、両側に各 2条の溝跡が連り、共に北西側

が新しいとし、う前後関係で把えられると推された

ところであるが、途中で、各 2条の重なりや識別、

確認が暖味になり、明瞭に把握できなかった。こ

の為もあるのか、調査区南西端での旧道跡の幅は

2.5-3.3m程となっている。道路面確認の方法と

溝跡の追求が不充分なことによるものであり、旧

道跡の幅、溝跡の新旧等は今少し検討するととも

に機会を得て溝跡周辺の確認調査を期すこととし

たい。今年度の調査では先年度の調査で検出の旧

道跡が連続し、館の中央部を貫いている事が予測

されたとするに止めたし、。

b 大型柱穴 (第24図):調査区南方端、 18K

13・14区に位置する。旧道跡道路面上に、掘り方

の一辺が80-85cm、深さ85-100cmの柱穴が 4個検

出された。内 3個で、一辺が30-40cmの角柱の痕

跡が確認された。土層の堆積は下半では痕跡を示

すソフトで砕粒を多く含むやや暗めの土と、掘り

方覆土の堅く締った粘土層があり、中層には嫌が

かなり集中し上半はロ ームブロック混りの埋め土

と思われる土からなっている。

この 4個の柱穴は、旧道跡を跨ぐようにほぼ道

幅一杯の間隔で 2個ずつ 4個がやや方形に並んで

いる。|日道跡を跨ぐ方向の柱穴聞の距離は約2.7m

(約 9尺〉、旧道跡に併行する方向のそれは約2.1

m C7尺)である〈柱穴芯芯聞の距離〕。東角の柱

痕跡の位置に15cm程のズレがあり矩が少しいびつ

土 特 世 図版番号

底部破片

胴部同日10条 l単位 18115 20図4

2点

種jlJ器種 幅 厚さ 長さ 重量 特置 図版番号

種別器種 幅 厚さ 長さ 重量 特融 図版番号

土 特 置 備考 図版番号

穫皿の形態且込ヒマワリ様花

胴部小片

碁簡底底部小片

3点

種jlJ器種 帽 厚さ 長さ 重量 特 融 図版番号

針 6点
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になるが、 7x 9尺の方形の柱組ともできそうで

ある。

柱穴 (P)1002を掘り下げる過中でその直近か

ら青磁染付皿が出土し(PL. 14-2 )、更に痕跡内

から越前播鉢片が出土した(第20図4、25図4)。

他に美濃皿が出土している。調査時には浅い土壌

かとも推した溝 lの続き clつからは前述の青磁

染付皿の他、染付碗・皿、釘なども出土している

(表22)。

これらの柱穴は柱痕跡の一辺の大きさが勝山館

内の一般の建物跡の柱穴掘り方のそれに近く、そ

の深さも深く、大型のしっかりした柱が立てられ

ていたと推される。 4個一組とする門のような物

を想定したところではあるが、前述のように、旧

道跡の道幅と溝の位置を正確に把えなかったこと

から、門とした場合に、それぞれの位置関係を明

確に示せない現状にある。更に、館の正面、第一

平坦面から大きな空壕に架かる橋を渡って、第二

平坦面入口から約43m程も内へ入った位置に設け

られるこうした施設の機能 ・性格が不明である。

こうしたことから、旧道跡に併行する北東方向の

2個一組c7尺間〉の、旧道跡両側の建物跡敷地

と関連の施設としての可能性も含め、こ の遺構の

性格付けについては更に検討をしてみたく思うも

のである。

c 柵列跡 平成 4年度の調査で第二平坦面の

北~北西斜面肩に柵列の巡ることが知られた。今

年はこの柵列の延長を知る為、西へ30mの聞にト

表23 18K13東西セクション北壁土層 < SPA~A' > 
構1 7 lOYR.!. 褐 聾目 砂目 ソフト

イ lOYR.!6 褐 睡且 ハード

ウ lOYR.!. 褐 睡位 砂世 ソフト

エ lOYR.!6 褐 睡睦 ハード [イ]よq暗い

オ lOYR.!3 にぶい糞褐 瞳位 ロム ハー ド

カ IIn~J~ ~Ji 褐 哩世 ロ“ム

キ lOYR.!6 褐 ローム砂陸軍量 ハード

ク lOYR.!. 褐 ローム砂目置量 ハー ド

ケ lOYR3川崎縄 曹韓 ソフト C微量

コ lOYR3!3 荷縄 瞳誼 砂位置量

サ lOYR3!3 嫡褐 聾唖 ローム臣王砂!!

揖l' あ lOYR.!3 にる;い賀褐 瞳誼 ロームプロヲタ玉砂利

い lOYR4!. 褐 聾且 C 

う lOYR3!. 暗禍 瞳世

え lOYR4!. 褐 瞳阻 ローム C徴量

お lOYR3!3 陪褐 睡世 ローム世

か lOYR3!3 暗褐 聾世 ロ-1世ロームプロヲタ C 

き lOYR4!3 にぶい貰褐 聾睦 ローム世玉砂'fllコ

く lOYR2!3 無褐 ローム位置量 ソフト

け lOYR3!4 暗褐 瞳世 ローム世

こ lOYR3!4 暗褐 聾位置量 ローム世 ソフ ト

さ lOYR3!4 暗褐 聾世 ローム世王砂刊

L IIOYR3!4 暗褐 瞳世 ロー-1Q ソフト C徴量

P!tIOJ!ィ lOYR4!3 1こぶい賀補 瞳睦 ローム世

ロ lOYR3!3 暗褐 ローム7ロヲクlコ

ハ lOYR3!3 暗褐 ローム自置量 C融量

ニ lOYR4!3 にぶい賞褐 ローム匝 C徴量

ホ lOYR3!3 暗褐 ローム位置量 ローム7ロ，，，コ
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レンチを 4区画設定し確認を行った。柵列 2条が

検出されたが、土壌が重複したり、柱穴が近接し

ており、面的に調査することが必要と思われたの

で確認だけとした。なお 4年度の調査で一部見ら

れた、柵列跡溝直上の集石は見られなかった (P

L. 2)。

(7) 出土遺物の概要

竪穴建物跡、土境等の遺物の一部については、

その都度概述した。その他の出土遺物の主な物を

第26、27、28図、 PL.2、3、6-19と、表24-26

に示した。

a 陶磁器

総破片数2，568点の内、近世が79点、他の殆んど

は15-16世紀の所産である。2，489点のうち国産品

が1，534点舶載品が955点、約48%が舶載品である。

又全破片数の67%は碗皿類であり、この57%は舶

載品となる。

青磁・碗は直口縁のもので線描き蓮弁、無文の

ものが殆んどである。外面白縁直下に回線の巡る

物 (PL.16-8)、口唇が若干外反し、広い幅で

沈線が縦におろされる例(5)、雷文帯の施される

例 (PL. 2)などがある。又高台外面に縦位の沈

線が刻まれるものもある。皿は稜花皿である。盤

(P L. 19-38・39)は過年度出土の物 (概報XllP

L 7 -8)に近いようである。季朝かと推した碗

もある (第25図 l、PL.2-3左下)。香炉 (P

L. 2 -4中央上〉、同脚部?様の不明のもの (同

下左〉もある。

へ lOYR.!. 褐 瞳世ローム7ロヲタ~G% 砂誼量量

ト lOYR.!. 褐 .世 ロームプロッタ~% ハー ド

チ lOYR3川崎褐 瞳位置量 ローム世 ソフト

リ lOYR.!. 褐 ロームプロヲタ却耳

ヌ lOYR3!. 暗褐 瞳位置量 ローム阻砂世置量

Jレ lOYR3!3 暗褐 ローム世 砂世世量

ヲ lOYR.!6 褐 睡位 砂世置量

ワ lOYR.!. 褐 睡瞳 砂誼量量 ハー ド

カ 10ll3133H 椅褐 聾世 砂睦置量 ソフト

ヨ lOYR3!4 暗禍 聾目置量

夕刊YR4!. 褐 畢且 C微量

レ lOYR4!. 褐 瞳瞳 {タ)よりハード

ソ lOYR3!4 暗禍 畢位置量 ソフト

ツ lOYR4!. 褐 睡睦 (タ)よりハード

ネ lOYR.!. 褐 曹睦量量 ソフト

ナ lOYR.!3 にぷい貰褐 瞳誼 火山i配置量 ソフト

ラ lOYR.!3 にぶい貰褐 理世 ローム桂 ソフ ト

ム lOYR.!. 褐 聾世 火山医置量 ソフト

ウ lOYR3川崎褐 躍世世量 ロム世

ヰ lOYR.!. 褐 聾世世量 ローム世 ソフト

/ IIOY旧!.暗褐 碑位置量 ローム誼 ソフ ト {ウIH明るい

オ lOYR5!6 賞褐 睡世 ロ戸ム誼火山E ヤヤソフト

タ lOYR5!6 貰褐 瞳位置量 ロームプロヲタ ヤヤハー ド

ヤ lOYR5!6 賀補 ローム量が{コ)より多い

マ lOYR.!4 褐 睡位置量 ロームプロヲタ 5% ソフ ト

ケ lOYR4!6 褐 睡位置量 ローム質砂世世量 ハード

フ lOYR4!6 褐 士山ローム責砂睡眠量 ハー ド

コ lOYR4!6 褐 火山 ローム賀多量砂位置E ソフ ト (レ)より.い

エ lOYR4!6 褐 砂世 ローム賢火山直置量 ソフ ト

テ lOYR5!6 貰褐 ロム責 ヤヤハード



白磁:伏焼き内禿げの碗と思われるもの (PL 

16-13)、面取り(八角?)の杯、などがある。見

込み蛇の目、高台に砂?の付着する端反り皿(第

25図2、PL. 2 -3上右、 PL. 16-10)、口唇が

端反りし、胴下部に沈線の横走する、グレイ味の

碗 (PL19-3)、畳付きに砂(目)の付着する皿、

同見込みに砂自の残るもの、利調がグレイ味のも

の (PL.2-3左第 2列〉等は、勝山館跡から従

前から僅かに見られたものである。まだ充分には

確定し得ないが季朝とされるものが含まれるかと

推している。

染付.碗は端反り碗、蓮子碗など殆んど過年度

出土のものである。出土例の多くない鰻頭心タイ

プのものが 3点出土した(PL.2-3中央、 16-

20、21)。見込みに焚字を記した小杯(16-19)、

菊花?を配した皿 (25図 5)は初出である。端反

り獅子皿、碁筒底の魚文 ・寿字文皿他がある。青

磁染付(16-44)は2例目である。

瀬戸・ 美濃 :灰粕の碗.lIJl・香炉 ・瓶(瓶子?)、

鉄粕の碗 ・皿 ・瓶 ・壷?、播鉢が出土している。

第25図 7の血は腰が張り稜をなすもので勝山館で

は気付かなかったものである。腰部などの紬溜り

の色調も薄いながらもやや青味が強い。又同 6は

初出である。 PL. 2 -3中央上、 PL19-12も内

はがしの血のようであるが、粕調 ・焼成等勝山館

では初出である。香炉は概報XII-5図8と接合す

るものである。瓶子?としたものは横位に 6条一

単位の沈線を巡らせるもので一部のため明らかで

ない。鉄粕の碗では)(!JI-23図13と同じモチーフの

別個体が出土した (PL. 2、19-13・14)。又浅

い皿 (PL. 2)、広口壷?も出土した。瓶は概報

XII -22図 3と同一個体かと推されるものである

(PL.2-4左列)。

志野・唐津 :志野、唐津(胎土目〉が勝山館跡

で出土する国産陶器の終末に位置づけられるもの

である。志野は端反り血(第25図10、PL.2-3、

16一70)、唐津は丸皿が出土している。

鉄袖瓶 :肩部に沈線がめぐり、嗣の張るもので

ある。やや厚手に作られている(PL.2-4、16-

71)。薄手で敵き締めのもの(16-4中央右〕、褐

LS，，// 

マ言三7

5 cm 
.... 量孟画面画面白画面副==-

第25図 調査区出土遺物(陶磁‘総)
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粕壷なども出土した。前二者は朝鮮に含めた。

越前'墾・鉢・大整・広口の壷と推されるもの

などがある。又播鉢は各種ある。

b 金属製品

鉄・銅・銀製品、鉛玉、銅銭などが出土した。

鉄製品 :鍋、釘、聖? (第26図22)、小札、銀、

石突? (同19)、鈎針、鈎、締金具(同29)、苧引

金 (PL.17-22)などがある。 26図25は蝶番の一

部かと思われる。新しいものかも知れない。鈎は

形態が異っている。小札に銅を張ったもの(PL. 

2 -4右下〉がある。

銅製品(第26図):鍔、 鋼、奔、小柄、鏡、鉦、

秤のおもり、きせるなどがある。第26図31(PL. 

2、16-39)の小柄には松葉文が配される。同30

の鏡の文様は初見である。 37は伏鉦。 38は銅羅の

ようなものと思われる。体部が僅かに湾曲し、外

縁が潜状に凹む。表面左は被熱して内部から溶出

し空隙がある。二次的な熱変によるものか表裏共

48 

肌が荒れている。或いは未製品とも推される。図

36は、舌かとの教示も得たがおもりとした。 35は

きせるである。きせるについては諸説があるが未

だ試行中のままにあり、後日を期したい。 34の鉄

鈎玉は使用後のためかいびつである。 42は後出の

ものかとも推される。 PL. 16-82-84は銅浮(鋳

造未製品〉で鋳型の痕が残っている。なお瀬戸・

美濃灰粕皿転用のるつぼが出土している。

石製品:砥石、硯が出土している。硯が多く出土

している、旧道跡南東部からの出土が殆んどであ

る。硯は今迄断片的に出土していたが、一度にこ

れだけまとまって出土したことはなし、。相当使い

こまれているものが多い。

鍛冶関連遺物:土嬢 3から既述のように羽口、

鉄浮等が出土している。他に、前述の灰軸皿転用

るつぼ、被熱粘土塊、るつぼ(土製〉などがある。

骨角器:土撰23中の錯頭 ・中柄の他、同種中柄

の一部と推されるもの(PL. 19一72-7のがある。



表24 出土遺物観察表陶磁器

種jl15種
法量園

軸開 胎土 特 徴 備考 出土地点 図版番号
口径 低径 器高

青磁碗 (142) 44.5 62.5 litl'tl-t，品。"1 オリープグレイ 体部見込共無舷畳付以下無粕灰青紬' 李朝' 17j6P .143 26図 l

青磁染付皿 (136) 76.5 29 グレイみの責量 賞みの白 議皿形態見込ヒマワリ様花 18kl3ifl 26図4

染付碗 (124) 46 53.5 録みの白 責みのグレイ II子碗 ロ縁部波梼文体体部7フベスク 高台脇砂付着 18kl8刊 5他 26悶 3

染付皿 92 46 29 貰みの白 明るいグレイ 端反外面体部牡丹唐草見込花で蛇の目に紬剥 17K25P.15 26悶 5

灰柚皿 121 58.5 24.5 グレイみの貰 ベージュ 被皿 ロ録8ヶ所を指で押えて鎗花風見込印花文 17K25if 35 26図6. (118) 60 28 . . 端反高台高〈断面角見込印花文 17KI7m 26園 9

砂 (118) 58 25 に占;い貰 . 繍反 . . 見込無文 17KI7m 26困 8. (84) 45 22 グレイみの貰 うすい貰 繍反体部に強い援組が入る 見込揖文 17K5P.1374 26図7

志野皿 (127) 715 30 貰みの白 ベジュ 繍反高台ウラ 1部露胎胎土目 3コ 18K2ffi-3 26国10

白磁皿 (108) 47 29.5 黄みの白 貰みの白 繍反見込蛇の目 厚めの施軸高台に砂付着砂目痕 *朝' 19W 1-6 26国 2

鉄製品観察表

種別器種 幅 厚さ 長さ 重量g 争守 徴 出土地点 図版番号

鍋 340 ロ録部 口径推定380_ IBK5m 27図1

鍋 7I.B ロ縁部 ロ径推定360圃 19WH 27国 2

鍋 126.9 底部底箆推定240固足の長さ31. 19wm 27国 3

鍋 55.9 ロ縁部 吊耳下部に 3つ、その上に 1つ孔がある 17K251I 27園4

鍋 100.1 ロ縁部耳に 2個の孔 IBK71 II 27図5

釘 5 4 64 4.9 角釘完形 IBK51I 27図6

釘 5 5 54 5.5 角釘先繍部矢損 17K5m 27悶7

釘 6 4.5 45 4.B 角釘先端部主損 IBKI51I 27図8

釘 4 5 46 2.3 角釘先場部主鍋 IBK20m 27国9

釘 5 4 47 2.2 角釘先織部主損 IBK5ll 27図10

釘 3.5 2.5 40.5 1.3 角釘先場部および頭部長損 IBK5ll 27図11

釘 3 3 44.5 2.7 角釘先端部究損 IBKI4皿 27図12

釘 7 8 70 15.5 角釘顕部が直角に折れ曲がる両端部!x.掛 IBKI7田 27悶13

小札 21.5 2 69.5 6.2 平札' ほぽ完全表面に鋼需を打つ IBK5PI2B4 27図14

小札 26.5 1.5 62 5.2 伊干札下部矢鍋 17KI7m 27園15

小札 23 2 50 7.5 伊予札下部究慣 17K20珊31 21悶16

小札 23 2.4 50 4.2 伊干札両場部主損 IBj1lm 21図11

小札 19 1.5 46 3.4 両鋼部欠損 IBKI1m 21図18

石突' 36 31 6B B6.6 先嬬部に段を持つ 裏面やや姻'f' IBKl5P.1224 21図19

京l突A? 4 4 10.5 4.1 両蝿部!x.鍋備で膨れているが断面ほぽ四角形 I1K25膚35 21悶20

刺突A? 5 6 11.5 5.B ほぽ完形断面ほぽ四角形 I1K20m 21図21

望' 24 9 119.5 18.1 ほほ完形 I1K25 1 21図22

不明 12 6 B4.5 20.9 ほぽ完形先嬬部が股に分かれて前後にねじれている IBK51 21図23

不明 14.5 5 64.5 14.5 先端部欠楓 I1K20 1 II 27図24

不明 10 9 63 3.3 中央部に孔孔の反対側は偏平 I1K25田 27図25

鈎 11.5 9 90 61.9 ほぽ完形断面四角形 先端部になるにつけ細〈尖る IBKI1 21困26

釣針 4 4 4 2.1 両繍部!x.損 16j21P.1409 21国2B

締壷A 15 12.6 完形外径22. 内径13. 鉄底を丸〈曲げて盛合 11Kl9珊4 21園田

銅製品・砥石他観察表

種別器種 巾 厚 畏 重量 特 置 備考 出土地点 図版番号

界 12. 4.  (BO). 16g 訟藁敏 11j1P.1424 21園31. 14 5 (61.5) 10.2 腐触のため整飾等不明 I1K25 1-1と岡 か 11119埋土 21図32

調 (51) 3.5 (31.5) 32.4 木瓜形地鉱青梅渡' 11Kl9il・3 21悶33

鍾 13 56 13.5 30.6 円健形上嶋を環状に作る (B.16刃) (舌かり IBKI9ミソ 29 21図36

キセル (71.5) 11.2 雁首都火皿径18. IBK51 21図35

取手金具 2.8 頭部幅11圏内径11. 16K 1 21図40 I 
観 径(220) 2 26.3 地敏六段星縁の高さ 5. 17L22 21図30

鉦 4 134.0 鯛匝'伏がねか 11.lBK 1 21図31
. ， 径(BO) 3 54.0 背面に懸垂周環 16j23町 21図3B

脚部 25 46 49.B 番炉か金剛盤の脚腐触が薯1..'、 IBK8阻 21図39

銀製' 径 2 3.4 碩(耳掻')欠輩限が草される IBK20il.6 21回目

鉄砲玉 径13.5 11.5 鉛王 I1K22 1 21図34

石鉢 口径約340. IBKIBil・7 2B悶16

硯 51 IB (96) 情円形小形海部1l"!x. 畢跡が!lる I1KlI 2B図l
， IB 10 (51.5) 硯面が構内形 I1K25 1 2B悶 2. 52 IB (49) 硯面中央凹む墨跡が残る IBK91 2B図3
， 4B 14 (52) 風化のためか硯面に穴等が目立つ I1Kl4if3 2B悶 4. (30) 9.5 (14.5) 使用のため中央凹む IBKI11 28園 5

砥石 29 3.5 (5.8) 漕い甑状硯面なめらか小刀等に使用' lBK3il・8 2B園 6. 32 11 (10) 断面方形砥面弧状に凹む小型 IBK21I 28悶7. 45 (15) (19) ， 砥面は l面他は破損大型か? I1K24、γ3 28園9. 50 25.5 (11.5) . 砥蘭は4面 IBKI91 2B図8. 51 34 (lll) . 砥面は 3面鍍痕顕著 IBK20m 2B悶11. 63 (61) (45) . 砥蘭は l面のみ他は破損のため民高 I1K25m 2B図10

砂 (53) (32) (139) . 日正面は 3面篠痕多量 IBKI1m 2B図14. 51 36 (B6) 断面6角形 I1K9 28図13. 15 44 139.5 M 方形風化のためか篠Il{が僅に残る I1K表採 28国12

砥石原石 92 113 114 6面体をなす 2面のみ盤形 IBKl 28園15

とうすい 2B 28 31 管技 I1K24d3 2B図11
。 36 36 110 . lBK1皿 2B図18

住 (11) (300) 角'柱材 18K20P.1I96 盟国20. (94.5) (133) 角'柱材 11Kl4P.1328 28図19
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表25 出土遺物集計表 1(陶磁器)

(総破片数)

取
舶 載 国産

青磁白中磁染付赤国絵褐勅 朝鮮小計

瀬戸美浪
灰刺鉄勅 志野唐津土器 越 前 珠 州 美 濃 信 楽 小 計 (碗皿計) 合計 近世 総計

碗 861 24 194 3 307 62 91 153 (460) 460 29 489 

皿 49 262 290 6 607 556 4 31 13 576 (1183) 1183 7 1190 

盤 25 25 (25) 25 25 

Z干 10 2 12 (12) 12 12 

香炉 2(1) 2 1 (2) 2 2 

矯鉢 584 1 585 585 585 

建壷鉢 1 7 8 216 l 217 225 25 250 

袋物 2 2 1 3 3 5 15 20 

その他 l 1 1 3 4 4 8 

総計 163 296 486 3 11 15 964 620 99 31 13 800 1 1 1537 (1682) 2501 80 2581 

表26 出土遺物集計表2(鉄製品他)

種ヲu---足量 点 量 重量(g) 憎考 積蔚--盤量 点fI: 重量(g) 備考 種革「一-豊L量 点世 備 考

小札 57 143.3 調 1 32.4 -匝 1 17拘置熱

武
万子 7 97.5 切刃 1 0.8 骨 到形製品? 1 . 

武 角

具 鍬 2 20.3 鰭 2 8.3 器 中柄又は刺突具 19 切損品 ， 
石突ヲ 1 86.6 縁 1 4.5 Z十 21点

Jt 67 347.7 長飾 l 1.5 鞘飾 住材 2 Pit45 Pit66 

鍋 343 10，837.7 鋼 A
算 4 37.6 住

柱材(杭) 2 ~穴45 小柱穴
生 材
活 火箸 3 83.8 うち2本111封 縁金具 l 3.3 

他 不明材 2 Pit90 Pitl30 

A 
火打金

鉄
2 25.5 Z十 11 88.4 計 6点

Z十 348 10，947.0 
製 宗設A 

鉦ヲ 2 190.0 硯 6 

釘 370 1，152.7 脚部 1 49.8 番炉か金剛盤 茶臼 4 

建 模 22.7 1十 3 239.8 石鉢 1 
!I; 石

鑓 3 27.1 錘 1 30.6 (8.16坦) 石鉢' 1 

製加 壷壷 22.1 品 生 鏡 7 186.9 製 砥石 35 
工

A 題 78.1 活 キセル 1 11.2 砥石原石 11 

[錐) 2，9 具 取手金具 1 2.8 
晶

その他 86 円、鳳平磯他

針 377 1，305.6 針状銅製品 l 1.0 焼石 4 

ヤス 4.1 計 11 232.5 針 148点
品桶

県J器 5.8 不 明 4 4.7 陶錘 11 
初

土カギ 2 118.9 合 Z十 29 565.4 かわら 3 

生
製

釣針 3 8.3 かんさL l 3.4 
品 不明 1 

産

具 締金具 3 27.2 鉄砲玉 l 11.1鉛 計 15点

苧引金 14.1 浩平z宝 1 1【0各6覗41崎土年壇)23 

Z十 11 178.4 元豊通宝 1 1078 

(茶道具} 6 257.3 革董アタ 11個体' 元祐通宝 1 1086 

不 明 110 726.4 鋼 崇軍重宝 1102 竪穴51

ムロ Z十 919 13，762.4 政和通宝 1 1111 

羽ロ 6 (土製1個体) 慶元通宝 l 1195 

1ft 
鉄棒 74 6，224.7 事定通宝 1 1208 .面+

鋼来製品 7 131.2 " 1208 裏面±

拾
鍋滴 5 36.6 洪武通宝 2 1367 

関 銅樺 2 1.6 銭 無名銭 13 

るつぼ 2 内111・戸量量 判読不明 50 
連 附E闘 ~.n署

1十 73世

不明土製品 20 世鼎粘土塊
(炉量陣型ヲ) 寛永通宝 13 

合 計 116 (6394.1) 合 針 86枚
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III 小括

今年度の調査は第二平坦面中央を縦貫する旧道

跡とその北西、前年度調査区との中間部での遺構

の確認を主要目的として実施し、既述の遺構 ・遺

物の検出を見た。

1 遺構

旧道跡北西の調査区からは、建物跡敷地を画す

る溝跡、掘立柱の建物跡、竪穴建物跡、土棟、 n客

殿空間11を画する柱列の延長部などが確認された。

溝跡はその時間的な前後関係、建物跡、敷地と

の対応関係等の掌握が不充分なままに終わった。

軸線の異なるものが見られることは、ある時期に

少なくとも第二平坦面北西部での空間配置が大き

く変えられたことを示すのであろうが、それを具

体的に明らかにすることはできなかった。溝跡の

覆土壁際に炭化した板状のものが見られた。 (P

L. 9 -2・3)。潟両側に板が立てられていた可

能性がある。なお前年度の調査でも、区画段の上

の柱列の南西側に並行して同様の炭化材が検出さ

れている(刃V-PL.4-2)。

掘立柱の建物跡を12棟想定した。もとより不充

分なものであり更に検討を加えなければならな

い。勝山館跡の建築遺構について長年ご指導を頂

戴している鈴木互先生から、各建物跡等について

のご指導・ご助言を賜ったが、柱穴等の点検や、

挿図を訂正する時聞は既になく、大変失礼なこと

とは思いながら、以下に記させて戴くこととした

L 、。

第 l号建物跡では、北西側P8を使用した 1聞

の柱列や内部左右の間仕切り等、第 2号建物跡で

は、新旧関係等使用柱穴の変更、第 3号建物跡で

は、柱穴の変更、間仕切り、南東側への拡張乃至

は柱列の想定、第 4号建物跡では南東側 1聞と内

部の間仕切りの削除、第 5号建物跡では、 3x 5 

聞の間面変更とこれに伴う柱列、間仕切り等の設

定、第 6号建物跡では、 2x 4聞を 3x 4間への

間面変更とこれに伴う内部空間(間仕切り〉の設

定、第 7号建物跡では、一部柱穴(間仕切り〉の

設定、第 7号建物跡では、一部柱穴の変更と間仕

切りの追加、 8号建物跡では使用柱穴の変更、 9、

12号建物跡の削除、れ客殿空間11区画柱列の第 8号

建物跡北東面までの延長などがど指示を戴いた検

討事項の主な内容であった。個々の建物跡の組み

立て方とともに、建物間相互、溝、配置等の全体

的視点からの見直し作業をすすめなければならな

いことを痛感するところである。

今年度調査区内は土境等も少し竪穴の位置も

まとまりを見せるようである。 3x 4問、 3x 5 

間等を基調とする、北西一南東を長軸とする、地

割溝に並行、或いはその内に納まる掘立柱建物が

主体をなし、一部それに直交する軸線の総柱に近

い建物が立つ空間とすることができょう。

区画柱列の南東方向最後の一聞は3.7m02.2 

尺〉と他の柱聞がほぼ2.0m(6.6尺〉等間となる

のと差異を見せている。この、他より広い柱問の

ところが、北東のい客殿空間"との通路となるの

であろうか。門等が置かれていたかと推される。

土撰 ・竪穴については、覆土 ・焼土等の採取資

料の選別が途中になっており詳しいことは述べる

ことができないことをお赦し願いたし、。

旧道跡の確認調査では、 90年の調査で検出した

道跡が更に南西に延びていることが判ったが、左

右の溝跡の確認が不充分な為、道幅(道路跡)の

確定をする迄にいたらなかった。この為、この旧

道跡南西部で、見つかった 4個の大型柱穴の性格付

けを暖昧なものとしてしまった。前述の建物跡調

査でも、この柱穴に対応するような建物配置は、

認められないようであり、旧道軸線方向に機能の

主目的があったかと推されるが、なお留保したい。

旧道跡東端部で第55号竪穴建物跡が確認され

た。 90年の調査時のトレンチが丁度この覆土と壁

の一部を切り取っていた。竪穴の北西半の床と壁

が、旧道跡によって削られ、竪穴覆土が一部旧道

跡の側壁(切り通し法面〉を形成している。本竪

穴が埋め戻された後に旧道跡が作られた状況を示

すものであろう。これは通路をはじめとする前面

の空壕の掘り上げと架橋、左右の平坦面形成の為

の盛り土、整地等、現在見るような館正面(第二

平坦面上り口付近〉の形状を作る過程で竪穴が埋

められていることを示してもいるのであろう。こ

の竪穴の覆土 ・床面直上から、勝山館内では初期

の段階に含められる越前の播鉢片が出土した。 15

世紀後半から16世紀初めの聞に属すると推され
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る。

今までの調査から、現在見る館の景観は遅くと

も16世紀の第 1四半期迄には成立したと推してき

ているが、この竪穴遺構の調査結果もこれに大き

く矛盾するものではない。しかしなおその幅を縮

めるように努めたく思う。

旧道跡南東仮ijにも、道路に直行する数条の溝跡

の延びていることが明らかとなった。旧道跡北西

部と同じように溝で建物敷地を囲う地割がされ、

建物が建ち並ぶ状況が見られるのであろう。本概

報には収録していないが、土境23と重複する竪穴

24、あるいは土嬢20などの遺構もある。

2 出土遺物

本年度調査に伴う出土遺物の概要は既述し、表

に示した。

陶磁器の示す年代幅は、およそ大窯の I期頃か

ら、志野、胎土目の唐津焼までの問、 15世紀期の

第 4四半期頃から16世紀末葉迄と推している。

白磁伏焼(口禿げ〉の碗は14世紀代であろうか。

二例目である。面取りの八角杯、削り出し高台扶

り入りの丸皿などは、 15世紀中葉の志苔館跡など

でも出土している。端反りで断面三角形の高台が

付き、胴部に沈線の巡る白磁碗を古いものとした

ことがあるが(概報Xll)朝鮮とすべきかと推して

いる。

染付の文様に新出の数例を見た。端反り碗、蓮

子碗などいくつかのタイプが見られた。

青磁香炉・盤、瀬戸・美濃灰勅瓶子つ・香炉、

鉄粕瓶・壷つといった器種のものや硯などが旧道

跡の南東側で多く出土していることは留意され

る。

樽秤の錘である分銅が出土した。浪岡城に類例

があるが更に単純な形である。舌かとのご教示も

得た。伏鉦など仏具に更に広がりがでた。楽器は

初出である。煙管は課題を残したままとなった。

銀製の替は入念なもののようである。風俗史上は

江戸中期くらいまでは下げなければならないので

あろうか。通路に近い位置での出土ではあるが、

山道を散策したり、畑作りの往き帰りに似つかわ

しいものなのか今少し考えて見たし、。当十の銅銭

が出土した。二例目である。

苧引金は二例目の出土である。

美濃血を転用した銅鋳造用るつぼ、銅滴・浮、

未製品などが今年も出土している。
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土壌などから採取した土壌サンフ.ルの洗浄、摘

出作業が殆んど手つかずのままに終った。

多様、多量でしかも毎年のように初出のものが

見られる状態にあり、限られた時間の中で、浅学

の筆者らの細々とした努力では、後年度送りに引

き継がれ、そのまま下積みになっている課題が後

を断たなし、。できるだけ多くの方々のご教示を仰

ぎ、少しずつでも解決を図るよう努めることとし

Tこし、。

3 土墳23と勝山館出土の銘頭

171 1・2区で見つかった土壌23は、浅い皿型

で壁の立ち上りや床の状態が不明瞭、不安定な状

態であった。土層の堆積も全体には柔らかな黒褐

色の層として大きく把えられるものである。この

土嬢中から表21に見る遺物が出土した。熱変のあ

る陶磁器のうち、白磁皿 lは削り出し、高台扶り

入りの丸皿で15世紀中葉以降、鉄粕の碗は大窯 I

期で15世紀末から16世紀初、染付獅子皿は15世紀

後半-16世紀、白磁皿 2はほぼ16世紀、播鉢は越

前III-IV (勝山館概報v-1 • II類〉でありおよ

そ16世紀前半迄に含められると推される。又他の

出土遺物も、 16世紀代に含められるものであり、

16世紀後半に限定できる資料は見えない。銘頭や

銅鏡など熱変の見られる遺物はこの陶磁器類と時

間的にかなり近いことを窺わせる。

銅鏡は界圏の外側に二個の穴が穿たれ懸垂され

たことを示す。一穴が亀(紐〉の口と双鳥(雀?)

の接鳴する真上のやや右より、今一穴がその60"

程左へ戻った位置にあたり、垂下した時の中心線

は鏡背文様の中央から30・ほど傾く。組以外のと

ころを懸下して使用される鏡が鏡背文様とは異っ

た中心軸で垂下される例は本州、|でも見られるし、

組(孔〉が鏡背文様の天地と無関係な位置の例も
註 l

ある。

白磁皿 2が焼土18下面にあった被熱のものと接

合していることは、焼土18と同時またはそれ以前

に皿の時期が求められ、土境内への堆積は焼土18

と同時又はそれ以降と解されよう。

佐藤が既述のように (43頁)焼土18等の周辺の

焼土等がこの土墳と関係していることは明らかで

あるが、土嬢23を掘り上げた、その周囲で焼土等

が形成され、廃された後に凹地へ・土壌を掘って

周辺の遺物を燈き集めたのかといった本遺構の成

りたちについての確かな手懸かりはない。只土層



の堆積や土墳の深さなと.はそれ程長期に亘つての

繰り返しゃ、プロック状の投げ(放り)込みを示

してはいないと推される。別表の遺物の大部分は

この周辺のものの集積であろう。団地の利用につ

いて宇田川洋の指摘があるが、勝山館にあっては
註 2

なお精しく検討したく思っている。 註 3

銘頭(第23図12) 全長12.5cm。体部断面は背面

側が盛りあがる丸味のある三角形。背面から見た

全体の形状は細い柳葉形。長軸線は熱変もあって

か幾分振れる。側面観は、上半部は外反し、下半

は湾曲気味で全体はゆるいS字状を呈する。

体部中央、先端から 5、 8cm程のところに線刻

した細い線で・画した、幅 2-4、 5 mm程の、体部

を横環する隆帯を作り出す。この二条の隆帯が全

体を先端・中央・基部の三部位に区分している。

先端部は隆帯を画す溝の上 1mm余の部分から内

反り気味に削りを加え槍の穂先状につくる。峰は

ない。先端から腹背面に並行して縦割りして平ら

な面が2.8cm程つくられる。先端から 7mm下中央に

径 2mmの丸い穴が穿たれる。 1mm程の刃溝を聞に

腹面側に 5mmほどの瓜状の半円形の突起がつくら

れる。突起の尖端は摩耗しており、側面観も丸味

を持つ。図示はできなかったが、刃溝を挟んだ背

面側の平坦面に、このれつめ"の先端に沿った数

回の切り込みによる溝が深く残っている。引L、平

坦面、刃溝は茶褐色を呈し暗紫色の付着物がとこ

ろどころに残る。

二条の隆帯に画された体部中央は全面が 1mm程

削られ、一段細くなり、幅2.2cm程の索溝となる。

下位の隆帯を画す溝から基部先端まで4.5cm程

ある。右側縁は僅かに下端まで欠失している。経

帯の下位 2cmの聞に幅3.5、4.5mm程の 2条の浅い

溝が 1cm程の聞をおいてつけられ締着溝となる。

溝の下位は三分して距をつくる。中央の距は2.5cm

余と最も大きく、両側に扶りをいれて先端を剣先

状に作る。左は 8mm、右は欠失し 5mm程が残る。

腹面に幅 8mm、深さ 5mm程の富がつくられる。そ

の奥は隆帯下部へ 3mm程入りこんで閉じている。

窟の断面形は 1端が欠失しているため正確ではな

いが、上下の潰れた円形で、幅 4mm程が開口する。

富の長さは約2.0cm。背面二条の締着溝聞の中央右

側に 8mmの短線が 2条叉状に刻される。刻線の右

側縁に1.5x 2. Omm程の小孔が穿たれて腹面に貫通

している。腹面にはこの小孔の 6mm程上に今一孔、

途中まで穿孔の痕が残る。

先端の穿孔部、腹面平坦面等に残る暗紫色の付

着物は磁着するので鉄錆と考えられる。茶褐色の

変色も鋭化に伴うものであろう。従ってこの先端

部には鉄の鋲(釘〉止めされた鋲が装着されてい

たと推される。鉱の装着は先端から器体の中央を

縦割りして刃溝をつくりそこに鉄を差し込み、ア

スフアルトその他で固着・鉄留めするのが一般で

あり、刃溝の両側の nつめ"は、片側が欠損した

出土例の多いことからも、鉱の固定とその回転機

能上重要な要素と推される。が、本例はその片方

が失われた状態で形が整えられていることにな

る。第一次的には通常の形で製作され、欠失後再

加工した結果とは推されるが、短い方のれつめ"

を整える時に生じたと思われる痕跡が今一方の

、、つめ"の腹面に明瞭に残ることは、はじめに片

側を短くつくるべく切りこみをいれ、その後に先

端から縦割りを行った可能性を示すものといえ

る。類例をまちたい。

基部中央右の叉状の刻線はシロシ様のものであ

ろうか。索溝部腹面下部の刻みも或いは同様かと

推される。

右側縁の小孔は補修孔であり、腹面側からの途

中までの今一孔はそれ断念したことを示すのであ

ろうか。

先端に銭を装着すると全長は13cm余にもなるよ

うである。大塚和義は「銘の突入深度は、銘自体

が完全に外皮を貫いて体内の脂肪層もしくはこれ

より深い肉質部に位置して」いることが必要だと

するケ 逆に言えば13cm余の厚さの肉質部をもっ

獲物を対象として使用されるのが本例の銘頭とい

うことである。海獣あるいは大型のマグロ類など

が想定される。

勝山館跡からは、現在迄に中柄を中心に骨銀、

JliIJ器、銘頭等の骨角器500点余と、鹿角・骨、海獣

骨の切・削片が大量に出土している。勝山館は文

明 5 (1473)年館内に八幡神を守護神として創紀

し、慶長のはじめ迄城代がおかれたとの記録や、

25，000点余の出土陶磁器には、美濃大祭 I期から

志野、胎土目の唐津焼まで、各種の製品等が間断

なく見られることから、およそ15世紀後半遅れて

も第 4四半期頃から、 16世紀末葉まで存続してい

たと推される遺跡であり、これらの骨角器類にも

その聞の年代が与えられるものと把えてきた。又
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その性格について筆者は「非和人社会的なもの」

としながらもその後の具体的な追跡は放置したま

まにあった。

勝山館跡から出土した銘頭は本例で二例目であ

る。既述のように補修孔が見られ、刃溝部の再加

工の可能性もあることなど利器として使用された

ことは明らかであろう。今一点の銘頭も尖頭部の

周縁が激しく磨滅しており、石器類に見る刃こほ.

れと同様の状態にある(第28図5一概報IV-28図

7)。又、二個の索孔の左右の挟りの下に、僅かな

凹みや、表皮のエナメル質の剥落(右側のみ〉が

見られるのは、使用時の中柄の緊縛痕と推される。

銘頭の中柄について、出土の中柄を検討してA、

Bの両類に分類した前田正憲は、 B類の一部をこ
註 5

の銘頭のそれに比定した(第28図3 概報IV28図

8に同じ〉。

o O 
O 

o 2 

O o 

σむ
。 1Ocm

O 

第28図 勝山館跡過年度出土骨角器
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他方今年度の銘頭の茎溝の断面形は、前田のB

類のうち断面長円形とするものに近い。しかし前

田があげた諸例はいずれも装着部先端のみが長円

形に作出されており、本例に装着はできなかった。

しかしながら、器体全体が偏(平〉円形に作られ、

尖端部へ自然に細くなる、断面長円形の別な一群

が勝山館出土品中にあり、装着の安定度も良いも

のであった(第28図 1、2、 lは概報IV28図5に

同じ〉。

これらのことから 2点の銘頭は一定期間使用さ

れたものであり、勝山館出土の中柄の一群との聞

にある相関性から、銘頭そのものの出土例は少な

いが、この種銘頭が勝山館跡の狩(漁〉明生産具

として定着していたとすることができょう。

銘頭については変遷その他多くの論考があ
註 6

る。

種市幸生は擦文期とそれ以降を分ける指標を索

孔の作出とそれに伴う締着孔の器体下方への分離

に求め得るとしている。

本年出土の銘頭は12.5cmという長い器体を有す

るものであり、その中央に索溝を設けることによ

り、締着溝の下方分離を可能としたものである。

こうした索溝の作出による締着溝の下方分離の近
註 7

い例は青苗貝塚出土品中に見られる。又、神恵内

洞窟出土の 2孔縦位の索孔を持ち、刃溝のつくら

れる例は、勝山館例に比べ小型で、あること、索孔

と索溝に違いがあることを除くと、備わる要素は
註8

殆んど同じである。

又、第28図5に示す過年度出土の錯頭は、縦位2

孔の索孔を有すると同時に、明瞭な作出はないと

はいえ、索孔の下位に締着の痕跡が認められ、 『締

着溝(部〉の下方への分離jを志向していること

が認められる。この類例はやはり神恵内洞窟出土
註 9

品の中に見ることができる。

神恵内洞窟出土の二点、のうち、前者について大

塚和義はキテ以前の F群タイプ(14-17世紀)中

の古手のもので、擦文文化の伝統を引くとする11110

千代肇は擦文期の骨角器の報告中で同資料を参考
IIII 

資料として再掲している。又後者は石附によっ

て、索孔の初現は「擦文式文化終末後間もなくー

おそらく鎌倉時代から室町初期」で「当初の索孔

は二個縦位」であることの例として図示されてい
註12

る。なお石川直幸は、銘先の編年観を述べる中で

索子しを持ち、索溝(締着溝〕をもつことの多いIII、



鉄鉱+索溝をもっIV類とし、その年代をIIIは11世

紀後半から15世紀、 IV類は15-16世紀を中心と記

すが、 III類に前述の神恵内の後者を又、 IV類に前
註13

者を含めているようである。

これらのことから勝山館出土の二点の銘頭は共

に擦文時代の銘頭に系譜が求められることとなろ

う。殊に基部が三つの距に分岐し、中央が発達す

るという共通する形状は、青苗貝塚、神恵内洞窟

出土の銘頭に連るものであり、少くとも北海道南

部日本海側において擦文時代から中世末の聞に連

続して現れる地域的特徴と位置付けられよう。

「締着溝(部)Jの下方への分離を遂げた銘頭の

基部は、開寓・半閉富・問答と変遷し、体部の緊

縛は縦位 2孔・(斜位〉・横位と変遷し、近世アイ

ヌのキテとしてのスタイルに到達することは諸先

学の説かれるところである。

これについて石附は「綱が銘からいっそうはず

れにくい在り方へ」の変化として索孔の出現を位
註14

置づけているが、勝山館跡出土の「索溝+締着

溝」の銘頭は、種市のし、う締着潜の器体下方への

分離移動を先ず志向した形を示している。この銘

頭の締着溝は2条f乍出されており、この結果使用

時には嵩の殆んど閉じられた穴・閉寵の状態にな

っていると推される。又、これに伴って富の位置

は器体の下位 3分の lほどの所まで当然下ってく

る。これは長身の器体の銘頭を除いて大部分の銘

頭の器体の 2分の l以上を占めていた簡の部分

が、やがて、全長(鎌身部分を含む〉の半分以下
註15

と小さくなるキテの形状へと移行し、相対的に刃

部(刺突部〉が大きくなることと大きく関わるこ

とと推される。勝山館出土銘頭の基部側縁の補修
註16

孔は、刺突時にかかる大きな衝撃を示すものであ

り、その補修が途中で中断されていることは、そ

の失敗による廃棄とも解される。締着溝の下部へ

の移行はこうした富の損傷を防止するとともに、

鉄装着の定着化に象徴される刺突機能と器体その

ものの強化が目的のーっとなっているのではなか

ろうか。石附の緊縛の強化が 2孔横位への過程を

辿ったことは勿論否定すべくもない。またこうし

た変移の背景が捕獲対象物の変化にあることは既

に先学の指摘するところである。

「非和人社会的なもの」として把えながら長い

開放置してきた勝山館跡の骨角器等のうち、銘頭

という限られた器穫についてではあるが、館内で

狩(漁〕携具として定着した位置を占めていたこ

と、更には北海道における擦文時代から、キテに

いたる一連の変遷の中で、 15、16世紀の時間帯の
註17

所産として矛盾なく存在し得るとの推論をかな

り乱暴にすすめてきた。厚かましく暴論を重ねる

なら銘頭基部の叉状の線刻は館内出土骨鉱に見ら

れた線刻(第28図4)とともに nシロシ1/ の一例
註18

とも推するところである。

勝山館跡から出土する銘頭以外の各種大量の骨

角器類についてはまだ充分な検討をなし得ずにい

る。恐らくは上述の銘頭同様に館内での主要な狩

猟・漁拐生産具のーっとして存在し、位置付けら

れることは否定できないであろう。

高度な金属加工技術や豊富な鉄器類を所有し、

大きな勢力を有していた勝山館の中でこれらの骨

角器類を製作し、使用した人達の存在を改めて考

えてみなければならなL、。

註 1 中野政樹和鏡 日本の美術42 1969、

難 波 田 徹 鏡 像 と 懸 仏 同284 1990 

2 宇田川洋第二節物送り場としての竪

穴上層遺構について ライトコロJ11口遺跡

1980 

なお本資料等の分析は直接の調査員であ

る佐藤の手によって明年度調査結果を踏ま

えなされる予定であったが、明年度以降暫

く佐藤が勝山館跡の調査に直接関係しない

こととなったこと、勝山館の骨角器につい

ては松崎が「非和入社会的なもの」として

以来その位置付を暖昧なままにしてきてい

ることから共同調査者であり調査担当者で

ある松崎がとりあえず骨角器について、現

時点での推測を示すこととした。 拙稿「道

南の和人の館」 よみがえる中世 4 菊地

徹夫福田豊彦編

3 銘頭各部位の名称等については佐藤達夫

氏の呼称に倣うこととした。尚、大塚和義

渡辺誠、金子浩畠、前田潮、山浦清、種市

幸生、石附喜三男、宇田川洋の各氏の記述

を参照した。又、筆者は在学中に金子治昌

先生のご講義を拝聴し、骨角器等について

初めて学んだ。又、種市幸生氏から種々ご

教示を賜った。

4 大塚和義「アイヌのキテ(回転式離頭錐)

の諸系列 1976 
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5 前田正憲 「骨角器」 勝山館概報IV

1983 又別に筆者も付言したことがある。

6 註 3他、文献は別掲した。

7 千代肇北海道奥尻島遺跡調査概報考

古学雑誌41-2 1956 

桜井清彦 北海道奥尻島青苗貝塚につい

て(第一次調査概報〉古代27 1958 

佐藤忠雄奥尻島青苗遺跡 1979 同書

P L. 34-8 写真観察であるが索溝と上

下して締着溝があり、その上に一条浅い溝

が巡りその上に、刃溝と留め孔が見られる。

長さ6.3(先端欠失)cmとやや短い。

8 渡辺誠縄文時代の漁業 1973 第91図

C 

9 石附喜三男 5 エゾ地の鉄 180図 7

日本民俗文化大系 3 稲と鉄 1983 

10 大塚前掲註4

11 千代墜 6 ) 骨角製品有珠オヤコ

ツ・ポンマ遺跡 1993 

12 石附前掲註 9

13 石川|直章物質資料からみたアイヌ文化

の様式ーアイヌ文化成立についての覚書

根室市博物館開設準備室紀要 2 

14 石附前掲註 9

15 大塚前掲註 4の表 l中、全長 a 索孔中

央~尾部末端 Cの89点の平均比は100: 42 

である。50を僅かに超えるのは3例である。

最大は52、最小は28である。

16 大塚前掲 4

17 本年 1月札幌で宇田川洋氏にお会いした

折本資料の素図を見ていただきご教示を頂

戴した。字国川氏は、筆者の r16世紀初め

位までの遺物と共伴する」との説明に対し

「擦文的JCl6世紀では新しすぎる一筆者の

感じ〉とのコメントを下さった。別項で佐

藤が、字国川氏の d群とあわない等々記し

ているが、本資料の形態が一般的に16世紀

では新しすぎると把えられるのが現状であ

ろうとの認識に立ち、 16世紀初め段階に位

置付ける可否にまず率直に疑問を投じ、そ

こから検証を始めようとする、自らの出発

点を述べているのであって、他意のないこ

とを掛酌賜りたい。

18 既に大塚和義氏の指摘がある。大塚和義

扶入離頭銘物質文化 7 1966 



W 保存処理

1 鉄製品

今年度は2，080点の処理を行なった。従来通り錆

除去、エタノーノレ浸漬による脱水、パラロイドN

A一D10の20-30%ナフサ溶液による減圧含浸、

接合等を行なった。処理の内訳は建築用具の釘、

銭、生活用具の鍋、鍋差、火箸、鎌、武具の小札、

小万、小柄、銭等である。処理後シリカゲノレを入

れたo.vフィルム内にて密閉している。

2 銅製品

80点の処理を行なった。メス等による錆除去、

エタノール脱水後、ベンゾトリアゾールのエタノ

ールの 2-3%溶液による減圧含浸を行なった。

処理の内訳は鋲、縁金具、取手、煙管、甲胃部分、

銭等である。処理後シリカゲノレを入れたO・Vフ

ィルム内に密閉している。

3 木製品

1700点の処理を行なった。 P• E ・G20%-90
%と順次濃度を上げていった。従来どおり処理中

には処理遺物の中から任意の複数の遺物を抽出し

重量を計測して行き重量の変化がなくなったとこ

ろで処理を完了した。処理の内訳は生活用具の箸、

下駄、取手、曲げ物、底板、網枠、網浮、折敷、

武具の鞠、中柄、銀、建築関係の柱材、板材、そ

の他羽子板状木製品、人形等である。

4 漆器

10点の処理を行なった。 P・E • G20%-90% 

と順次濃度を上げていった。処理の内訳は碗、皿

等の口縁部~胴部にかけてである。処理の際破損

を防ぐために漆器全体を不織布と脱脂綿により梱

包した。処理後表面には余分なP・E.Gが付着

した状態であるが、木質部と被膜の剥離もなく現

在安定した状態にある。

今後表面に余分に付着している P.E.Gの除

去等を行なう予定である。

5 今年度のまとめ

(1) 漆器、木製品

今年度の木製品、漆器の処理遺物はいずれも平

成 2年度大手空壕より出土したものである。

漆器については処理後思った程の黒化もなく、

漆被膜の剥離等もなく比較的安定した状態であ

る。しかしそれぞれ漆被膜の厚さ、塗りの状態、

木質部の厚さ等が異なっており、生産地等が異な

る可能性がある。今後未処理のものについては生

産地等の検討が必要と考えられる。

木製品については過去に行なった揚め手地区の

室町期貝塚出土の遺物よりも含水率も低く比較的

しっかりした状態であり、品目も多種多様であっ

た。

今後未処理の遺物については樹種同定等を行な

い、現地の材料を使用した現地生産なのか、ある

いは他地方からの移入品なのか、材料だけ移入し

現地で加工したのか等々を検討することが必要で

あると考えられる。これらのことを検討すること

により、勝山館を構成していた人々、さらには勝

山館の性格を知る一助となると考えられる。この

ことは漆器についても同様である。

(2) 鉄製品

釘、録、小札、鍋等従来と変わらない品目であ

るが、出土から整理作業を経て保存処理完了に至

る行程の検討が現在必要となってきている。発掘

調査及び整理段階においてどこまで錆を除去する

カ益ワ

泥を落とすのは勿論であるが、整理作業段階に

おいて、脱水等の処理前に遺物を計測あるいは実

測のためほぼ充分な状態まで錆を落とすのはどう

なのか、遺物に負荷がかからないかということで

ある。一定度の状態まで錆を落としたら後はその

遺物を実測、あるいは観察できないだろうかとい

う点である。周知のように金属は周囲の状態が変

わると急速に腐触する傾向がある。ひどいものに

なるとはじけてしまうものもある。

特に鋳物である鍋、茶釜等は空気中に放置する

と鍛造品である釘等に比し、その腐触は激しい。

従って整理作業前に遺物の処理を終わらせてしま

うことが最も良いが、それが出来ない場合は最低

限、整理作業前に脱水を行ない、整理作業では一

定度のところ(遺物の性格、観察に必要な最低限〉

まで錆を落とし整理作業完了後再び脱水を行なっ

た後、シリカゲノレを入れた0・Vフィノレム内にて

密閉することが必要と考えられる。その後充分な

錆除去は処理段階に入ってから行なうべきである

と 思 う 。 ( 斉 藤 〉
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V 上之国勝山館跡出土鉄器・鉄塊・鉄津の金属学的解析(2)

北海道槍山郡上ノ国町に立地する勝山館跡から

は、これまでの発掘調査によって、種類 ・量とも

に豊富な鉄器、鉄塊が検出されている。同遺跡で

は舶載のものをも含む相当量の陶磁器が出土して

いることから、交易による鉄器の供給が予測され

る。同時に、館跡内からは焼土遺構および羽口が

鉄浮とともに発見されている。そこで、製品とし

てもたらされたものの他に、遺跡内での生産活動

によって製作された鉄器の存在が考古学の研究に

よって指摘されている九

館内における鉄 ・鉄器に関する生産と流通の実

態をより明確にすることを目的として、筆者は上

ノ国町教育委員会の依頼により 1992年度から館内

出土の鉄器、鉄塊、ならびに鉄浮の金属学的解析

を行ってきた。これまでの分析によって、外部か

らの製品の搬入と、鋼塊を素材とし遺跡内で製作

されたとみなすことのできる鉄器の存在が確かめ

られた九

今回の遺跡内より検出された鋼塊の詳細な分

析、および鉄浮の金属学的解析によって、館内で

は銑鉄を素材とし脱炭材として砂鉄を使用すると

いう、いわゆる間接製鋼法による鋼の製造が行わ

れていたこと、および鋼の製造と併行して鋼塊の

供給もあった可能性の高いことが明らかとなっ

た。今後さらに多くの鉄器、鉄塊の金属学的解析

を行い、製品としてもたらされたものと館内で製

作されたものの器種の特定、ならびに他地域との

比較による交易ノレートの推定が必要であることは

いうまでもないが、とりあえず上述の結果が導き

出された実験の結果を以下に報告する。

1 分析資料

分析した資料は1993年までの発掘調査によって

検出された鉄器、鉄塊、および鉄津の合計13点であ

る。鉄器、鉄塊、鉄津資料を表V-1に、資料の外

観を図 lおよび図 5に示す。上述の中で、小札、

T70・T71釘、 T68釣、鉄塊については既に1992

年度の報告書において報告済みではあるが、その

後に実施した分析結果を加え再度考察を行った。

58 

岩手県立博物館赤沼英男

2 分析用試料の調整

鉄器からの分析試料の採取は国立歴史民俗博物

館永島正春氏によって行われた。採取の後岩手県

立博物館に送付された試料を、ダイヤモンドカッ

ターを使ってさらに 2分し、大きい方の試料片を

組織観察に、小さい方の試料片を化学成分分析に

供した。

鉄塊については端部から中心方向に切り込みを

入れ、図 1に示すように幅 5cm、長さ 4cm、厚さ

1 cm程度の板状の試料片を抜き取った後、さらに

細分して 7個の分析試料を作成した。このように

して作成した試料のうち、最大のもの 1片と小片

2片を化学成分分析に、他の 4片については組織

観察と硬度測定に供した。

鉄津については図 5に示す箇所から 2つに切断

し、それぞれの切断面の中心付近から小プロック

を摘出し、化学成分分析と組織観察を行った。

3 分析方法

組織観察用試料は樹脂に埋め込み、表面を浅く

削り取った後、ダイヤモンドベーストを用いて仕

上げ研磨を行った。研磨の工程では試料中の化学

成分の溶出を避けるため、水を一切使用しない方

法をとった。研磨した試料は金属顕微鏡によるミ

クロ観察に供し、また、鉄器に残存する非金属介

在物および鉄浮組織のうち、代表的なものについ

てはEPMAによりその組成を決定した。鉄塊な

らびに鉄浮試料のうち健全なメタル部分について

はナイタールによりエッチングし、 ミクロ組織を

調べた。また、鉄塊については組織観察の後マイ

クロピッカース硬度を測定した。

化学分析用試料は王水 ・ふっ化水素酸を使って

完全に溶解した後、全鉄(T.Fe)、銅 (Cu)、マン

ガン (Mn)、 りん (P)、ニ ッケル (Ni)、コバル

ト(Co)、チタン (Ti)、けい素 (Si)、カルシウム

(Ca)、アルミニウム (A!)、マグネシウム (Mg)、

パナジウム (V)、クロム (Cr)を誘導結合プラズ

マ発光分光分析法 CICP-AES法〉により定量し

た。鉄塊のT.Feと炭素 (C)、いおう (S)、No.1



鉄浮中のメタノレ部分に含有される C、およびNO.1

-No.7鉄津中の SならびにSiについては、それぞ

れ塩化チタン還元一ニクロム酸カリウム滴定法、

燃焼一赤外線吸収法、重量法によった。

なお、鉄塊からの試料の採取と採取された試料

のミクロ組織観察、マイクロピッカース硬度、お

よび化学成分分析は新日本製鉄株式会社釜石製鉄

所釜石試験分析センターにより行われた。

また、鉄塊から採取されたNo.5、No.6の2つの小

片については、武蔵工業大学平井昭司氏によって、

中性子放射化分析法によりその組成が調べられ

Tこ。

4 分析結果

4 -1 鉄器の化学組成

表V-2は鉄器から採取した試料片の化学組成

である。小札、 T68鈎B部から採取した試料片に

含有される P分は、それぞれ0.141、0.243%と高

い値を示している。 T67鉄釘C部、 T70鉄釘C部

からはCo分がそれそ.れ0.065、0.064%と相当量検

出されている。 T68鈎B部、鉄塊のCo含有量も

0.03%強とやや高い。表V-3に示す中性子放射

化分析法においても、 0.031-0.044%のCo分が検

出されている。また、鉄塊のC含有量はきわめて

低いレベルにある。

4 -2 鉄器の非金属介在物組成

図 2-aはT68釣から採取した試料片の健全な

メタル部分に見いだされた非金属介在物のEPM
Aによる 2次電子像と反射電子像、図 2-bは定

性分析結果である。またPL.3には含有される元

素の濃度分布をカラーで示している。灰色を呈し

た粒状の化合物 (W)にはFeが高濃度で含有され

ていることから、ウスタイトと判定される。また、

灰色の角状をした化合物 (T)のF巴、Ti、Al、V濃

度、暗灰色の柱状をした化合物(F)のFe、Si濃度は

高く、それぞれF巴O-Ti02-Ah03-V205系のチ

タン化合物、 FeO-Si02化合物〈欽かんらん石・

2FeO・Si02と推定される)である。また、微細な

結品が析出したマトリックス制からは、 Fe、Si、

Ca、Al、K、Mg、P、Ti、が検出されている。他

の鉄器に見いだされた非金属介在物の分析結果は

表V-2の最右欄に示すとおりである。

4-3 鉄鍋破片のミクロ組織

図 3-aは鉄鍋の破片から採取した試料片のミ

クロ組織である。白色のメタノレ部分を黒色の黒錆

層が取り囲んでいる様子がわかる。試料の錆化は

それほど進んでおらず、残存状態は比較的良好で

ある。

図 3-blは図 3-aの枠で囲んだ部分のミクロ

組織、図 3-b2は図 3-blをさらに高倍で拡大観

察したものである。レーデブライト (αFe-Fe3C 

共晶の組織)とよばれ、鋳鉄にみられる特徴的な

組織である。

4 -4 鉄塊のミクロ組織

図4-a、b、およひ'di鉄塊から採取した試料片

のナイタールによるエッチング組織組織である。

いずれもフェライト結晶とその粒界によって構成

されており、ノξーライト相は認められなし、。また、

図 4に示すとおり、マイクロピッカース硬度は

74-87の範囲にある。炭素含有量0.1%未満で、残

存する非金属介在物も少なく、清純な鋼であるこ

とがわかる。

4-5 鉄淳の化学組成

表V-4は鉄浮から採取した試料片の化学分析

値である。 No.1鉄津については切断の結果試料中

にメタルの残存が確認されたため、メタノレ部分の

みを摘出し、分析に供した。 T.Feが84.54%と高い

レベノレにあり、化学分析値もほぼ健全な地金が分

析されたことを示している。 No.3-No. 6鉄浮につ

いてはでFeが30-59%と比較的高いレベノレにあ

る。 NO.2鉄浮についてはT.Feが11.72%と低いレ

ベルにある反面、 Si分、 Al分はそれぞれ23.67%、

6.88%と高値をとっている。鉄浮の大部分がガラ

ス質けい酸塩によって構成されているものと推定

される。 NO.1鉄浮のC分は2.55%であり、メタル部

分には銑鉄が残っているものと判断される。さら

に、 NO.1鉄浮のメタノレ部分からはCu分が0.203%

検出されており、含有量レベノレがきわめて高い。

4 -6 鉄浮のミクロ組織

図 6-alに示すNO.1鉄浮から採取した試料片の

マクロ組織図によると、白色のメタノレ部分に鉄津

が付着した組織であることがわかる。図 6-a，お

よひ~a3は図 6 -al、領域A部のミクロ組織である。

わずかではあるが鉄鍋破片岡様レーデプライト組

織が観察される。図 6一品、図 6-a5(図 6-alの

領域B、C部)のナイタールによるミクロエッチン

グ組織には、明確なレーデブライト組織が認めら

れ、さらにこの組織がメタノレの相当部分を占める。

化学分析における炭素含有量とミクロ組織観察結
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果とはほぼ一致する。図 7はNO.l鉄事事のメタノレ部

分に付着した鉄棒部分の 2次電子像と反射電子像

であるが、黒色領域(D)によって囲まれた大きさ20

μmの灰色を呈した結品 (T)があり、さらにこの

組織の回りには健全なメタル部分とその錆層が残

存している様子を観察することができる。図 7-

bに示すEPMAによる定性分析によって、結晶

(T)はFeO-Ti02-AIz03-V，05系のチタン化

合物、黒色領域(D)は FeO-CaO-Si02-A1203

-K20一MgO-Na20-P，05系のガラス質けい酸

塩であることがわかる。

図 6-b，はNo.2鉄浮のマクロ組織である。暗灰

色ならびに黒色の領域が組織の全域を占め、また

組織のいたるところには空洞が存在している。図

6 -b，は図 6-b，の枠で囲んだ部分のミクロ組

織、図 6-b3は図 6-b2をさらに高倍で示したも

のである。ガラス質けい酸塩(D)中に直径約50μm

の白色をした鉄粒が残存している様子を観察で

き、さらに鉄粒のまわり、およびその周辺には灰

色の柱状をした結晶 (T)が多数析出している。図

8はEPMAによる 2次電子像と反射電子像、なら

びに定性分析結果であるが、灰色の結晶 (T)は

Ti02-AIz03一MgO-Si02のチタン酸化物であ

り、ガラス質けい酸塩からはS が高濃度で検出

され、さらに、 Al、Ca、M只、 K、Na、Tiが含有

されている。また、鉄粒から J主低レベルではある

がSi分も分析されている。チタン酸化物およびガ

ラス質けい酸塩中にはFe分はほとんど含有され

ていない。

図 6-e，はNo.5鉄浮のマクロ組織、図 6-e，お

よひhはそれぞれ図 6一色、領域A、B部のミクロ

組織である。ミクロ組織はいずれも灰色がかった

粒状の結晶 (W)、灰色の結晶 (T)、やや暗灰色

の柱状結晶 (F)、暗灰色の結晶 (H)、および微

細な結晶が析出したマトリックス (M)からなる。

ただし結晶(W)の占める面積割合は図 6-e2のほ

うが高く、この組織はマクロ組織の約半分を占め

る。図 9に示すEPMAによる 2次電子像と反射電

子像、定性分析結果によって、結品 (W)はウス

タイト(理論組成 FeO)、結晶(T)はFeO-

Ti02-AIz03系のチタン化合物、結品 (F)は

FeO一MgO-Si02系の化合物(マグネシウムを固

溶した鉄カンラン石:2 (Fe， Mg) 0 ・Si02と推

定される〉、結晶 (H)はFeO-AIz03系の化合物
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(ハーシナイト FeO・Alz03と推定される〉と判

定できる。なお、結品帥にはわずかではあるがT

1分が含有されている。

図 6-c，・ C2・C3、d，・ d2・d3、ならびにf，・ f2・

f3に示すマクロ組織およびミクロ組織から、

No. 3・No.4鉄棒はウスタイト、 FeO-Si02系化合

物、およびマトリックス帥またはカ・ラス質けい酸

塩によって、 NO.6鉄浮はウスタイト (W)とマト

リックス帥からなることがわかる。なお、 NO.6鉄

津はそのほとんどがウスタイトによって構成され

ている。

5 考察

5 -1 鉄器地金の材質

4-2および 4-3で述べた鉄器のミクロ組織

観察結果から、鉄鍋破片は鋳造鉄器であるが、 T

67釘を始めとする 5点については鍛造鉄器である

ことがわかる。

地金の製造に使用される原料鉱石としては、一

応砂量生と鉄鉱石の 2つが考えられる。鋼の製造過

程において砂鉄が使用された場合、還元状態にも

よるが砂鉄中のチタン磁鉄鉱 (FeO-Fe203-TiO，

系チタン化合物〉は、ウノレボスピネル (2FeO.

Ti02)、イ/レメナイト (F巴0・Ti02)へというよう

にチタンの濃縮された化合物へと順次変化する。

このようにして生成したチタン化合物の多くは、

鉄津として鋼から分離、除去されるが、一部は鋼

中の非金属介在物中に残る。

小札の非金属介在物はガラス質けい酸塩によっ

て構成されているので、鋼の製造に使用された原

料鉱石は鉄鉱石とみなすことができる。 T67鉄釘

を始めとする鍛造鉄器にはすべて、非金属介在物

中にチタン化合物が見いだされているので、砂鉄

が用いられたことを指摘できる。なお、 T67・T

70鉄釘からは高レベルのCo分が検出されている。

使用された原料鉱石は、 Coを含有する特殊な磁鉄

鉱と推定される。 Coを含有する磁鉄鉱に関し、目

下のところ列島内にはその産出報告はない九し

かし、大和 6号憤ならびに番塚古墳出土の鉄器に

みられるように、 Co、もしくはNi含有量の高い鉄

器は、列島内に鉄生産技術が定着する以前の 5世

紀代の古墳において既に検出され、後代の遺跡か

らも出土が報告されている刷。砂鉄中のCo含有量

は低いので、上述の 2点の鉄器の製作に用いられ

た鋼については、鉄鉱石と砂鉄の両者、もしくは



チタンおよびコパノレトを含有する磁鉄鉱の原料鉱

石としての使用を考えなければならない。

鉄鍋破片にはP分が比較的高いレベルで含有さ

れている。りん含有量の高い銑鉄を素材として鋳

造された鉄鍋である。このような高りんの銑鉄に

よる鉄鍋は表V-5からも明らかなように、古

代・中世の列島内の遺跡から相当数検出されてい

る。当時列島内の広い地域で高りんの銑鉄による

鉄鍋が流通していたことを推測することができ

る。

以上を整理すると、分析を行った鉄器は鍛造鉄

器と鋳造鉄器の 2つに大別され、さらに鍛造鉄器

については以下のように細分できる。

ア 鉄鉱石を原料鉱石とするもの……小札

イ 鉄鉱石と砂鉄の両者の使用、もしくはコパ

ルトとチタン分を含有する磁鉄鉱を原料鉱石

とするもの・・….T67・T70鉄釘

ウ 砂鉄の使用によって製造されているもの…

T68釣、 T71鉄釘

5 -2 鉄塊の組成

館跡から検出された半月状の鉄塊は分析の結

果、炭素含有量が低い鋼塊であることが判明した。

また、 ミクロ組織には非金属介在物がほとんど観

察されず、 Si、Al、Ca分をはじめとする鉄以外の

成分もほとんど含有されない。驚くべきほどの純

度である。相当の大規模な精錬によって得られた

鋼塊ではなかろうか。館内において大規模精錬が

なされていたとみることはできず、この鋼塊は遺

跡外からもたらされた可能性が高い。

5 -3 館内における鉄・鉄器の生産

館跡からはレーデプライト組織から成る金属部

分に、鉄浮が付着した資料が検出されている。鉄

浮にはガラス質けい酸塩によって取り囲まれたチ

タン化合物が析出した組織も認められた。この資

料の出土によって、遺跡内では砂鉄を原料鉱石と

しての製錬、もしくは銑鉄を素材とし脱炭材とし

て砂鉄を用いながら鋼を製造するという銅製錬の

いずれかが行われていたものと推定される。しか

し、上述の資料のメタル部分には、 0.2%強のCu分

が含有されている。このような高レベノレのCu分を

含む砂鉄の報告例はなく、従って館内では後者、

すなわち間接製鋼法による鋼の製造が行われてい

たとみなければならない。

館内からは上述の資料とともに、鉄粒の周辺に

微細なノレチルに近い組成のチタン酸化物が析出し

た組織をもっ鉄津も検出されている。チタン酸化

物を取り囲むガラス質けい酸塩にもFe分はほと

んど含まれない。砂鉄中に含有されるチタン磁鉄

鉱 (FeO.Fe203・Ti02)を、木炭を燃焼した際に発

生するCOガスで還元することでは生成が困難な

化合物である。生成経路としては、銑鉄中の炭素

による還元しか考えられず、このことも間接製鋼

法による鋼の製造を指示している。

チタン磁鉄鉱の銑鉄による還元を反応、式で説明

すれば以下のとおりとなる。

〈反応式〉

C 
FeO.Fe203.Ti02弓 2F巴O・Ti02+Fe+CO↑

C 
2FeO・Ti02弓 FeO・Ti02+Fe+CO↑ 

C C 
FeO・Ti02弓…ー・弓Ti02+Fe+CO↑

C 
Ti02弓 Ti+CO↑ 

C 
Ti弓 TiC(Cの一部をNが置換〕

※Ti、Cは鉄浴中のチ夕、ノ、炭素を表わす。

なお、館内から検出された他の 4点の鉄浮の中

で、健全なメタノレ、ウスタイト、チタン化合物、

FeO.Si02系化合物、 FeO.Ah03系化合物、ならび

にマトリックスなどによって構成される組織が観

察されるNo.3-No. 5鉄津についても、上述の銅製

錬時に生成したものとみることができる。

ただし、 ミクロ組織の大半がウスタイトによっ

て構成されているNo.6鉄浮については、鋼精錬時

における鉄浴表面の再酸化に伴って生成した鉄浮

か、製造された鋼を目的とする鉄器に加工・整形

する、いわゆる小鍛冶の工程で生成したもののい

ずれかである。

5 -4 鉄器ならびに鉄素材の流通問題

鉄塊およびに鉄涛の分析によって、館内では以

下の生産活動が行われていることが確認された。

ア 銑鉄を素材とし脱炭材として砂鉄を使用す

る鋼製造

イ 鋼を素材としての鉄器の加工

アの実施については素材となる銑鉄塊の供給が
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不可欠である。鉄浮中のメタル部分の組成から、

勝山館遺跡への銅含有量の高い銑鉄塊の流入を想

定しなければならない。もちろん、製品鉄器であ

る欽鍋の鋼への加工を否定することはできない

が、外部からの銑鉄の供給という問題も視野にい

れ、今後遺跡内から検出される鉄塊の組成を検討

する必要があろう。併せて道内はもとより、列島

内の中世の遺跡から出土する鉄塊についても、同

様にその組成の確認が不可欠であるということは

いうまでもなし、。

イについては、上述の鋼精錬によって製造され

た鋼を使用し、鉄器の製作がなされていたことは

確実である。同時に、半月形の鋼塊の検出により、

鋼の独自製造の他に、外部からの流入があったこ

とも指摘できる。今後他の遺跡から類似の遺物が

検出されれば、半月形鋼塊の流通状況を推定でき

るであろう。なお、 T68およびT71鈎については

その組成から、上述の半月形の鋼塊を素材として

製作されたとみることができる。 T67ならびにT

70の釘については、Co分の高い銑鉄塊が検出され

ていないことから、一応製品としてもたらされた

ものと判定することにする。また、非金属介在物

中にチタン化合物が残存し、さらに銅含有量の高

い鉄器が検出されていないので、アによって製造

された鋼の用途については不明である。今後多く

の鉄器を分析することによって明らかにしていき

TこL、。

最後に問題となるのが、館内への供給起源であ

る。中世の資料の分析点数が少ない現在、流通ノレ

表Vー1 分析資料

資料番号 (Nn) 資料名

1 小札
2 T67 鉄釘
3 T68 釣
4 T70 鉄釘
5 T71 鉄釘
6 鉄鍋破片
7 鉄境

ートについて言及することは困難であるが、 Co

分の合有量レベノレの高い鉄器の存在を考慮する

と、交易の範囲としては大陸をも視野にいれて検

討する必要があろう。

おわりに臨み、本調査を実施するにあたり他方

面からど指導いただいた東京工業大学名誉教授

(前国立歴史民俗博物館歴史研究部長)福田豊彦

氏、前コロイドリサーチ取締役佐々木稔氏に厚く

お礼申しあげる。
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5) 赤沼英男、佐々木稔「番塚古墳出土鉄器の

金属学的解析Jr番塚古墳j九州大学文学部考

古学研究室 1993年P193-202 

6) 赤沼英男「柳之御所跡出土鉄器・鉄浮の金

属学的解析Jr柳之御所跡発掘調査報告書』平

泉町教育委員会 1994年P363-384

検出遺構

K-3，M27K，27区 (遺物排棄場所)
K-3，M-1.14.26J23 (遺物排棄場所)
K-3，26K-1-1・565 遺物排棄場所)

K-3，M15，M10-11，23J18 

8 Nn1 鉄津 15H21 ill 
9 Nn 2 鉄浮 15Kl8illA 
10 Nn 3 鉄浮 17J [II 
11 Nn 4 鉄浮 16J [II (3-3) 
12 Nn 5 鉄津 17Kl4 
13 Nn6 鉄津 15Kl9ill 

注)破線より上は鉄器資料、破線より下は鉄湾資料である。
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鉄器の分析結果表V-2

(w t%) 分成..". 
てr化

N.M. rb 

D 

W，F，T，M 

W，F，T，M 

T，F，M 

W，T，F，M 

W，F，T，M 

W，F，T，M 

W，F，T，M 

La T. F e C u Mn P N i C 0 T i 5 i C a A 1 

63.38 0.010 0.005 0.141 0.003 0.444 0.064 0.014 

96.47 0.015 0.011 0.035 0.016 0.065 0.018 nd 0.003 0.016 0.006 0.005 0.001 0.005 

M 0.014 0.003 0.030 一一 0.0560.061 0.009 0.032 0.010 

61.44 0.011 0.011 0.243 0.009 0.034 0.061 1.12 0.080 0.419 0.052 0.006 0.001 0.004 

M 0.014 0.001 0.027 0.008 0.034 0.002 0.014 0.002 一一一
M 0.008 0.001 0.017 0.006 0.052 0.002 nd nd 一一一

92.89 0.012 0.011 0.024 0.014 0.064 0.019 nd 0.006 0.015 0.008 0.005 0.003 0.004 

M 0.014 0.004 0.008 一一 0.0880.181 0.015 0.035 0.015 

M 0.015 0.004 0.015 0.065 0.176 0.010 0.030 0.011 

74.35 0.006 0.008 0.089 0.003 0.025 0.026 nd 0.001 

99.67 0.01 <0.01 0.018 0.009 0.037 0.004 <0.01 <0.001 <0.002 <0.001 <0.001 0.002 <0.001 

CO.Ol 50.001 

Cr Mo V Mg 

C
D
B
D
A
C
R
U
D
 

資料名

小札

T67 鉄釘

鉄釘

鉄釘

鉄鍋破片

鉄塊

鈎T68 

T70 

T71 

ぬ
一

1

2

4 

3 

5 

6 

7 

マトリックス

Cu Zn Ga As 

110 く32 50 7.0 

100 く33 48 6.2 

110 く34 51 7.9 

140 (37 51 8.7 

(:検出限界以下の値

l
-2

4

0

0
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-
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u
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υ
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¥
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¥
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Mn Fe Co 

49 100% 320 

57 98% 310 

44 100% 420 

45 98% 440 
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一ph
υ
a
n
-
-
n
，e
F
h
d

nし
-

4他
Z
F
h
d
a
a
τ
aを

V
一
日

お

M

U

a : Lはサンプル摘出箇所を表す。

b : N.M. rは非金属介在物組成を示す。

W ウスタイト、 F:FeO-5i02系化合物、 T チタン化合物、 M

表V-3 放射化分析による鉄塊の分析結果

資料名 Na Mg Al Si 5 Cl K Ca Sc Ti 

No.5 -1 0.35 (230 7.9 (10000 (8600 (17 (7.6 (210 (0.0ω (19 

No. 5 -2 1. 9 <320 72 (18000 (9100 (23 (8.0 (220 (0.089 170 

No. 6 -1 0.32 (230 6.2 (8500 (9000 (21 (10 (230 (0.075 <18 

N0. 6 -2 2.1 (260 28 (10000 <11000 (23 く13 (270 (0.081 (21 

注)分析は武蔵工業大学平井昭司氏による。

鉄;宰の分析結果表V-4

(w t %) 

資料名 検出遺構 T.Fe Cu Mn P Ni Co Ti 5i Ca Al Mg 5 V Mo C 鉱物組成

t>>.1鉄棒 15H21日 84.54 0.203 0.006 0.048 0.020 0.016 0.07 0.12 0.100 0.070 0.062 0.016 0.008 0.010 2.55 Me，T，D 

t>>.2 IJ 15K18illA 11.72 0.001 0.104 0.125 0.004 0.006 0.58 23.67 0.927 6.88 0.752 0.009 0.021 0.005 - Me，T，D 

t>>.3 IJ 17J 11I 51.57 0.005 0.06 0.125 0.001 0.004 0.54 7.78 1.16 1.90 0.55 0.110 0.057 0.001 - W，F，M 

t>>.4 It 16J 11I(3-3) 50.99 0.005 0.07 0.155 0.002 0.009 1.54 5.69 0.58 1.81 0.42 0.030 0.144 0.002 - W，F，D 
t>>.5 It 17K14 30.25 0.005 0.10 0.314 0.001 0.007 0.63 16.90 2.27 4.57 0.89 0.023 0.039 0.001 - W，F，T，M，H 

h6 It 15K19ill 58.14 0.007 0.04 0.065 0.003 0.014 0.49 5.05 0.73 1.71 0.44 0.033 0ι043 0 . 003 - W ， M 

注 1)T. Feは塩化チタン還元 二クロム酸カリウム滴定法、 C，5は燃焼 赤外線吸収法、 5iは重量法、他はICP-AES法による。

注 2)ぬ l鉄津のメタル部分 (Me)はそのほとんどがレーデプライト組織によって構成されている。 C分はメ タル部分の合有量である。

W:ウスタイト、F: FeO-S i02系もし くは FeO-MgO-5i 02系化合物、 T チタン化合物、 H:FeO-A1203系化合物。

D:ガラス質けい酸塩、M マトリックス。

分成""与す」化

高りんの銑鉄を素材とする鉄鍋の例表V-5
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P 

0.112 
0.061 
0.28 
0.430 
0.29 
0.128 
0.220 
0.175 
0.173 

化学成分 (wt %) 

T. Fe Cu 

43.50 <0.001 
72.58 0.007 0.006 
79.11 0.014 nd 
50.65 0.009 0.041 
52.2 0.003 0.030 
69.38 0.014 0.005 
78.16 0.034 0.009 
84.93 0.023 0.013 
81.44 0.009 0.005 

Mn 出土地

青森県蓬回大館遺跡

北海道大浜中遺跡

大分県三光村深水邸

広島県草戸千軒町遺跡

北海道勝山館

北海道美々 8遺跡。
。

北海道ポロモイチャ シ

資料名 推定年代

鉄鍋片 llC前後

鉄鍋 14C前半

鉄鍋B 11 

鉄鍋片 15C代
鉄鍋破片a 15~16C 

鉄鍋ロ縁 17C以前

鉄鍋底部 か

鉄鍋片 グ

内耳鉄鍋 17C前~中

注) aは大沢正己氏による



史跡上之国勝山館跡出土銅製品等の金属組成について

京都芸術短期大学文化財科学研究所

助教授内田俊秀

VI 

Ni 0.012 0.019 AA法

As <0.005 0.006 ICP法

Zn 0.200 0.007 ICP法

Si 0.02 0.19 

五且位 Sb 0.07 0.09 ICP法

Ti <0.01 <0.01 ICP法

Cr <0.01 <0.01 ICP法

Ag 0.26 0.25 AA法

Au <0.01 0.020 AA法

項 P 

Cd <0.01 <0.01 ICP法

Co 

C 

O 

目 S 

Ca <0.01 0.02 ICP法

Bi 0.02 <0.01 ICP法

Na <0.01 0.025 AA法

K く0.01 く0.01 AA法

合計 99.593(%) 98.638(%) 

1 ) はじめに

1992年度末に近い冬、上ノ国町を訪れた際に、

史跡勝山館出土銅製品を全点見る機会が与えられ

た。出土状況や製品の構成に、鋳造作業を伺わせ

るものが多数混じっていた。遺物には土討塙や羽口

などが含まれており、また金属製遺物も銅錆色を

呈していたので銅の熔解と鋳造作業が行われたこ

とは間違いないと思われた。さらに銅合金の組成

や作業工程の詳細を調査する必要が話し合われ、

その結果、上ノ国町からこの調査の依頼を受けた。

以下に調査結果を報告する。

2 ) 分析調査の対象遺物と方法

分析対象金属製品は史跡勝山館出土銅製品等 8

点で、遺物名は次の表VI-(l)に示す。
表VI一(1)分析対象金属製品

(K. 3・27K6E-168-19)

(K・17N25III-4)

(Cu12. 18N5III) 

(Cu・6. 18M1III) 

(23K16・21.台帳No.l)

(Cu-3 ) 

(17・ 18MN区.フローティ γ グ土〕

(l7M22IIICul) 

出土地区等試料名

るつほ

るつぼ

銅来製品

銅地金

銅鋭

八双鋲

銅 滴

六 器

試料No.

唱

E

A

n

J
uu

q

‘υ
4

4

・
「
、
υ
F
h
υ

司
，
e
n
k
u

備考

サ γ プノレは、酸洗浄無しでそのまま秤量して、混

酸熔解。

不溶解物はロ過分雛後、アリカリ融解して、 1 C 

P分析。

これ以外の遺物 6点については、蛍光X線分析

法による定性分析を行った。試料は、小片を遺物

から切り出し、エポキシ樹脂に包埋、エメリー紙

およびアノレミナパウダーで研磨、鏡面仕上げとし

た。また電子顕微鏡の観察に際し、試料No.3から

8までの 6点はアンモア、過酸化水素、純水(体

積比 1:0.5:1)の腐食液でエッチングした後観

察を行った。なお試料片の採取に関しては、遺物

に与える影響を最小限にすべく十分検討した上で

なされた。分析結果を表VI一(3)に示す。(使用分析

機器:蛍光 X線分析装置、テクノス社製、

TREX640S) 

このうち、試料No.4、 6の 2点については合金

成分の定量分析を行った。分析結果および分析方

法を表VI一(2)に示す。
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試料 No. 4 No.6 分析方法

重量 0.0639 g 0.059 g 

Cu 98.65 97.00 ICP法

Pb 0.20 0.041 AA法

Sn 0.15 0.01 ICP法

Fe 0.011 0.74 AA法

AI <0.01 0.05 ICP法

定 Mn <0.01 <0.01 ICP法

表VIー(2)分析結果



全試料、電子顕微鏡による金属組織の観察では、

組成像を撮影し、また合金の成分である銅や錫等

の分布を観察した。結果は、写真 1から24までに

示す。(使用電子顕微鏡:日本電子製、 JSM-5300

LV。およびエネルギ 一分散型X線分析装置、

JED-2001) 

3 ) 結果と考察 (PL.28~3 1)

〈試料NO.1、埼桶〉内面に付着しているスラグ

の断面を、写真 lから 5に示す。写真 lは組成像

で、楕円形の気泡を含む基地と、その上に成長し

た角張った形あるいは長方形の生成物がみえる。

そして左上部を占めている、気泡も無く長方形の

生成物も乗ってない部分がみえる。写真 2から、

左上部やその他の何箇所かの部分を構成する元素

は、銅であることが解る。一方、気泡もない部分

は写真 3での錫、写真 4の鉛、写真 5の珪素の分

布から珪素などを主体としたガラス質の基地の上

に、錫や鉛が乗っていることが解る。これらの結

果から、銅と錫は別な原材料として供給され、鋳

造時に合金をつくるべく「柑塙」で合わせられた

ことが解る。鉛は錫の方に密に分布しているが、

単独で供給されたか、錫と合金の形であったかは

まだ検討を要する。

く試料NO.2、柑桶〉

写真 6は、埼禍内面の付着物の組成像である。

写真 7から主成分は銅である。この最も白く、銅

濃度の高いところを定性分析したが、他の金属は

認められなかった。微量成分については検出限界

もあり存在の有無は断定できない。金属は合金に

なっていない部分があり 、試料NO.1とよく似た作

業内容を示している。同倍率で、発泡した他の部

分を定量分析した結果を表(4)に示す。定量値につ

いてはZAF補正してあるが、傾向を示している程

度に理解したい。銅の他に、錫や鉛が含まれてい

ることがわかる。

〈試料No.3、銅未製品〉

写真 8は100倍の組成像である。大小の黒い円が

多くみられるが、これらは空隙であり鋳物巣であ

る。組成を調べるために写真 9(200倍〉と、この

部分の銅の分布を写真10に示す。錫は写真 9では

左隅等に存在する、やや白い灰色の不定形な形で、

高い濃度でまとまりながら全体に散在しており 、

また金属のほとんどを占める銅にも含まれてい

る。鉛も写真 9で、最も白い部分として粒界に添

うように偏って存在しており、奥型的な鉛青銅の

組成を示すが、鋳物巣が多いことから鋳造品とし

ては失敗作であろう。

く資料No.4、銅地金〉

写真11に組成像 (200倍〉をしめす。小さな巣が

散在するが、デンドライトもうっすらと確認でき

る。鋳造組織はよい出来上がりである。写真12(750

倍〕は組織中に発見された異物で、成分は銅で濃

度もこれを囲む部分とほとんど差がない。形状か

ら銅鉱石の破片であろうか。腐食は表面付近でも、

ほとんど認められなかった。

く試料NO.5、銅鏡〉

写真13は組成像 (200倍〉である。白色の部分は

鉛、明るい灰色の部分は金属の銅合金、暗い灰色

は組織が腐食した部分、黒い部分は空隙部分ある

いは包埋樹脂である。写真14は500倍に拡大してい

るが写真15に銅の分布、写真16に鉛の分布を示す。

なお錫は鉛の偏析した部分と、これにつながる多

孔質な部分を除き全体に均一に分布しているのが

確認されている。腐食が結晶の粒界と結晶粒内部

に進んでいるのが解る。

く試料NO.6、八双鋲〉

写真17に組成像 (200倍〉を示す。帯状の暗い灰

色部分は、結晶粒を囲むように進入した腐食部分

である。この箇所は、やや銅の濃度が低い。腐食

の結果から、結晶粒の大きさが推定できる。結晶

粒では銅が、全体に均一に分布している。今回分

析した試料の中では、大きなサイズの結品である。

冷却速度が比較的遅かったのであろう。化学分析

値から、純銅に近い組成は、試料NO.4と非常に良

く似ているし、巣の大きさや量もよく似た状態を

示している。

く試料No.7、銅滴〉

写真18に組成像 (200倍)を示すが、左下隅の黒

い部分は包埋樹脂で、試料の表面がでている。外

側lから内側に進行した亀裂が写真18では、中央部

を下から上に太く延びている。幅の細い亀裂は他

に数本見られる。これらの亀裂の原因は、腐食で

あろう。銅の分布を写真19に示したが、黒い欠落

部分は亀裂と他元素が分布している箇所である。

写真で示してないが、錫は暗い灰色部分、例えば

写真18の中央部やや下部のT字型に見える部分等

に密に分布し、そして銅の部分にも溶け合った状

態で均一に分布している。白色をした、球状や不
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定形な塊は鉛と確認できた。試料No.3から 8の 6

点の中では、鉛の含有率が一番高いことが表 2か

ら解るが、写真18の組成像によく現れている。

く試料No.8、六器〉

写真20は組成像 (200倍〉である。左側の約泌を

占める黒い部分は、腐食が面的に進行したことを

示す。亀裂は細く 、左の腐食層から右の金属部に

向けて伸びている。一部を拡大 (500倍〉した組成

像が写真21である。ここでも、白色の不定形な塊

は鉛であることが確認された。写真22に銅の分布

を、写真23に錫の分布を示す。これからは、銅は

左の腐食部では非常に濃度が低く 、金属部では亀

裂や鉛の存在する箇所で低濃度である。錫の分布

は、腐食部で相対的に濃度が高い様に写っている

が、この部分では銅の選択腐食が起こっており、

その影響である。実際に金属部より濃度が高くな

ったわけではない。写真24は、鉄の分布を観察し

た。写し込み文字の上にヲ|いた白線に沿って鉄の

分布を測定し、結果を波線で写真上部に表した。

波が高いところは、多く含まれていることを示す。

これから、鉄は腐食部に少なく金属部に多いこと

が解る。鉄は銅の微量成分と考えられ、精錬技術

のレベル、銅鉱石の産地を考える上で手がかりと

なろう。

4 ) 結論

今回の調査で分析した試料は、 6点が銅合金の

鋳造品であり、 2点がその調整のための柑渦であ

った。

試料No.4とNo.6の2点、の定量分析の結果、試料

NO.4の地金は98.65%を銅が占めており 、他の元素

の含有率をみても 1%以下であり純銅と言っても

良い組成である。この結果から、地金は銅地金と

して、合金にはなっていない形で流通し、この上

ノ国にもたらされた。鋳造作業が、勝山館で行わ

れたとして、原料を試料No.4との関連で検討する

と鉛、錫、鉄、亜鉛等の徴量成分合有量がこの地

金と異なるから、関連はないといえる。しかし組

成は銅が97%と高く 、その他は 1%以下である。

ここから、このような組成の地金をそのまま溶解

し、製品に鋳造したと考えることができょう。 2

試料ともに銀の含有量が約0.2%と高いのは、国産

の銅鉱石を使用している可能性が窺える。試料

No. 4は亜鉛が0.2%と高めであり注目される。

蛍光X線分析から、相対的な傾向として次のこ
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とが言える。銅は試料NO.1、 2のグループが 3桁

台であるのに対し、試料No.3から 8の6点は 4桁

台と含有率が高い。これは試料の性質上当然であ

る。鉛は逆に試料NO.1、 2が l桁高L、。しかしこ

れは、測定箇所について、金属粒などが多く分布

する部分を選択したためであり、全面積からする

と、占める割合は小さい。他の大部分は表VJ-(4)に

示すように、造浮成分に近い組成である。鉄が、

この 2試料で相対的に高い傾向を示すが、上述の

ことを表している。

勝山館では、様々な合金組成の銅製品が作られ

ていたことが、解っているが、今回の分析調査で

純銅に近い成分の地金が供給され、この地で目的

にあった合金組成にすべく錫や鉛が添加されてい

たとし、う、鋳造技術の一端が解明できた。そして

このような技術は、約100年後の京都における鏡作

りの技術とつながるものである。

5 ) 謝辞

今回このような分析調査の機会を設けてくださ

った上ノ国町教育委員会 松崎水穂氏、また試料

調整に協力してくれた京都造形芸術大学学生岩

田好弘君、化学分析を引き受けていただいた脚三

宝伸銅工業の久野一郎氏には、深く感謝する次第

です。

表VI(3)蛍光X線分析の積分強度 (CPS)

E式料N. Cu Pd Sn Zn Fe Si Ag Ca Ni 

442.88 345.35 37.34 2.91 53.99 6.90 一一一
372.00 197.85 5.01 109.1616.86 - 66.98 2.33 

2027.50 21.06 8.36 - 9.34 一一 1.94 

3087.35 6.51 3.42 7.94 一一ー
2667.46 12.96 3.22 2.50 - 13.14 12.96 

4521.14 11.59 一一 3.44 - 4.8 一一
2014.50 65.52 9.22 3.11 13.55 一一 一
2077 .09 8.17 14日 11.90 一一一 2.91

表VI(4)柑渦の発泡部分

元素 重 量 %

Ai 23.89 
Si 62.31 
K 3.22 
Ca 0.94 
Fe 3.68 
Cu 2.65 
Sn 2.85 
Pb 0.45 



四まとめ

今年度の調査によって、平成 2年度の調査で見

つかっていた旧道跡が第二平坦面中段まで続いて

おり、その左右に溝で囲まれた建物跡の配される

ことが明らかになった。

この旧道跡の北西半、平成4年度、 3年度の調

査区との聞における遺溝配置や動線、特に平成 3

年度の調査で見つかった北東のれ客殿空間N への

アプローチの解明が今年度調査の主眼であった。

ある時期に大きな配置変えの行われている可能

性が推されたが、基本的に北西一南東方向を長軸

とする長方形の溝で固まれた区画・地割の中に、

3 x 5間程度の掘立柱の建物が立ち、周辺に竪穴

建物が配される空間となるようである。これに直

交する軸線の総柱の建物が組み合うようである

が、前後の時間差も考慮して検討することが残さ

れている。

、、客殿空間"への正確なアプローチはまだ明ら

かになし得ないが、この空聞がかなり厳重に他と

画されていることが明らかとなった。又、そこへ

の出入りの場所と推される部分を柱間寸法の違い

からほぼ確定することができた。

旧道跡の両側に側溝が付けられているが、 場所

によって新旧が交差することもあってか、その対

応の暖妹な部分を生じた。この為道巾の正確な数

値を示し得なかった。

この旧道跡を跨ぐように 4個の大型柱穴が見つ

かったが、一つには先の溝の対応関係の不明瞭さ

があって、四個一組の遺構と確定するにはいたら

なかった。一般の柱穴の掘り方程もある一辺30cm

程の柱痕跡を持つ柱穴がどのような遺構を構成す

るのか、類例も含め検討しなければならない。

この旧道跡部分は現在昭和45年に町道として設

置整備された自然、遊歩道が通路として使用されて

いるが、それ以前は、細い畑道となっていた(概

報XIIPL.9-3)。そしてその前は江戸時代を通

じ御代参道路として、毎年 1月、藩主代理の松前

藩士が、館神八幡宮に参詣し、夷王山神社(医王

山薬師堂〉を拝した参道であり、寛政元年菅江真

澄が、町人の案内を得て、「これは何かしどのの館、

家居のあと、これはたれとののすみかのあと」と

「草に埋もれたるを、かいわけてをし」えられな

がら夷王山山頂まで登った「たかくさの中をかい

わくる道」でもあった(えみしのさえき 菅江真

澄全集五〉

旧道跡の左右に並行する幕末 ・明治の溝とした

ものは、第16代松前家当主昌広が天保12年領内巡

視の折、祖廟詣をしているが、これに先立ち同11

年江差奉行が下見をし、墓所(現荒神堂跡〉など

の整備補修したとの記録があり、この時の改修に

より道巾が広くとられ、左右に溝の掘り上げ土が

塁上に積まれたのかも知れない(上ノ国村史〉。な

お安政 3年には17代崇広の祖廟詣も行われてい

る。いずれにしても、旧道跡の調査ではこの改修

工事以前、館廃棄後の江戸時代の道跡も確認でき

なかった。

旧道跡、東先端部の第52号竪建物跡がこの道の

構築によって廃棄・削平されていること、その竪

穴覆土下部から、壁に密着して出土した越前播鉢

は、勝山館の中では出土例の少ないI.II類(概報

V)としているものであった。 15世紀末-16世紀

初の年代を想定したところであり、この旧道跡、

これと同じくする正面空娠、柵列、旧道跡左右の

地割等の今見るような館の形成は16世紀の早い段

階迄に成立したとの従前からの想定(概報溜)に

大きな矛盾を生じないとできそうである。

土境23とした遺物の集中箇所から16世紀初めく

らいまでの陶磁器を伴って銘頭、中柄、錯頭?C組

み合わせ式か或は強形製品か〉等が出土した。ほ

ぼ完形の銘頭は、先年遺物廃棄場所(貝塚一ゴミ

捨場〉から出土した一点とともに館内出土の中柄

の中にセット関係を有するものがあり、銘頭にみ

られる使用痕や、補修孔などから館内の生産用具

として定着していたものと推した。又両者は、そ

の系譜を擦文時代の銘頭に求め得るものであり、

北海道南部日本海側という地域の中での発達段階

を知る指標となる特徴を有するものとした。そし

て又、この両者は、話頭が形式変還を遂げ近世ア

イヌのキテとして成立する一連の流れの中に矛盾

なく位置づけられるものであろうとした。

長い間「非和入社会的なもの」として勝山館跡

出土遺物の中では異質なものとして位置づけてき

た骨角器類について、銘頭と中柄の一部という限
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られた器種についてではあるが、北海道の擦文時

代から近世アイヌ社会へ連鎖するもののーっとし

て示し得たかと思うところである。

土嬢23とした浅い凹地の性格解明も課題とすべ

きところである。銀座とは別に界圏の外側に 2個

の穿孔をして懸け下げて用いられた鏡は、本州、|に

見られる御正体としてのそれなのか、後のアイヌ

社会に見られる例に連なっていくものなのかは、

今少し他の遺物等の精査を経ることとし、宇田川

洋氏の指摘するような利用の有無を含めて土境23

という凹地の検討を行うこととしたい。

勝山館跡出土の金属遺物の分析結果を本概報に

掲載することができた。

赤沼英男氏には先に鉄製品の分析をお願いしそ

の結果を概報酒に掲載させていただいた。その報

告では重さ5.5kgの半月形の鉄塊がかなり良質の

鋼塊であること、出土遺物中にこの鋼塊をから製

造された鉄製品のあることが明らかにされた。そ

れとともにこの鋼塊の出自の解明が課題となっ

た。その為更に館内出土鉄津の中から幾っかを選

び再度の分析をお願いしその結果を掲載したのが

本概報のV(2)である。

赤沼氏の報告によれば、鋼塊そのものは n驚く

べきほどの純度で、Jr相当の大規模な精錬によっ

て得られた鋼塊」であり、これは館外からの移入

品、流通品であるという。他方鉄津の分析結果か

ら、館内銑鉄を素材にしたベつな鋼の精錬(鋼の

製造〉の行われていることが明らかとなった。又

分析した製品の中にはこれら二種類の鋼とは成分

の異なったものが見られた。更に鉄器の製作(鍛

造作業〉に伴う鉄浮の存在も明らかになった。

勝山館の中では流通品として鋼塊を入手すると

ともに、素材としての銑鉄を入手して館内で鋼を

製造し、それらをもとに鉄製品を加工 ・製作する

が、それとは別に鉄器、鉄製品として入手したも

のも存在していたものと推される。しかし、目下

のところ、館内で製造された鋼から製作されたこ

とを示す鉄器 ・鉄製品の存在は分析的にはまだ証

明されていない。これは、鉄器 ・鉄製品の分析資

料が8，000点余の出土品のほんの一部であること

が主因と推されるもので、今後分析を重ねること

によって解明されるものと思われる。それによっ

て勝山館における鉄器 ・鉄製品の出自や館内での

行程はより明らかにされていくものと思われる。

68 

又、今回の分析結果は、昭和59年、大津正己氏

にお願いした鉄器 ・鉄浮の分析の結果として、同

氏から、館内で、外からの素材と館内の鉄鍋破片

を素材とする精錬鍛冶、鍛錬鍛冶が行われたこと

を示す鉱石系精錬淳、鉱石 ・砂鉄系の鍛冶津の存

在とその作業復元を頂戴したのであるがく概報

VI)、10年を経て再度ほぼ同様のことが確かめられ

たということであろう。その間出土鉄製品の質 ・

量ともに増大し、新たに鋼塊の流通などの問題を

提起する資料も追加されてきた。今後はこれに加

えて鋳造品であ鉄鍋類の出自等が解明いただけな

いものかと思うところである。

銅鋳造跡出土品の分析を、長年勝山館跡出土の

金属製品や、木製品の保存処理作業に当町文化財

保護審議会特別委員としてご指導を頂戴して来た

京都芸術短期大学助教授 内田俊秀先生にお願い

し、結果を掲載することができた。

純度の高い銅の地金が流通品として存在し、勝

山館にもたらされている。鋳造にあたっては、地

金を溶解するとともに、錫や鉛を添加して目的と

する製品に合った成分組成の合金とし、製品をつ

くりだしているというものである。

こうした鋳造技術は京都で発見された江戸時代

の鏡作り師の合金技術の一部に関連が見られると

いう。これは近世京都の鏡作り師類似の技術は既

に16世紀の初め頃に確立していたことが勝山館跡

の鋳造遺構出土品の分析結果で明らかとなったと

いうことなのであろう。そして又、そうした技術

が蝦夷カ島にまで到達する程に普遍化していたこ

とを示すということなのであろうか。

この鋳造技術が館の中の技術であるのか舘の中

に移動して来た技術者の所有に帰する技術である

のかは、地金や、羽口の移動の背景とも関わる重

要なことである。

分析を依頼した資料のNo.1、5以外の 6点は前

年度の調査で検出した、鍛冶 ・鋳造作業跡とした

一画からの一括出土品の一部である(概報XlV)。こ

の地区の焼土層と被熱陶磁器類から、焼土層の形

成された年代を美濃大窯 I期の製品の廃されて間

もない時期、 16世紀の初め頃と推定している。こ

の陶磁器等との時間的前後関係はまだ明らかにな

し得ないが、殆んど同ーのその焼土層を含む砂利

層中ないしその上面に、銅製品や銅鋳造関連遺物

と更に317点の釘、 149点の小札等が一括出土して



いる。銅製品が甲胃金物ばかりであり、小札がか

なり多いことから、この一画をこうした武具の調

整ないしは補修の作業場跡かとも推したところで

ある。この一画には後世の撹乱跡を除くと、掘立

柱建物跡やその他の遺構構築に伴う、砂利敷き層

の撹乱や柱穴その他の遺構を明瞭に確認できなか

ったが、このことは又このー画が他の目的で使用

されることの少なかった地区であったとも推され

る。この地区の熱変を受けていない陶磁器を十分

に検討していない現状では推測でしかないが、熱

変の陶磁器の時期がその初期であり、それは火災

ではなかったのだろうか。砂利層は防湿の為に最

初に敷かれたものである為、火災後の整理、片付

け時にも除去されることはなく、不充分な清掃作

業の結果、地金や羽口が、周辺の砂利層中に埋ま

ったまま残存してしまったことは推されないであ

ろうか。砂利敷き後、乾燥のための焼土とも解し

得るが、炭化材が残るなど可能性は少ないと思わ

れる。この一画はその後も空き地であったとする

よりは、継続して同じ様に使用されたが、緊急事

態等の発生はなく、比較的片づけがよく行われた

ため、その後の痕跡が残らなかったのではなかろ

うか。(概報XN第 6-8図他〉

この空聞がこの推測のように長期に亘って確保

されているとしたならば、この銅鋳造の技術が館

内の技術である可能性が高くなることになろう。

鋼の精錬技術と銅の鋳造技術は性格が異なるの

ではあろうが、これら技術者が到来するのを常に

館内で待ちわびるだけでもないのであろう。殊に

鉄の技術は、戦闘とし、う生死に直結する事態を背

景に抱えるだけに自前の必要があろう。そして又、

それ故に生産活動も含めた交易等に勝山館の鉄が

有効に働き、勝山館の優位性を強めた可能性は何

度か述べてきたところである。その内容迄は筆者

の理解の及ばないところであるが鋳物師の一部が

原料鉄を売買する鉄商人となり、鋳物師や鍛冶の

諸国への定着化の見られるという中世後期(網野

善彦 中世の鉄器生産と流通採鉱と冶金〉の様

相の蝦夷島への波及した姿とも推されるところで

ある。

また内田氏の談によると銅地金の中に含まれる

異物は鉱脈掘り出しの初めの段階に多く含まれる

成分のようだと Lづ。銀が含まれていることから

は銀鉱に含まれた銅を製錬した所産である可能性

も考えられると L、う。いずれにしてもこの銅地金

は当時の山元製錬としては最高の純度のものとの

ことである。

銀山開発は16世紀中頃から爆発的に増大する

(小葉回淳1973)が、鉱脈の上層からのとり出し

を窺わせるこの資料は、こうした、操業まもない

鉱山からの出自とも想像できそうである。

最後になったが、大変お忙しい中、鉄製品 ・銅

製品の分析をお引き受け下さった赤沼英男 ・平井

昭司 内田俊秀の諸先生に御ネしを申し上げたい。

殊に鉄製品について、今回の一連の分析にいたる

道をつけて下さった、前国立歴史民族博物館教授

福田豊彦先生、更には同館の吉岡康暢、田口勇、

斉藤努 藤尾慎一郎の諸先生にこの場をお借りし

て感謝申し上げたし、。それにもまして勝山館の調

査がまだ始まったばかりで、その存在すら知られ

ていない時に、快く鉄製品等の分析をお引き受け

下さってその先鞭をつけるとともに、「中世鍛冶工

房跡の作業形態を検討する上で(概報VI)Jの勝山

館跡の重要性をご指摘され、今日の成果を導いて

下さった大津正己氏に改めて敬意と感謝を申し上

げることとしたL、。

旧道跡の調査の結果、その南東部平坦面一帯に

も建物跡の広がっていることが予想されることと

なった。平成 6年度は北海道教育委員会文化課木

村尚俊主査の強いおすすめを受けて、この旧道跡

北東平坦面の遺構確認調査に手がつけられる予定

である。平成 6年 3月「この数年は遺構確認調査

に主力をおき、勝山館の遺構の概要を抱え、その

後に整備を検討する」との方向が、文化庁加藤調

査官から示された。

平成 5年度、洲崎館跡が新たに史跡に指定され

花沢・勝山両館と併せ、「上之国館跡・花津館跡 洲

崎館跡勝山館跡」と一本化されることとなった。

更に広い視点にたった分析も必要となろう。浅学

非才の筆者等には増々重くかかる業務ではある

が、なお一層の努力を図りたく思う。諸先生諸

先輩の皆様には変わらぬご指導をお願い申し上げ

るものである。
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図版





PL.l遺精検出状況(旧道跡他一北東から)





PL.3 T-68鈎に見いだされた非金属介在物のEPMAによる元素濃度分布のカラーマ ップ
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PL.5遺構検出状況

1.遺構検出状況(南西から)
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PL.7遺構検出状況

1.遺構検出状況(第1-3、10-12号建物跡、概列跡他北東から)

2.遺構検出状況(旧道跡、第3-10号建物跡他)



PL.8遺構検出状況

1.第3~5号建物跡 (南西から)

2.第6号建物跡、第3号竪穴建物跡(北東から)

3 . 第8 ・ 9号建物跡、 第 1 ・ 49~51 ・ 53号竪穴建物跡(北京から)



PL.9遺構検出状況
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2.第49号竪穴建物跡土層堆層(北東から)

ペー J2d 

PL.l0遺構検出状況他

3.第50号竪穴建物跡(北東から)

4.第50号竪穴建物跡土層堆積(北東から)

6.第49号竪穴建物跡炭化物集中地点土層堆積(北京から)
合

司炉

8.土塙5遺物出土状況(馬歯 北東から)
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P
L
・
ロ
遺
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検
出
状
況
他

3.第55号竪穴建物跡出入口部、揺鉢出土状況
(南西から)

4.第55号竪穴建物跡(南西から)

5.土域23遺物出土状況 (南西から 石端は釘頭)
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PL.14大型柱穴(門跡?)検出状況他
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5.遺物出土状況(美濃皿)
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6.遺物出土状況(錘)
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・
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炉
)

7.遺物出土状況(斜)

3
・遺
物
出
土
状
況
(
柱
根
)

9.旧道跡埋め戻し状況(北東から)

8.作業風景(西から)
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漆器(表・裏)
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図2 T68鈎から採取した試料片の健全なメタル部分に見いだされた非金属介在物の

EPMAによる2次電子像と反射電子像、定性分析結果
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a r-園、

lmm 

a マク ロ組織 b，・b，: aの枠で囲んだ部分のミク ロ組織

図3 鉄鍋破片のマク口組織およびミク口組織

a: HMV : 74.0 b: HMV : 81.4 c: HMV : 86.4 

マイクロ ビッカース硬度(HMV)の測定位置はミク ロ組織中の黒点部分である

図4 鉄塊から採取した試料片のナイタールによるミクロエ ッチング組織
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No.2鉄i宰(l5K18IIIA)

No.3鉄i宰(17JIII)

No.4鉄体(l6J1 II (3-3) ) 
No.5鉄i宰((17K14)

l ゾ1.l1'1!'川り，1¥1'1引川川iI刷ぺ|山ぺ'IIP円1'111川11 No.6鉄i宰(15K19III) 

矢印は試料切断位置を示す

図5 鉄j宰の外観

a，・a二 .a.i・al-a ュ Nul鉄i宰

図6 鉄浮から採取した試料片のマク口組織およびミク口組織(その 1) 

(マク口組織の枠で囲んだ部分はミクロ組織観察位世を表す)
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図6 鉄浮から採取した試料片のマク口組織およびミク口組織 (その2)

(マクロ組織の枠で囲んだ部分はミク ロ組織観察位置を表す)
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による 2次電子像と反射電子像、定性分析結果
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図 9 No.5鉄j宰のEPMAによる 2次電子像と反射電子像、 定性分析結果
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PL.28 銅製品の金属組織と各元素の分布① (試存I'NoJ-2) 

1.試料No.l組成像 2.試料No.l銅の分布

3.試料No.l錫の分布 4.試料No.l鉛の分布

5.試料No.l珪素の分布 6.試料No.2組成像



PL.29 銅製品の金属組織と各元素の分布② (試料No2-4)

7.試料No.2銅の分布 8.試料No.3組成像

9.試料No.3組成像 10.試料No.3銅の分布

11.試料NoA組成像 12.試料NoA金属中の異物



PL.30銅製品の金属組織と各元素の分布③ (試料No5-7)

13.試料No.5組成像 14.試料No.5組成像

15.試料No.5銅の分布 16.試料No.5鉛の分布

17.試料No.6組成像 18. 試料No.7組成像



PL.31 銅製品の金属組織と各元素の分布④(試料No7-8)

19.試料No.7銅の分布 20.試料No.8組成像

21.試料No.8組成像 22.試料No.8銅の分布

ロ

23.試料No.8錫の分布 24.試料No.8鉄の線分析
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